
研
　
究
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に

関
す
る
調
査
報
告

　
　
本
報
告
は
、
昭
和
四
十
年
・
四
十
一
年
度
に
文
都
省
総
合
科
学
研
究
費
を
受
け
た

構
造
的
変
化
と
杜
会
開
発
の
課
題
」
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
の
一
部
で
あ
る

「
杜
会
保
障
の

戸
木
田

Ｈ
　
　
山
而

ノ
　
　
　
↓
ヅ

嘉久

久夫

１１ 、、

は
じ
め
こ
　
　
問
題
の
限
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，
Ｒ
金
属
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者

炭
鉱
離
職
老
問
題
の
推
移
と
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
，
Ｓ
ア
ル
、
・
・
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者

Ａ
、
炭
鉱
業
の
解
体
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
、
四
つ
の
中
小
企
業
の
事
例
（
Ｓ
市
）

Ｂ
、
炭
鉱
離
職
者
対
策
の
推
移
と
炭
鉱
離
職
者
の
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
、
丁
鋼
管
に
お
げ
る
炭
鉱
離
職
老

Ｃ
、
炭
鉱
離
職
者
の
就
職
構
造
　
　
概
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
，
Ｕ
建
材
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
老

炭
鉱
離
職
者
の
就
業
形
態
　
　
類
型
的
考
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
，
Ｖ
鋳
造
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者

Ａ
、
大
阪
府
下
を
中
心
と
す
る
概
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
，
Ｗ
精
工
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
老

Ｂ
、
重
化
学
工
業
の
大
企
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
、
建
設
　
港
湾
・
ト
ラ
ヅ
ク
運
送
　
　
略

　
１
，
Ｐ
鉄
工
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
、
公
務
員
二
公
共
企
業
　
（
以
上
本
号
）

　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
七
一
（
七
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

皿
、
雇
用
促
進
事
業
団
宿
舎
に
１
唐
住
す
る
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生

活
実
態
の
分
析

　
　
Ａ
、
関
西
地
区
に
お
げ
る
雇
用
促
進
事
業
団
宿
舎
居
住
者
の
概

　
　
　
況

　
　
Ｂ
、
関
西
地
区
の
雇
用
促
進
事
業
団
三
宿
舎
（
小
倉
、
富
田
、

　
　
　
大
阪
港
）
に
居
住
す
る
炭
鉱
離
職
者
の
実
態

は
じ
め
に
　
　
問
題
の
限
定

　
本
稿
は
、
昭
和
四
一
年
春
か
ら
秋
に
か
げ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し

た
、
　
「
関
西
地
方
在
住
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
・
生
活
状
態
に
か
ん
す
る

調
査
」
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
調
査
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
が
経
営
す

る
「
移
転
就
職
者
用
宿
舎
」
及
び
「
簡
易
宿
舎
」
居
住
者
に
対
す
る
面

接
質
問
が
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
準
備
・
整
理
の
過
程
で
、
雇
用

促
進
事
業
団
大
阪
支
部
、
大
阪
府
労
働
部
職
業
業
務
課
、
い
く
つ
か
の

職
業
安
定
所
、
離
職
老
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
、
等
々
で
の
聞
取
り

・
資
料
収
集
を
行
な
っ
た
。
問
題
の
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
予
想
以
上
に

ひ
ろ
く
複
雑
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
当
初
の
間
題
意
識
を
充
た
す
に

は
な
お
尤
大
な
継
続
調
査
を
要
す
る
が
、
一
応
の
整
理
の
意
味
で
執
筆

七
二
（
七
〇
六
）

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
私
的
関
心
は
別

と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
意
識
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
諸
点
に
集
約

さ
れ
る
。

　
第
一
に
。
、
こ
の
調
査
を
過
去
に
蓄
積
さ
れ
た
多
く
の
研
究
業
績
と
連

け
い
し
て
、
日
本
経
済
の
高
度
蓄
積
過
程
に
。
お
け
る
炭
鉱
労
働
者
の
状

態
、
と
り
わ
げ
炭
鉱
失
業
の
発
生
・
流
動
・
堆
積
の
問
題
に
か
ん
す
る

科
学
的
分
析
の
一
環
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る

資
本
蓄
積
の
急
速
な
展
開
過
程
は
、
目
本
の
低
賃
金
制
に
た
い
し
か
な

り
の
程
度
に
お
い
て
形
態
上
の
変
貌
を
も
た
ら
し
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、

そ
れ
さ
え
も
、
多
く
の
限
界
と
犠
牲
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
炭

鉱
業
の
危
機
と
解
体
、
大
量
失
業
の
発
生
こ
そ
は
、
戦
後
目
本
資
本
主

義
の
高
度
蓄
積
の
も
っ
と
も
象
徴
的
な
裏
面
を
な
し
て
い
る
。
炭
鉱
失

業
が
い
か
な
る
原
因
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
発
生
・
流
動
し

た
か
。
い
か
な
る
対
策
が
誰
の
手
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
、
実
行
さ
れ
た

か
。
そ
し
て
、
失
業
者
た
ち
は
、
結
局
、
ど
う
な
っ
た
か
…
…
。
炭
鉱

失
業
問
題
の
全
面
的
解
明
を
ぬ
き
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
目
本
経
済

の
「
高
度
成
長
」
１
１
高
度
蓄
積
に
、
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
点
に
着
目
し
て
す
で
に
炭
鉱
失
業
に
つ
い
て
の
多
く
の
調
査
研



究
が
つ
み
重
ね
ら
れ
て
来
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
一
、
旧
産
炭
地
で
の
状
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

態
を
主
に
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
三
四
年
　
　
　
　
ホ
こ
の
点
で
の
代
表
的
な
研
究
報
告
と
し
て
、
九
州
炭
労
・
九
州
産
労
編

一
二
月
凄
立
し
た
「
炭
鉱
離
讐
臨
時
措
置
法
一
姦
と
す
る
一
連
　
　
「
失
業
者
－
カ
ン
テ
ラ
は
消
え
ず
一
一
一
九
話
午
五
月
書
辱
戸
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
嘉
久
執
筆
）
、
正
田
誠
一
編
「
九
州
労
働
市
場
調
査
報
告
四
」
、
（
一
九

の
炭
鉱
離
職
者
対
策
の
展
開
ユ
、
炭
鉱
失
業
者
を
産
炭
地
に
滞
留
す
る
　
　
　
　
六
四
年
・
九
州
経
済
調
査
協
会
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
分
と
他
地
域
へ
転
出
す
る
部
分
と
に
二
分
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
〇

年
度
ま
で
に
累
計
五
万
人
を
こ
え
る
一
灰
鉱
離
職
者
が
、
各
種
の
就
職
促
　
第
二
に
、
炭
鉱
離
讐
臨
時
措
置
隻
軸
と
す
る
炭
鉱
離
讐
対
策

進
措
置
の
↑
－
に
の
せ
ら
れ
・
主
要
工
業
地
帯
を
中
心
に
全
黒
地
は
、
国
際
的
に
は
い
ぜ
ん
不
十
分
を
２
、
は
あ
る
が
、
わ
畠
の
失

に
流
出
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
一
た
一
こ
の
ル
ー
－
以
外
に
ょ
る
産
炭
地
業
対
策
と
し
一
、
は
、
と
も
か
く
新
し
い
段
階
を
画
す
る
ち
、
と
い
う

外
一
の
流
出
も
か
な
り
の
数
に
上
る
も
の
と
お
美
れ
る
の
一
・
あ
る
が
一
。
と
こ
　
二
と
毛
き
る
。
三
、
ン
、
れ
は
、
、
べ
、
、
、
、
ざ
去
、
の
批
判
を
生
ん
だ
一
九

ろ
が
・
二
れ
ら
遠
隔
地
に
流
出
し
た
一
灰
菱
奪
の
状
態
は
、
い
ま
五
九
年
－
六
二
年
に
わ
た
る
戻
労
一
主
導
の
石
炭
政
策
転
換
閾
争
の

の
と
二
ろ
断
片
的
に
し
か
と
り
あ
ヴ
・
れ
て
い
な
い
Ｃ
か
れ
ら
は
、
大
所
産
麦
つ
た
。
と
二
ろ
一
、
政
策
転
換
聞
争
は
、
ソ
て
れ
が
、
い
わ
ゆ
る

多
数
美
対
事
業
と
生
漠
護
に
た
よ
一
て
い
る
産
炭
地
滞
留
者
こ
比
　
「
構
造
睾
一
一
胴
と
深
く
関
連
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
ひ
ろ
く
労

べ
れ
ぼ
・
が
い
し
て
炭
葵
業
者
の
な
六
相
対
的
に
恵
ま
れ
た
部
働
運
動
次
元
で
の
指
轟
論
の
問
題
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
案
検
討

分
・
握
労
讐
と
し
て
の
再
生
「
Ｔ
ス
を
歩
ん
で
い
る
部
分
と
し
一
、
素
材
で
麦
、
よ
り
限
定
キ
、
、
れ
た
視
角
か
皇
て
も
、
三
蓬
の
企
業

特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
・
し
か
し
・
こ
の
雰
の
蜜
失
業
老
の
麗
整
備
反
対
闘
争
一
一
九
五
三
年
一
、
・
端
を
発
し
、
い
わ
ゆ
る
「
袴
参

．
捨
．
嚢
と
移
動
の
形
態
・
生
活
状
能
一
は
一
貫
し
た
脈
絡
に
お
い
加
一
を
経
て
炭
労
の
長
期
計
画
闘
争
一
一
九
五
五
年
一
に
い
た
る
雇
用
確

て
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
；
れ
わ
れ
の
調
査
は
・
彼
ら
の
実
婁
体
系
保
の
た
め
の
労
働
組
合
の
政
策
藤
田
若
雄
氏
げ
主
つ
て
、
目
本
の

的
に
把
握
し
；
れ
ら
に
内
在
す
る
問
題
点
を
摘
出
す
る
こ
と
に
ょ
一
労
働
組
合
が
労
働
市
場
統
製
能
を
体
得
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
点
で
、

て
・
葉
の
霊
失
業
研
芝
の
こ
さ
れ
た
空
白
を
う
ず
め
よ
う
と
し
白
生
的
な
る
が
ゆ
え
纂
展
の
可
能
性
を
も
っ
唯
一
に
ち
か
い
事
例
と

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）
　
　
　
七
三
（
七
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
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し
て
「
評
価
」
さ
れ
た
　
　
が
、
石
炭
産
業
の
破
局
化
と
三
池
争
議
の

敗
北
と
い
う
新
た
な
状
況
の
中
で
、
拡
散
さ
れ
な
が
ら
も
ひ
と
つ
の
頂

点
に
達
し
た
も
の
が
政
転
闘
争
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
政
転
闘
争
の

評
価
は
、
そ
の
ま
ま
戦
後
の
（
少
く
と
も
一
九
六
〇
年
前
後
ま
で
の
）
労

働
組
合
の
雇
用
１
１
労
働
市
場
政
策
全
体
の
評
価
に
つ
な
が
づ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
調
査
は
、
政
策
転
換
闘
争
の
「
成
果
」
の
主
要
部
分
を
解

明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
闘
争
評
価
の
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

　
第
三
に
、
炭
鉱
離
職
者
対
策
は
、
今
に
な
っ
て
み
る
と
、
今
日
、
雇

用
対
策
法
の
下
で
本
格
的
展
開
を
み
せ
て
い
る
労
働
力
流
動
化
政
策
の

「
端
緒
的
．
原
型
的
」
彬
態
で
あ
っ
た
。
労
働
力
流
動
化
の
幹
線
水
路

は
、
広
域
職
業
紹
介
と
中
高
年
失
業
老
の
就
職
促
進
措
置
で
あ
る
が
、

こ
の
二
つ
は
、
な
か
ぼ
治
安
対
策
と
し
て
炭
鉱
失
業
者
を
全
国
的
に
分

散
さ
せ
る
手
段
と
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
失
業
保
険
給
付
の
実
質

的
延
長
．
転
職
訓
練
・
移
住
費
の
支
給
、
雇
用
主
へ
の
雇
用
奨
励
金
の

支
給
、
住
宅
の
提
供
、
等
々
い
わ
ゆ
る
就
職
促
進
措
置
が
、
政
転
闘

争
の
圧
力
の
中
で
、
炭
鉱
離
職
者
に
の
み
例
外
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
数
年
の
う
ち
に
金
属
鉱
山
・
駐
留
軍
関
係
離

職
者
か
ら
失
業
多
発
地
帯
全
域
に
中
高
年
失
業
者
全
体
に
（
多
少
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
七
〇
八
）

限
や
形
態
の
ち
が
い
は
あ
る
が
）
拡
充
さ
れ
、
こ
れ
ら
多
様
な
就
職
促
進

サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
機
関
と
し
て
成
立
し
た
雇
用
促
進
事
業
団
（
六
一
年
七

月
）
は
、
年
々
膨
脹
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
政
転
闘
争
の
「
成

果
」
は
、
労
働
力
流
動
化
政
策
推
進
の
テ
コ
と
し
て
最
大
限
に
活
用
さ

れ
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
調
査
の
過
程
で
、

流
動
化
政
策
の
強
力
な
展
開
の
実
相
に
接
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
流
動

化
政
策
は
、
全
面
的
な
解
明
は
現
段
階
の
労
働
問
題
研
究
の
も
っ
と
も

重
要
な
課
題
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
が
、
そ
の
原
基

形
態
の
帰
結
点
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
新
た
な
手
が
か

り
と
も
な
れ
ぼ
幸
い
で
あ
る
。

１
　
炭
鉱
離
職
者
問
題
の
推
移
と
概
要

　
Ａ
　
石
炭
鉱
業
の
解
体

　
日
本
経
済
の
「
高
度
成
長
」
過
程
は
、
石
炭
鉱
業
の
急
速
な
解
体
過

程
で
あ
っ
た
。
一
九
五
五
年
に
、
石
炭
は
一
次
ニ
ネ
ル
ギ
ー
総
供
給
の

半
分
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
六
五
年
に
は
四
分
の
一
に
低
下
し
、
国

内
産
炭
だ
け
と
れ
ば
一
八
．
四
劣
に
す
ぎ
な
ぐ
な
っ
た
。
石
炭
鉱
業
合

理
化
臨
時
措
置
法
（
一
九
五
五
年
八
月
）
を
起
点
と
す
る
一
貫
し
た
石
炭
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ユ
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３
３
３
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３
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年

和

刀
口

口
Ｈ

るよに蔀月計統炭石

政
策
は
（
国
際
石
池
独
占
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
配
に
屈
服
し
た
．
対
米
従
属
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
環
と
し
て
）
、
石
炭
産
業
の
な
し
く
ず
し
的
解
体

の
政
策
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
一
応
は
、
安
定
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
で
、
、
五
、
五
〇
〇
万
ト
ソ
・
べ
－
ス
の
出
炭
確
保

を
か
か
げ
な
が
ら
も
、
非
能
率
炭
鉱
の
整
理
と
高
能
率
炭
鉱
へ
の
集
中

投
資
を
内
容
と
す
る
、
大
規
模
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ソ
ド
・
ビ
ル
ド
計

画
に
ぽ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
〈
１
－
－
Ａ
ｌ
ｉ
ｖ
は
、
そ
の
よ
う
↓
、
仏
政
策
　
　
　
Ｂ
　
炭
鉱
離
職
者
の
動
向
と
推
移

の
結
果
と
し
て
、
五
千
万
ト
ソ
台
の
出
炭
が
維
蒔
さ
れ
る
な
か
で
、
昭

和
二
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
か
ら
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）
の
間
に
炭
　
　
　
石
炭
鉱
業
の
解
体
過
程
で
、
ど
れ
だ
け
の
失
業
者
が
発
生
し
た
か
、

　
　
　
　
関
西
地
方
在
庄
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
七
五
（
七
〇
九
）

鉱
数
は
四
分
の
一
に
、
労
務
者
数
は
三
分
の
一
に
減
り
、
能
率
は
一
人

一
カ
月
当
り
四
〇
ト
ン
に
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
過
程
で
、
石
山
灰
産
業
の
危
機
は
緩
和
す
る
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
内
攻
し
て
い
っ
た
。
労
働
強
度
は
極
度
に
高
め
ら
れ
、
労
働

災
害
は
続
発
し
、
賃
金
の
上
昇
は
、
全
産
業
平
均
の
上
昇
率
を
下
廻
り

他
産
業
と
の
賃
金
格
差
は
拡
大
し
た
。
炭
鉱
業
よ
若
年
労
働
力
「
不

足
」
の
大
勢
の
中
で
全
く
魅
力
を
失
っ
て
、
若
年
者
の
入
職
は
ぽ
と
ん

ど
な
く
、
希
望
離
職
者
が
続
出
し
て
、
大
手
ビ
ル
ド
炭
鉱
に
お
い
て
す

ら
、
労
働
力
不
足
に
な
や
む
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
、
石
炭
企
業
の
涯

理
状
態
も
ご
く
一
都
を
の
ノ
、
い
て
一
貫
し
て
「
悪
化
」
し
、
と
う
て
い

私
企
業
体
制
を
維
持
し
え
な
い
と
い
う
論
調
さ
え
み
ら
れ
る
状
況
と
な

っ
た
。
昭
和
四
二
年
度
こ
い
た
っ
て
五
、
五
〇
〇
万
ト
ソ
体
制
は
実
全

に
崩
壊
の
様
相
を
あ
ら
わ
し
、
石
炭
鉱
業
調
査
団
の
”
第
三
次
答
申
〃

を
契
機
と
し
て
、
業
界
側
の
統
合
案
、
炭
労
の
国
有
化
要
求
な
ど
、
石

炭
鉱
業
の
全
面
的
再
編
成
が
迫
っ
て
い
る
。
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９
０
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３
３
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３
３
３
３
３
４
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一

昭

■

Ａ

るよに報月計統炭石

現
に
ど
れ
だ
け

の
失
業
考
が
存

在
し
て
い
る
か

を
、
数
量
的
に

確
定
す
る
の
は

難
事
で
あ
る
。

石
炭
鉱
業
が
最

後
の
好
況
を
楽

Ｌ
ん
だ
昭
和
三

二
年
（
一
九
五

七
年
）
に
お
い

て
さ
え
、
筑
豊

炭
鉱
地
帯
一
」
は

数
万
の
失
業
者

が
滞
留
し
、
昭

和
二
八
年
～
二

九
年
の
閉
山
し
た
多
数
の
中
小
炭
鉱
が
再
開
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
っ
た
、

と
い
わ
れ
る
。
〈
Ｉ
ｌ
Ｂ
－
１
ｖ
は
、
そ
の
昭
和
三
二
年
以
降
四
一
年
ま

で
の
九
年
間
に
、
常
用
労
働
老
の
み
で
十
九
万
、
総
計
二
三
万
人
に
及
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１
ｉ

るよに報月計統炭石

ぶ
従
業
員
の
減

少
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
大
部

分
は
昭
和
三
三

－
三
八
年
の
間

に
起
こ
り
、
年

々
三
万
前
後
の

急
激
な
減
少
を

み
た
。

　
し
か
も
、
そ

れ
は
高
率
の
労
働
移
動
　
　
年
問
三
～
五
万
人
に
お
よ
ぶ
雇
入
と
年
問

七
万
人
と
い
う
水
準
の
解
雇
１
－
離
職
　
　
の
合
成
な
の
て
あ
る
。
　
〈
Ｉ

ｌ
Ｂ
１
２
ｖ
は
、
こ
の
問
の
炭
鉱
業
の
離
職
率
が
二
六
％
～
四
七
％
に

も
及
び
、
累
計
六
〇
万
人
の
労
働
力
を
排
出
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
炭
鉱
失
業
の
底
の
深
さ
を
示
す
数
値
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
推
移
表
は
こ
れ
と
関
連
し
て
、
中
小
炭
鉱
を
中
心
に
、

相
当
数
の
雇
入
れ
が
離
職
老
発
生
の
最
盛
期
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
お
な
じ
期
問
に
、
請
負
夫
の
雇
用
が
む
し
ろ
増
加
す
る
傾
向

を
み
せ
た
こ
と
な
ど
も
、
と
く
に
注
目
を
要
す
る
。
こ
の
二
点
は
、
っ
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売

上
令

以
王
．

才
｛
一
一
一

６
０
平

）
Ｏ
．６

弘

□
、
り

月５年
４
２和娼引

圭
丁

月計這石ゼ

と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
炭
鉱
労
働
市
場
の
封
鎖
性
、
ン
、
の
内
都
に
お
け

る
大
手
↓
中
小
↓
請
負
夫
↓
失
対
・
牛
活
保
護
…
－
・
と
い
う
労
蘭
力
の

下
峰
法
則
が
、
石
炭
鉱
業
の
全
面
的
解
体
状
泥
の
な
か
で
生
き
つ
づ
寸

て
い
る
二
と
、
離
職
者
対
策
の
愛
開
・
炭
鉱
労
働
市
場
の
全
国
的
な
開

放
の
過
程
と
か
ら
み
あ
っ
て
、
石
炭
鉱
業
の
労
働
条
件
を
ま
す
ま
す
亜
心

化
さ
せ
、
労
働
力
の
萎
縮
を
加
連
し
て
い
ろ
二
と
を
示
凌
す
る
。
〈
１

－
－
Ｂ
１
３
〉
に
み
る
労
働
者
年
齢
構
成
の
老
化
は
、
炭
鉱
労
働
力
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

生
産
が
、
ぽ
と
ん
ど
休
止
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
・
以
上
の
諸
点
は
、
す
で
に
昭
和
三
九
年
二
一
月
、
　
「
石
炭
鉱
業
謁
査
団
第

　
　
二
次
答
申
」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
調
査
団
は
、
実
効
あ
る
対
策
を
提

　
　
起
せ
ず
、
事
能
ぽ
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

１
、
前
期
の
計
画
と
実
績

　
炭
鉱
離
職
者
対
策
は
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山
玖
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法
の
成
立
に
先
立
っ

て
、
昭
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三
四
年
十
月
か
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質
的
に
発
足
し
た
く
Ｉ
ｉ
Ｂ
－
－
４
ｖ
。

同
年
一
一
月
二
二
日
こ
は
、
日
径
連
が
、
三
四
、
○
○
○
人
の
炭
鉱
離

員人画計策対考職麟鉱炭◇Ｂｏ
３
５

　
沽
刊
　
半

３
４
下

　
（

胸
…年

Ｏ
　
　
（
）
Ｏ

Ｏ
　
〇
一
〇

〇
　
　
（
）
ｎ
）

ユ
ふ
～

Ｏ
　
　
（
）
Ｏ

Ｏ
　
Ｏ
Ｏ

Ｆ
’
　
０
８

ユ
　
り
】
３

　
初
正

　
当
補

吋

介
　
イ
一

紹
　
紹

業
　
業

藏
　
載

般
　
壌
一
　
広

〇
一
Ｕ
□
’

つ
｝

ＯＯ

＝
Ｕ

ユ業事
±
ハ公

ＯＯ

＝
リ一

／

ＯＯＯ
Ｆ
ｏ

労就急緊

Ｏ０８

り
一

ＯＯ
Ｆ
ｏ

つ
一

業事旧復害虹

Ｏ〇
一
４

４
一
〇

＾
ソ
一
■
ｏ
３業事た失般

一

Ｏ〇

一
、
↓

工
）
つ
一

Ｅ
Ｊ

ク
】

０８ユ計

号

日
一
■

ｒ年脆
一
一
凡昭

－
」

報広定責業職
Ｆ
Ｉ

省蟹労は年訪
３
４

るよに
３
２｝

職
者
を
産
業

果
一
こ
江
又
入
れ

る
と
の
方
針

を
発
表
し
、

事
実
、
三
四

年
度
中
の
広

域
就
職
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日
標
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は
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が
に
突
破
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九
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た
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対
策
人
員
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計
一
二
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万
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鉱
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務
者
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
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％
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た
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訓
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開
始
さ
れ
三
四
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中
二
五
、
二
八
○
人
が
訓
練
を
う
げ
二
二
〇
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
了
者
を
出
し
た
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滑
ワ
出
し
は
ま
ず
ま
ず
で
あ
っ
た
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い
っ
て
よ
い

関
西
地
方
在
住
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吠
鉱
灘
職
者
の
枕
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活
壮
徒
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す
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調
査
報
告
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だ
が
、
つ
づ
く
三
五
年
度
の
対
策
人
員
二
六
、
四
〇
〇
人
、
予
算
三
　
　
定
）
は
、
離
職
者
対
策
の
第
二
段
階
を
画
し
た
、
、
二
の
時
占
一
で
よ
り
全

四
億
円
は
、
累
積
し
た
失
業
者
の
上
に
新
た
な
勢
い
で
追
加
さ
れ
る
離
　
　
体
的
・
長
期
的
な
離
職
者
の
把
握
と
「
再
就
職
計
画
」
が
た
て
ら
れ

職
者
に
対
処
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
不
十
分
で
あ
っ
た
。
職
業
訓
練
体
　
　
た
。
　
〈
１
－
Ｂ
－
６
ｖ
が
そ
れ
で
あ
る
。
昭
和
三
七
↓
三
九
年
の
三
ヶ

制
の
不
備
や
、
広
域
紹
介
業
務
の
拙
速
主
義
と
い
っ
た
技
術
上
の
欠
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
計
画
合
計
九
六
、
四
〇
〇
人
は
、
当
時
の
石
炭
鉱
業
合
理
化
計
画

も
加
わ
っ
て
、
多
く
の
炭
鉱
離
職
者
の
問
で
炭
鉱
離
職
者
対
策
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
げ
る
三
六
年
度
の
平
均
実
働
労
務
者
数
と
四
〇
年
度
同
上
と
の
差
、

る
、
抜
き
が
た
い
否
定
的
評
価
が
下
さ
れ
る
よ
う
一
」
な
っ
た
の
も
、
も
　
　
　
一
〇
・
三
万
人
一
」
ぽ
ぼ
見
合
う
数
値
で
あ
る
・
し
た
が
っ
て
・
こ
こ
で

っ
と
も
で
あ
る
。
計
画
は
、
年
度
途
中
で
拡
大
さ
れ
、
と
り
わ
け
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
「
再
就
職
」
に
は
、
炭
鉱
へ
の
就
職
、
す
な
わ
ち
炭
鉱
業
内
部
で

就
業
紹
介
は
、
計
画
を
は
る
か
に
上
廻
る
実
績
を
上
げ
た
が
、
七
万
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
移
動
は
、
計
算
の
外
に
あ
っ
た
（
少
な
く
と
も
、
あ
る
べ
き
だ
っ
た
）
と

を
一
」
え
る
求
職
者
総
数
の
約
三
分
の
一
を
消
化
し
た
に
と
ど
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
計
画
実
施
過
程
で
は
、
炭
鉱
へ
の
再
就
職
が

く
Ｉ
ｉ
Ｂ
Ｉ
５
ｖ
。
広
域
紹
介
に
よ
る
就
職
は
、
初
発
期
の
主
役
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
視
し
え
な
い
比
重
を
し
め
、
こ
の
傾
向
は
、
昭
和
三
九
、
四
〇
年
度

た
建
設
業
へ
の
受
入
れ
が
一
巡
す
る
と
と
も
に
停
滞
し
、
離
職
者
自
身
　
　
に
い
た
っ
て
決
定
的
と
な
っ
た
。
炭
鉱
離
職
者
対
策
は
、
こ
こ
で
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

よ
り
も
離
職
者
の
子
女
の
就
職
数
の
方
が
上
廻
っ
た
。
移
住
関
係
や
住
　
　
な
性
格
を
付
加
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

宅
の
不
備
、
雇
用
者
側
の
炭
鉱
離
職
者
へ
の
警
戒
心
な
ど
が
重
な
り
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
炭
鉱
離
職
者
対
策
は
、
今
日
ま
で
３
つ
の
貴
階
を
経
て
き
て
い
る
。

い
、
か
ぎ
ら
れ
た
条
件
の
も
と
で
し
か
（
会
社
Ｈ
炭
鉱
の
あ
つ
せ
ん
、
特
　
　
　
　
ユ
、
激
増
す
る
炭
鉱
離
職
者
に
種
々
の
形
で
さ
し
あ
た
り
の
生
計
を
保
障
し
・

殊
技
能
者
、
雇
入
側
に
お
け
る
開
明
灼
な
労
務
担
当
者
の
尽
力
等
）
、
広
域
紹
　
　
　
　
あ
わ
せ
て
で
き
る
か
ぎ
り
の
分
散
就
職
を
は
か
る
段
階
（
肥
和
三
四
上
二

介
に
よ
る
就
職
は
う
ま
く
成
立
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
、
炭
鉱
離
職
者
の
発
生
を
全
体
的
に
把
握
し
、
主
と
し
て
労
働
力
不
足
地

２
、
後
期
の
計
画
と
実
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
へ
の
再
就
職
を
計
画
的
に
行
な
う
段
階
。
緊
急
就
労
・
失
対
事
業
等
の

　
昭
和
三
七
年
一
〇
月
二
一
百
の
「
石
炭
鉱
業
調
査
団
答
申
」
お
よ
び
　
　
　
　
　
自
然
減
少
を
肝
待
す
る
（
昭
和
三
七
－
三
八
年
）
・

こ
れ
に
も
と
づ
い
た
「
石
炭
対
策
大
綱
」
（
同
年
二
月
二
九
日
、
閣
議
決
　
　
　
　
ふ
、
広
域
就
職
の
推
進
を
併
行
し
て
崩
壊
に
頻
し
た
炭
鉱
労
働
力
の
柿
充
要

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
七
九
（
七
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
員
と
し
て
炭
鉱
離
職
者
を
再
び
炭
鉱
に
送
り
込
む
段
階
（
昭
和
三
九
年
以

　
　
降
）
。
こ
の
、
全
く
矛
盾
し
た
政
策
の
組
み
合
わ
せ
が
、
第
３
期
の
特
徴

　
　
で
あ
る
。
昭
和
四
一
年
七
月
以
降
、
炭
鉱
離
職
者
が
炭
鉱
に
再
就
職
し
た

　
　
の
ち
再
び
合
理
化
に
よ
っ
て
離
職
し
た
ぼ
あ
い
に
も
「
黒
い
手
帳
」
を
交

　
　
付
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
炭
鉱
に
再
就
職
す
る
ぼ
あ
い
に
移
住
資
金
を

　
　
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
（
沼
和
四
一
年
二
一
月
）
等
は
、
そ
の
端
的

　
　
た
現
わ
れ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
出
く
１
－
Ｂ
ｌ
６
ｖ
は
、
各
項
目
算
出
基
礎
が
不
明

確
で
、
他
の
統
計
数
値
と
矛
盾
す
る
点
が
あ
る
が
、
産
炭
地
に
お
け
る

三
七
年
度
の
一
般
就
職
実
績
が
計
画
を
大
き
く
下
廻
り
、
三
八
年
度
以

降
の
産
炭
地
振
興
事
業
団
関
係
（
土
地
造
成
事
業
へ
の
雇
入
れ
お
よ
び
事
業

団
融
資
を
う
け
て
進
出
し
た
企
業
へ
の
就
職
）
の
就
職
実
績
が
、
累
計
六
千

人
に
充
た
ぬ
計
画
に
さ
え
及
ぼ
ず
、
三
九
年
度
の
ご
と
き
は
、
計
画
の

三
分
の
一
強
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
で
、
い
る
。
逆
に
昭
和
三
八
、

三
九
年
度
の
一
般
就
職
が
計
画
を
上
廻
っ
て
い
る
の
は
、
少
な
か
ら
ざ

る
「
炭
鉱
へ
の
就
職
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
は
後
述
）
。

　
〈
Ｉ
ｌ
Ｂ
１
６
ｖ
で
い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
会
杜
あ
っ
せ
ん

就
職
」
の
動
向
で
あ
っ
て
、
昭
和
三
七
年
度
に
は
、
産
炭
地
一
般
就
職

の
不
振
を
ち
ょ
う
ど
補
っ
て
、
再
就
職
計
画
全
体
の
辻
つ
ま
を
合
わ
せ

る
役
割
を
果
し
、
三
八
年
度
に
も
、
再
就
職
者
合
計
の
二
九
％
を
引
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
七
一
四
）

け
て
い
る
。
昭
和
三
六
年
度
以
前
の
初
期
段
階
で
は
、
会
杜
あ
っ
せ
ん

の
意
義
は
さ
ら
に
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
よ
か
ろ
う
（
お
そ
ら

く
、
遠
隔
地
就
職
の
半
分
ち
か
く
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
）
。
昭
和
三
九
年
度
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
も
転
機
で
あ
っ
て
、
「
会
杜
あ
っ
せ
ん
就
職
」
者
は
、

前
年
の
三
割
以
下
に
減
り
再
就
職
者
合
計
の
一
割
に
充
た
な
く
な
っ

た
。
ベ
ル
ト
エ
業
地
帯
に
お
け
る
労
働
力
不
足
化
の
浸
透
と
併
行
す
る

広
域
紹
介
シ
ス
テ
ム
が
軌
道
に
の
っ
て
き
た
こ
と
、
転
職
容
易
な
適
性

労
働
者
が
漸
く
底
を
っ
い
て
き
た
こ
と
、
等
が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

　
Ｃ
　
炭
鉱
離
職
者
の
就
業
構
造
（
概
観
）

　
　
　
　
　
　
「
炭
鉱
離
職
老
就
業
実
態
調
査
」
に
拠
っ
て

　
「
炭
鉱
離
職
者
の
就
職
状
況
　
　
事
業
所
の
産
業
・
規
模
・
賃
金
や

炭
鉱
離
職
者
の
家
族
・
住
居
の
状
況
等
を
把
握
し
て
、
雇
用
促
進
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
す
る
」
意
図
を
も
っ
て
昭
和
三
六
年
以
降
、
継
続
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

て
、
　
「
炭
鉱
離
職
者
就
業
実
態
調
査
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
一
」
よ
り
ユ
、
は
が
ら
、
炭
鉱
離
職
者
の
性
格
と
動
向
を
、
と
く
に
広
域
就

職
者
を
中
心
と
し
て
、
今
一
度
か
ん
た
ん
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

　
　
ホ
一
、
こ
の
調
査
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
が
費
用
を
負
担
し
、
労
働
者
の
職
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度
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８
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ｏ
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３
Ｑ
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年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
安
定
行
政
の
機
構
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
た
意
味
で
の
数
学
的
な
比
較
分
析
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
そ
の
結
果
の
詳
細
は
公
表
さ
れ
　
　
　
　
　
　
可
能
で
あ
る
が
、
産
炭
地
の
ほ
と
ん
ど
全
部
と
、
主
要
受
入
地
を
カ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
こ
こ
で
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
　
　
　
　
　
　
１
し
て
い
る
点
で
、
大
ざ
っ
ぱ
た
推
移
を
つ
か
む
に
は
十
分
役
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
炭
鉱
離
職
者
援
護
業
務
五
年
の
あ
ゆ
　
　
○
Ｏ
　
炭
鉱
離
職
者
就
業
先
の
産
業
別
構
成
く
１
１
Ｃ
Ｉ
２
ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
」
（
昭
和
四
一
年
二
月
刊
）
所
収
の
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
、
産
炭
地
に
つ
い
て
は
、
顕
著
な
推
移
が
み
と
め
ら
れ
る
。
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
括
的
統
計
数
値
を
主
と
し
、
一
部
、
職
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
統
計
、
大
阪
府
炭
鉱
離
職
者
雇
用
対
　
　
三
六
年
に
は
半
数
を
占
め
た
建
設
業
（
そ
の
実
体
は
大
部
分
、
鉱
害
復
旧
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
協
議
会
の
年
次
報
告
、
等
に
よ
っ
て
補
　
　
そ
の
他
の
公
共
事
業
）
が
漸
減
し
、
代
っ
て
昭
和
三
八
年
以
降
は
炭
鉱
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
い
く
ぶ
ん
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
再
就
職
が
増
加
し
て
六
割
近
く
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
は
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
確
を
免
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
こ
の
調
査
は
・
各
年
度
第
一
回
四
半
期
　
　
和
四
一
年
度
に
お
げ
る
広
域
就
職
を
含
め
た
再
就
職
者
合
計
の
四
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
－
六
月
）
に
、
職
業
安
定
所
を
経
由
　
　
に
当
る
。
製
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
諸
産
業
の
比
率
は
、
漸
減
傾
向
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
就
職
し
た
炭
鉱
離
職
者
（
黒
い
手
帳
　
　
あ
る
。
産
炭
地
振
興
の
名
の
下
に
、
工
場
誘
致
も
す
す
め
ら
れ
て
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
持
者
に
か
ぎ
る
）
の
全
数
と
、
そ
の
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
そ
れ
ら
は
炭
鉱
離
職
者
の
再
就
職
先
と
し
て
は
、
十
分
た
機
能
を
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
先
事
業
所
全
数
を
対
象
と
し
、
産
炭
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
県
（
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
山
　
　
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
み
る
限
り
で
は
、
旧
来
の
炭
鉱
労
働
市
場
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
、
福
島
）
、
受
入
地
一
四
県
（
茨
城
、
埼
　
　
が
縮
小
再
生
産
さ
れ
、
旧
産
炭
地
を
再
び
支
配
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

玉
、
干
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
大
阪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
、
受
入
地
に
っ
い
て
は
、
大
分
類
で
み
る
か
ぎ
り
、
概
し
て
安
定

兵
庫
、
奈
良
、
岡
山
、
広
島
）
に
つ
い
て
、
各
年
七
－
八
月
頃
に
実
施

し
て
い
る
〈
Ｉ
ｌ
Ｃ
－
１
〉
。
調
査
時
ま
で
に
す
で
に
退
職
し
て
い
る
　
　
し
た
構
成
が
保
た
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
少
く
と
も
最
初
の
就
職
先
は
、

者
に
っ
い
て
は
、
そ
の
退
職
理
由
及
び
退
職
後
の
状
況
を
、
事
業
所
レ
　
　
圧
倒
的
に
製
造
業
で
あ
り
、
こ
の
点
は
、
今
後
も
持
続
な
い
し
さ
ら
に

ベ
ル
で
調
査
記
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対
象
把
握
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
ま
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
初
発
期
リ
ー
ド
し
た
建
設
業
や
ト
ラ
ヅ

域
・
期
間
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
受
入
地
の
範
囲
は
年
々
出
入

り
が
あ
り
・
昭
和
三
九
年
分
に
っ
い
て
は
・
八
県
（
埼
玉
・
東
京
・
神
　
　
ク
港
湾
荷
役
な
ど
の
運
輸
通
信
業
は
、
漸
減
傾
向
に
あ
る
（
昭
三
五
年
度

奈
川
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
）
だ
け
に
限
ら
れ
た
よ
う
　
　
　
の
広
域
就
職
者
三
、
五
＝
二
人
の
う
ち
、
建
設
業
は
一
、
ニ
ハ
○
人
で
三
三
％
、

関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
八
一
（
七
一
五
）
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祈
ｑ
か
廓
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駄
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陸
運
業
は
二
七
四
人
で
八
％
を
占
め
た
。
だ
ん
だ
ん
嫌
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
）
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
ま
と
ま
っ
た
受
入
先
と
は
な
り
に
く
く
、
む

し
ろ
第
一
次
就
職
先
に
定
着
し
え
な
か
っ
た
者
の
転
職
先
と
し
て
問
題

に
た
る
よ
う
だ
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
炭
鉱
労
働
か
ら
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

部
門
の
労
働
へ
の
転
出
は
、
本
来
的
に
も
な
じ
み
に
く
い
点
が
あ
り
、

今
後
と
も
再
就
業
先
と
し
て
こ
れ
ら
の
部
門
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る

こ
と
は
た
い
で
あ
ろ
う
。

似
　
就
業
先
事
業
所
の
規
模
く
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
３
ｖ

　
炭
鉱
離
職
者
に
つ
い
て
、
産
炭
地
と
受
入
地
に
お
げ
る
就
業
先
事
業

所
の
規
模
構
成
は
、
歴
然
と
し
て
異
っ
て
い
る
。
産
炭
地
に
お
い
て
昭

和
三
八
年
以
後
、
大
企
業
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
さ
き
に
ふ

れ
た
残
存
炭
鉱
へ
の
再
就
職
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
就
労
の
安
定
性
を

い
さ
さ
か
も
示
す
も
の
で
は
な
い
。
受
入
地
の
就
業
規
模
が
、
全
就
業

老
の
平
均
よ
り
も
大
企
業
に
帰
し
て
い
る
の
は
、
遠
隔
地
へ
の
移
住
就

職
と
い
う
点
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
。
二
九
人
以
下
の
零
細
企
業
に
は
、

縁
故
や
特
別
の
条
件
の
な
い
か
ぎ
り
、
炭
鉱
離
職
者
側
は
就
職
を
希
望

せ
ず
、
事
業
所
の
受
入
体
制
も
乏
し
い
。
一
応
の
受
入
体
制
を
も
つ
企

業
で
あ
れ
ぼ
、
規
模
の
大
小
は
労
働
条
件
の
格
差
と
、
必
ず
し
も
結
び



つ
か
な
い
。
労
働
条
件
の
窺
模
別
格
差
の
縮
少
は
近
年
の
一
般
的
傾
向
　
　
二
九
頁
）
。
　
こ
の
懐
向
は
、
昭
和
三
七
年
ま
で
ぽ
と
ん
ど
変
ら
い
丁
、
広

で
あ
る
が
、
炭
鉱
離
職
者
の
ぼ
あ
い
は
、
ご
く
一
部
を
の
ジ
、
い
て
等
し
　
　
域
就
職
者
の
年
令
構
成
は
、
産
炭
地
就
職
者
の
そ
れ
と
対
照
的
に
、
若

く
不
熟
練
労
働
力
で
あ
り
、
近
年
ま
す
ま
す
中
高
年
層
に
集
中
し
っ
っ
　
　
年
に
偏
し
て
い
た
。
昭
和
三
八
年
以
降
、
受
入
地
の
就
労
者
に
っ
い
て

あ
る
こ
と
、
機
動
的
な
広
域
紹
介
体
制
の
整
備
に
っ
れ
雇
用
条
件
の
統
　
　
も
老
令
化
が
す
す
み
、
昭
和
四
〇
年
に
な
る
と
、
産
炭
地
の
年
令
構
成

一
化
が
意
識
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
等
に
ょ
っ
て
、
労
働
条
　
　
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
た
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
三
五
歳
以
上
が
四
分
の
三

件
の
平
準
化
傾
向
は
、
と
く
に
著
し
い
。
の
ち
に
詳
細
に
論
ず
る
が
、
　
　
を
占
め
、
さ
き
に
表
出
し
た
、
現
役
炭
鉱
労
務
者
の
年
令
構
成
よ
り
も

要
す
る
に
炭
鉱
離
職
者
に
か
ん
し
て
は
、
就
業
先
事
業
所
の
規
模
は
、
　
　
や
や
老
年
に
偏
し
た
構
成
と
な
っ
た
。
炭
鉱
離
職
老
問
題
は
、
文
字
ど

あ
ま
り
信
用
の
お
け
る
労
働
条
件
の
指
標
て
は
な
い
と
い
う
の
が
わ
れ
　
　
お
り
、
中
高
年
労
働
者
問
題
化
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

わ
れ
の
印
象
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
四
〇
年
に
零
細
企
業
の
比
率
上
昇
、
　
岬
　
住
居
状
況
く
１
－
Ｃ
－
５
ｖ

大
企
業
比
率
の
低
下
が
み
ら
れ
る
の
は
、
景
気
後
退
に
よ
る
一
時
的
現
　
　
　
中
高
年
層
の
吸
引
は
、
む
ろ
ん
根
本
的
に
は
労
働
力
不
足
の
深
化
に

象
と
お
も
わ
れ
る
。
昭
和
四
一
年
度
に
は
業
務
統
計
で
み
る
と
、
五
〇
　
　
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
七
・
三

〇
人
以
上
の
大
企
業
の
比
率
が
再
び
急
上
昇
し
て
、
六
六
・
七
％
に
及
　
　
八
年
以
降
本
格
化
Ｌ
た
、
中
高
年
の
炭
鉱
離
職
者
採
用
企
業
へ
の
雇
用

ん
で
い
る
。
構
造
的
労
働
力
不
足
の
段
階
一
卜
人
っ
た
現
在
、
炭
鉱
離
職
　
　
奨
励
金
や
住
宅
確
保
奨
励
金
の
支
給
等
の
優
遇
措
置
で
あ
り
、
就
中
バ

者
の
大
企
業
集
中
は
、
さ
ら
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
は
じ
ま
っ
て
鉄
筋
ア
バ
ー
ト
中
心
と
な
っ
た
コ
雇
用
促

閉
　
年
令
構
成
の
特
色
く
Ｉ
ｌ
Ｃ
Ｉ
４
ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
事
業
団
宿
舎
」
の
建
設
で
あ
っ
た
。
居
住
状
況
の
推
移
が
示
す
と
お

　
工
業
地
帯
か
ら
の
吸
引
は
・
ま
ず
炭
鉱
離
職
者
の
子
女
、
っ
い
て
炭
　
　
り
、
現
在
で
は
大
多
数
が
事
業
団
宿
舎
に
入
居
す
る
よ
う
に
な
り
、
炭

鉱
離
職
者
の
な
か
の
若
年
層
に
向
け
ら
れ
た
。
炭
鉱
離
職
者
対
策
初
年
　
　
鉱
離
職
者
の
住
宅
問
題
は
、
量
的
に
は
全
く
解
決
し
、
交
通
不
便
．
狭

度
（
昭
和
三
四
年
）
の
広
域
就
職
老
中
五
六
・
六
％
は
、
三
〇
歳
未
満
の
　
　
さ
．
管
理
運
営
上
の
不
都
合
な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

炭
鉢
離
職
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
「
職
安
広
報
」
昭
和
三
五
年
五
月
号
、
　
　
伺
　
賃
金
の
水
準
と
構
造
く
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
６
ｖ

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
八
五
（
七
一
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
イ
、
年
令
階
層
別
平
均
賃
金
の
推
移
の
な
か
で
、
ま
ず
目
立
つ
の

は
、
産
炭
地
と
受
入
地
の
歴
然
た
る
格
差
で
あ
る
。
昭
和
三
六
年
の
七

六
・
二
％
↓
四
一
年
の
八
四
・
二
％
へ
と
、
格
差
が
多
少
縮
少
し
て
き

た
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
さ
き
に
言
及
し
た
、
炭

鉱
業
へ
の
再
就
職
者
が
ふ
え
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
炭
鉱
以
外
の
競
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

先
に
か
ぎ
っ
て
比
較
す
れ
ぼ
、
産
炭
地
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
老
の
賃
金

水
準
は
、
最
近
五
、
六
年
全
期
間
を
つ
う
じ
て
ず
っ
と
受
入
地
の
七
五

～
八
○
％
の
線
に
固
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
吸
引
力
に

拮
抗
し
て
産
炭
地
に
い
ぜ
ん
過
剰
人
口
を
停
滞
せ
し
め
て
い
る
諸
条
件

の
強
さ
と
複
雑
さ
を
、
想
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
ホ
昭
和
三
九
年
の
「
炭
鉱
離
職
者
」
製
造
業
平
均
賃
金
は
、
Ａ
・
産
炭
地
、

　
　
二
一
、
三
二
〇
円
、
Ｂ
・
受
入
地
二
七
、
五
六
一
円
で
、
Ａ
／
Ｂ
の
割
合

　
　
は
七
七
・
三
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
一
年
度
の
「
炭
鉱
離
職
者
」

　
　
産
炭
地
の
平
均
賃
金
三
三
、
九
三
四
円
（
四
二
年
八
月
現
在
）
は
、
炭
鉱

　
　
業
三
六
、
二
九
〇
円
、
炭
鉱
以
外
三
〇
、
六
一
五
円
に
分
れ
、
後
者
を
受

　
　
入
地
平
均
賃
金
と
比
較
す
れ
ぱ
、
七
五
・
九
％
と
次
る
。
　
（
い
ず
れ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
炭
鉱
離
職
者
雇
用
対
策
協
議
会
・
参
考
資
料
に
よ
る
。
）

　
口
、
産
炭
地
・
受
入
地
を
通
じ
て
、
炭
鉱
離
職
者
の
賃
金
構
成
は
、

当
初
、
三
五
歳
前
後
を
頂
点
と
す
る
ゆ
る
や
か
な
両
面
ヵ
ー
ブ
で
あ
っ

た
が
、
若
年
層
の
希
小
化
に
対
応
す
る
急
上
昇
と
高
年
層
の
停
滞
と
は
、

次
第
に
、
片
面
水
平
の
急
傾
斜
構
造
へ
と
変
彩
し
っ
っ
あ
る
。
こ
の
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
七
二
〇
）

　
　
　
　
＊

と
に
石
炭
型
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
賃
金
構
成
が
、
受
入
地
の
炭
鉱
離

職
者
を
も
規
定
し
つ
つ
あ
る
こ
と
　
　
炭
鉱
離
職
者
に
特
有
の
現
象
と

し
て
で
な
く
、
不
熟
練
労
働
力
一
般
の
賃
金
構
成
と
し
て
す
で
に
あ
っ

た
も
の
が
、
近
年
、
明
ら
か
に
姿
を
あ
ら
わ
し
、
巨
大
企
業
に
属
す
る

労
働
者
の
相
当
部
分
を
も
規
定
し
つ
つ
あ
り
、
「
中
高
年
層
間
題
」
に

つ
い
て
の
基
本
的
政
策
目
標
と
し
て
意
識
的
に
追
求
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
の
、
直
接
の
反
映
と
し
て
　
　
は
、
興
味
ぶ
か
い
。

　
　
・
吉
村
正
晴
「
年
令
と
賃
金
」
九
大
産
業
労
働
研
究
所
報
第
－
号
（
昭
和
二

　
　
四
年
参
照
）
。
こ
の
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
誰
一
人
顧
り
み
た
こ
と
の

　
　
た
い
論
稿
の
意
義
は
、
戦
後
の
賃
金
論
１
と
く
に
賃
金
構
成
論
史
の
問

　
　
題
と
し
て
、
是
非
と
も
再
評
伍
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
ハ
、
し
か
し
、
趨
勢
は
明
確
だ
と
は
い
え
、
そ
れ
は
、
多
彩
な
要
因

の
複
合
で
あ
り
、
単
純
な
系
論
は
許
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
表
出
四
一

年
度
受
入
地
の
数
値
は
、
前
記
の
構
成
変
化
の
趨
勢
か
ら
す
れ
ぼ
、
足

踏
み
な
い
し
は
、
逆
転
を
お
も
わ
せ
る
。
そ
れ
は
、
全
般
的
な
鈍
化
傾

向
の
反
映
で
も
あ
る
が
、
少
く
と
も
ひ
と
っ
の
要
因
は
こ
の
数
値
が
、

四
二
年
七
、
八
月
の
も
の
で
、
炭
鉱
離
職
者
雇
入
れ
後
三
～
十
五
ケ
月

後
の
月
収
を
示
す
も
の
で
あ
る
点
に
あ
ろ
う
（
昭
和
三
六
－
四
〇
年
は
数

値
は
雇
入
れ
後
一
－
四
カ
月
後
の
月
収
で
あ
る
。
）
。
　
つ
ま
り
、
初
任
給
な
い

し
試
用
期
問
中
の
賃
金
と
、
定
着
後
の
賃
金
と
の
性
格
の
ち
が
い
で
あ



る
。
後
述
の
よ
う
に

１
、
小
企
業
で
は
、
採
用
後
半
年
足
ら
ず
で
、
炭
鉱
離
職
者
を
班
長
そ

　
の
他
の
職
場
の
中
心
と
な
る
地
位
に
す
え
る
例
が
相
当
あ
る
。
急
激

　
に
成
長
し
、
若
年
労
働
老
が
圧
例
的
多
数
を
占
め
る
よ
う
な
企
業
の

　
ぼ
あ
い
な
ど
。

２
、
炭
鉱
離
職
者
の
う
ち
、
臨
時
工
と
し
て
採
用
さ
れ
る
者
の
割
合
は
、

　
年
一
」
よ
っ
て
変
動
す
る
が
、
昭
和
四
〇
年
に
は
三
．
二
％
（
炭
産
地
）

　
九
・
九
％
（
受
入
地
）
で
あ
っ
た
（
初
期
は
も
っ
と
高
率
で
あ
つ
た
と
推

　
定
さ
れ
る
）
つ
そ
の
大
部
一
分
は
五
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
で
の
こ
と
と

　
お
も
わ
れ
る
。
か
打
ら
は
半
年
～
一
年
の
沙
汰
期
間
の
の
ち
一
都
の

　
高
令
者
の
ほ
か
は
、
本
工
一
」
登
用
さ
れ
、
よ
り
年
功
的
な
賃
金
体
系

　
の
適
用
下
に
入
る
。

３
、
出
来
高
給
の
賃
金
形
態
の
下
に
あ
る
炭
鉱
離
職
老
は
、
定
額
給
と

　
の
併
用
を
含
め
る
と
、
十
劣
前
後
で
あ
る
。
ひ
と
と
お
り
の
技
能
修

　
得
後
に
お
け
る
稼
得
率
は
、
家
計
負
担
の
き
び
し
い
中
年
層
の
方
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
（
か
も
知
れ
な
い
）
。

　
　
－
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↓
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■
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ユ
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１
１
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１
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令

下
３
４
３
９
４
９
上

棚
ニ
ム
計

年

Ｏ
Ｊ
（
）
Ｆ
０

（
）
Ｏ

２
３
３
・
４
Ｆ
ｏ

，
－
■
１
；
，
－
１
！
，
『

ヨ
，
ｉ
；
１
，

１
１
，
１

　
　
○

　
　
る

　
　
と
調
り
省
よ
働
料
労
資
風
榊
全
阪

｝
大
者
者
一

た
た
　
　
日

れ
れ
０

さ
さ
２

用
用
６
・

採
採
汎

に
に
（

月
月
会

６
６
談

～
～
懇

４
４
主

年
年
用

３
６
３
７
雇

一
一
）

Ａ
Ｂ
峨

み
（
大
規
模
企
業
ほ
ど

強
く
維
持
さ
れ
て
い

る
）
、
そ
こ
げ
」
支
配
す

る
年
功
的
賃
金
構
成

に
、
あ
る
て
い
ど
規

定
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
二
の
点
の
参
考

と
し
て
〈
１
１
Ｃ
－

７
〉
を
か
か
げ
る
。

な
お
、
　
〈
１
－
Ｃ
－

６
ｖ
の
年
令
・
賃
金

相
関
を
企
業
規
模
と

関
連
さ
せ
る
と
、

〈
１
１
Ｃ
－
－
８
〉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や
混
乱
し
た
配
列
が
得
ら
れ
る
。
標
本
の
偏
差
と
い
え
ぱ
そ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
が
、
上
記
の
論
点
か
ら
み
る
と
、
興
味
ぶ
か
い
過
渡
的
様
相
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

要
す
る
に
、
雇
用
先
に
定
着
し
た
炭
鉱
離
職
老
は
、
炭
鉱
時
代
ま
た
　
　
ゆ
　
家
族
構
成
と
の
関
連

は
採
用
時
点
に
比
し
て
多
少
と
も
か
い
牛
亦
弥
な
職
場
秩
序
に
入
り
こ
　
　
　
と
も
か
く
、
炭
鉱
離
職
者
の
就
業
彬
態
は
、
一
口
に
不
熟
練
労
働
力

　
　
　
　
関
西
地
方
在
庄
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）
　
　
　
　
八
七
（
七
二
一
）



　
る
）
と
円
り
（
よ
金
料
賃
資
均
会
平
談
ｕ
懇
口
力
主

令
用
咋
雇
捌
炭
模
観
注
者職離鉱炭

８
〉Ｃぐ

）年
４
０和昭男県入受（

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

）者当該（計上以
６
０

５
９

～
３
５下以

３
４

人
９
４

５
２

５８ユ

６２２

１３１

４７４１２

０

・
－
ｏ

２９２

８６５０３

３３３１３

８１１１３

１６５１２

３３３，８２

３１３０３

３３３，０３

ＯＯ０１３

０００，０２

７６６２３

６８２２３

６５５’３３

３７２，１３

殴
黙

（
　
１
１
一

１
　
３

１
０

５
０

９８６Ｏ０８９２７６６０２４５０，９２９８７１３計

９

３
５

０２ユ

３５１

５０１

Ｏ０５７２

？

４１７１３

９２５８２

８３５０３

ＯＯＯ，６２

Ｏ０５，８２

１２４，１３

５７８，８２

０５２，２３

ＯＯＯ０３

４１７，２３

Ｏ０８，２３

７６６８２

繍
讐
雌

（
　
１
１
一

１
・
一
　
０
０

１

５
０

２２４４３４０３Ｏ００，０２１７３０３ＯＯ０１３計

と
し
て
一
括
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
内
都
構
成
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
複
雑
で
あ
る
。
製
造
業
・
男
子
・
採
用
直
後
に
か
ぎ
っ
て
も
、

八
八
（
七
二
二
）

　
）
　
度
　
年

　
４
０
　
和
布
昭
分
（
金賃

口
力

級階令年者職離鉱炭
９
＞Ｃぐ

）
）
）

％

５

円

上

○
旧
Ｇ
旧
ｃ
犯
二
二
一

Ｏ

以

ＯＯ

才

２
２
ユ
一
一
一
一
一

Ｏ

２

６

１
）
）
）
）
）
）
）
）

％

２

円

才

２

１
６
６
９
６
８
７
７

Ｆ
ｏ

９

３

８

５

３
５
４
・
８
．
９
・
５
・
８
．
３
．

７

～

１
■
１
■
１
↓
１
■

１

（
（
（
（
（
（
（
（

５

２

３

０
８
７
１
３
１
８
４

１
１
４
６
６
５
２
４

１
）
）
）
）
）
）
）

一
■

％

１

円

下

７

一
“
”
ｕ
”
”
蝸
蝸

８

１

１

以

８

才

ー
ム
ｎ
Ｚ
１
■
Ｏ
’

１

（
（
（
（
（
（
（

４

３

３

３
９
５
８
７
０
５

１
１
一
ｎ
Ｚ
１
■
一
ｎ
６
１
・
一
１
１
一

１
）
）
）
）
）
）
）
）

％

４

円

７
２
０
３
２
６
６
ｏ
ｏ

４

２

４

４

計

２
５
Ｆ
ｏ
９
８
７

９

ｎ
ｏ
３

１
■
１
■
１
■
１
■

１

（
（
（
（
（
（
（
（

２

２
３
７
６
１
８
８
９

ユ
２
６
８
８
７
３
５

１

）男

）

（

人（

金賃

計

均

１
１
．
２
一
２
，
２
３
３
・
４

平

査調態実業就者職離鉱炭典出

〈
Ｉ
Ｉ
Ｃ
ｌ

９
〉
の
よ
う

な
広
巾
の
賃

金
分
布
が
み

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
そ

の
家
族
構
成

は
、
〈
Ｉ
ｌ

Ｃ
Ｉ
１
Ｏ
〉
の

よ
う
に
、
都

市
労
働
者
世

帯
平
均
よ
り

は
や
や
多
子

で
あ
り
、
か

つ
、
小
人
数

世
帯
で
は
同
居
家
族
数
よ
り
は
要
扶
養
家
族
数
が
多
い
と
い
う
現
象
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
別
居
１
－
仕
送
り
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
配
偶

者
の
就
業
率
は
三
七
・
五
％
（
配
遇
者
以
外
の
家
族
の
就
職
率
は
一
四
、
九

％
）
の
高
率
で
あ
り
、
そ
の
稼
得
賃
金
は
、
〈
Ｉ
１
Ｃ
ｌ
ｕ
〉
の
よ
う
に
、



圧
倒
的
に
一
万
円
台
の

低
水
準
に
集
中
し
で
、
い

る
。
と
は
い
う
も
の

の
、
少
数
の
相
対
的
高

給
者
の
存
在
も
無
視
で

き
な
い
。

ｍ
再
就
職
者
の
再
離

　
　
職

　
炭
鉱
離
職
者
の
再
離

職
率
は
か
な
り
高
く
、

さ
ま
ざ
ま
の
施
策
に
毛

か
か
わ
ら
ず
、
顕
著
な

低
下
の
兆
侯
は
な
い
。

〈
１
－
Ｃ
ｉ
１
２
ｖ
の
よ

う
に
、
採
用
後
一
～
四

ヶ
月
の
う
ち
に
、

％
の
離
職
者
が
あ
る
。

　
度

　
０
年
況
秘
状
昭
養扶居同族家の者職離鉱炭

０
＞１Ｃ

Ｕ

養
人
６
３
１
９
３
４
６
９
３
８
１
１
６
７
３
６
３
　
　
１

扶

２

県

要
ｉ
、
－

■
，

炭

居

産

人
９
３
１
０
５
２
８
８
３
９
２
９
９
９
５
６
７
２
ユ
ユ

２

同

１
，
－

１
、

１

養

ガ
簑
簑
・
・
一
・

扶

（
０
１
１
一
１
↓
１
１

県

要

入，
…
『

居

受

凧
箏
討
Ｚ
二
・

（
０
１
■
１
１
一

ユ

同

「

数

人
人
人
人
人
人
人
上
明

）

族

計

以

（

人

家

ユ
２
３
４
５
６
７
８
不

１
１

１
，
１
■
；
１
■
１
，

上同典出

布分
劇
金
年

賃
４
０
者
和
業
岬
就族家及者偶配業就の者職離鉱炭

１
＞１Ｃ

Ｕ

者

４
ｏ
ｏ
ｏ
◎
Ｏ
ｏ
ｏ
（
）
９
６

８

円

３
’
ｏ
Ｆ
ｏ

５
’
ｏ
ｎ
ｚ
　
４

４

Ｏ

業

ユ

４

８

）
）
）
）

）
）
）
）

８

県

就

％

族

９
７
‘
９
２

１
■
Ｆ
ｏ
Ｏ
Ｑ
ｏ

１

家

９
４
２
ユ
４
４
２
０

ｎ
６
１
■
１
１

１
■
１
■

１

炭

（
（
（
（
（
（
（
（

、

■

者

７
ｏ
）
２
４
１
↓
７
‘
６
０

６

円

９
４
３
２

３

１

５

５

１

３

５

産

）
）
）
）
）
）
）
）

１

萬イ

％３
ｏ
ｏ
（
）
７
７
‘
０
７
８

１

配

Ｆ
ｂ
３
９
６
ｏ
ｏ
り
＾
１
２

一
■
０
１
１

（
（
（
（
（
（
（
（
、
；
、

者

９
０
７
６
１
５
１
３

２

円

１
３

１

８

３

業

３

）
）
）
）
）
）
）
）

３

県

就

％

族

２
（
ｏ
５
３

＾
ソ
】
１
↓
２
９

１

家

３
（
ｏ
ｏ
◎
７
‘
１
■
（
ｏ
ｌ
Ｆ
ｏ

２
ｏ
ｏ

１

入

、（
（
（
（
（
（
（
（
　
　
　
　
、

者

１
０
８
９
ｕ
７
５
２
２
一

６

円

２

Ｏ

１

２

３

受

）
）
）
）
）
）
）
）

１

萬
イ

％７
４
９
１
２
９
９
０

１

配

８
９
４
３
２
０
０
０

４
３

１
■

－
、

級

）

階

人

金

（

賃

金

計

均

賃

平

１
１
１
ｎ
６
ｎ
６
０
４
　
．
４
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

１
１
，
！
１
－
；

上同典出

　
　
　
　
　
　
　
産
炭
地
一
五
～
一
八
％
、
受
入
地
で
も
一
二
～
一
四
　
　
　
　
三
月
卒
業
者
の
ぼ
あ
い
、
三
カ
月
後
三
．
七
％
、
六
カ
月
後
六
．
五
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
年
後
二
二
・
四
％
で
あ
っ
て
、
年
々
じ
り
じ
り
と
上
昇
す
る
傾
向
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
云
わ
れ
る
、
中
卒
就
職
者
の
早
期
離
職
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
い
う
。

り
も
は
る
か
に
高
率
で
あ
る
。

　
ホ
東
京
都
下
の
公
共
職
安
を
通
じ
て
就
職
し
た
中
卒
者
の
離
職
率
は
四
〇
年
　
　
　
　
平
均
一
年
後
の
時
点
で
は
、
離
職
率
は
産
炭
地
四
九
～
三
〇
％
、

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）
　
　
　
八
九
（
七
二
三
）



Ｈ況状職離再の者職離鉱炭
２
＞１
‘
Ｃ
－ぐ

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

０
４

３
０
０
６
０
８
５

地

５
８

６
一
８

４
．
１

５
一

７
．

９
一

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

入

１

受

０
７
３
８
２
７

８
３

３
９

４

７
一
２
。

■

■

Ｆ
Ｏ
　
＾
Ｏ
ａ
Ｌ
ｏ
Ｊ
０
ｏ

０
４

８
２
８
４
６
６
１

地

５
ユ

４
・
８

５
一
ユ

５
一

〇
一

８
・

工

２
　
（
ｏ

炭
１
８

人
％

％

３

産

ユ
Ｏ
０
３
４
４
８

和
７
６

２
・
８
・
８
・
４
．
８
・
８
．

昭

８

ユ

２

５

数
者
者
た
寓
た
明

度

一
一
一
サ

査

年

山
親
転
そ

ノ
Ｌ

調
就
退

況状るけおに月８また
ま
。
月
る
７
よ
年
に
同
査
の
調
者
態
た
実
し
業
職
就
就
者
に
職
月
離
６
鉱
～
炭

４年
出
各
前
▲
△

○況状職就再の者職離鉱炭
３
＞１
－
Ｃ
Ｉぐ

地入受地炭産

４
１～

４
０

３
８
～

３
７

４
１～０４３

８

和
７
一
昭
３

度年

九
〇
（
七
二
四
）

９
７
％

０
　
７
‘
　
６

（
Ｏ
　
’
４

，
　
　
９
一

１
・
一
　
　
　
ｎ
６

３０４，３

４
％

ｏ
ｏ
　
１

６

　
０
・
．
　
２

７９４４

○拠ム

％０

０
・

３

８２７，６

４２３，３

％３

９
一

４

数
者
念
職
系　
退
用　
ち
採
う

ａ
　
ｂ

ａ
／ｂ

況
況
状
状
る
る
け
け
お
お
に
に
月
月

７
‘
　
８

年
年

３
８
４
１の
の
。

者
者
じ

用
用
な

採
採
お

の
の
に

中
中
表

度
度
前

年
年
：

３
７
４
０
典

｛
出
▲
　
△

受
入
地
二
〇
～
二
九
％
と
さ
ら
に
高
ま
る
く
１
１
Ｃ
Ｉ
１
３
ｖ
。
そ
し
て
、

産
炭
地
と
受
入
地
の
差
が
数
字
の
上
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る

の
が
、
近
年
の
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
産
炭
地
の
ぱ
あ
い
に
は
、
炭

鉱
へ
の
再
就
職
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
企
業
整
備
に
よ
る
再
離
職
が

目
立
ち
、
受
入
地
で
は
、
労
働
条
件
の
不
満
や
、
よ
り
よ
い
就
職
先
へ

の
積
極
的
な
転
職
が
産
炭
地
よ
り
も
高
率
で
あ
り
、
離
職
の
再
就
職
率

　
静
の
動

者
の
職
後
離
の
再
そ
の
び
者
及
職
由
離
理
鉱
職
炭
退

４
〉１Ｃぐ

２
４

％

地

～

一
１
４
１
２
１
５
１
３
１
４
１
４
１
７
１
５

１
４

１
７
７
８
３
０
２
０
１
６
６
６
４

入
１
４

％

受

Ｏ
０
２
９
１
１
７

～

０
４

５
・
２
．
４
．
０
．
３
・
９
・
５
。
？
？

１
↓
　
　
　
１
２
り
＾
１
■

２
４

％６
４
１
５
４
０
９
６
２

地

～

１
４

狐
皿
２
・
６
・
皿
附
几
肌
皿

炭
ユ
４

％

産

２
５
５
９
３
３
２

和
〇
一

２
．
２
・
２
・
５
・
１
・
７
・
２
．
？
？

昭
４

１
↓
１
↓
　
　
　
　
り
＾
９
一
１
・
一

し
　
　
る

度年

る
由
な
満
変
情
他
る
業
黒
一
“

企
健
職
労
よ
家
そ
他
不｛

退
職
理
由
　
　
動
静

○じなおに表前
●
●

典出△

も
や
や
高
い
と
い
う
ち
が
い
は
あ
る
く
Ｉ
Ｉ
Ｃ
１
１
４
ｖ
。

　
表
出
の
退
職
理
由
は
、
企
業
整
備
や
、
明
確
な
「
本
人
の
責
」
に
よ

る
解
雇
を
の
ぞ
げ
ぼ
、
実
際
に
は
互
い
に
重
な
り
合
い
、
見
分
げ
が
つ

か
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
事
例
と
む
す
び
っ
け
て
で
な
け
れ

ぱ
、
不
毛
な
分
析
に
お
ち
い
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
さ
し
あ
た
り
、

昭
和
四
〇
年
以
降
に
お
い
て
　
　
一
方
で
、
全
般
的
に
若
手
労
働
力
の



不
足
が
表
面
化
し
、
他
方
、
炭
鉱
離
職
者
の
大
多
数
が
中
高
年
令
者
で
占

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
お
い
て
、
年
間
二
五
～
三
〇
劣
の
再

離
職
者
が
あ
る
と
い
ラ
事
実
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
る
。
昭
和
三
九
年

一
一
月
の
労
働
省
調
査
に
よ
れ
ぼ
、
炭
鉱
離
職
者
（
黒
い
手
帳
所
持
者
）

の
う
ち
、
近
い
将
来
一
」
就
職
の
可
能
性
あ
る
者
は
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、

三
分
の
二
は
、
な
ん
ら
か
の
就
職
阻
害
要
因
を
も
っ
て
い
る
、
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
労
働
省
の
い
う
「
不
当
な
求
職
条
件
の
固
執
」

こ
よ
る
者
を
、
就
職
可
能
者
に
加
え
る
と
、
こ
の
時
点
て
の
炭
鉱
離
職

者
は
、
就
職
可
能
と
不
可
能
と
が
ほ
ぼ
半
々
に
分
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
く
１
ｌ
Ｃ
－
１
５
ｖ
。
こ
の
事
実
と
、
さ
き
の
就
職
老
の
一
年
度
再
離
職

率
二
五
～
三
〇
％
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
炭
鉱
離
職
者
の
吸
引
－
反

擾
・
淘
汰
の
す
さ
ま
じ
さ
を
、
あ
る
程
度
捉
え
た
こ
と
こ
次
ろ
、
つ
か
。

　
一
口
に
い
え
ぼ
地
域
的
お
よ
び
産
業
（
い
職
業
）
的
に
隔
絶
し
た
異

質
の
労
働
市
場
を
、
政
策
の
力
で
接
独
・
融
合
さ
せ
る
過
程
に
お
け
る

摩
擦
熱
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
力
流
動
化
政
策
の
最
初
の
「
成
果
」
で

あ
り
、
そ
の
本
格
的
展
開
の
た
め
の
実
験
的
材
料
（
の
消
耗
）
で
あ
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
実
相
を
ほ
り
下
げ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り

労
働
力
流
動
化
政
策
そ
の
も
の
の
評
価
基
準
を
確
立
し
た
い
と
お
も
う
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の
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冨
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経
の
業
疾
れ
た
錠
人
由

象
要
要
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の
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の
不
求
理

　
　
　
求
　
　
営
　
は
体
護
ど
凶
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対
害
害
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業
業
自
上
た
看
な
テ
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阻
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当
来
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二
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職
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将
身
老
身
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臨
高
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７
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。
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８
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Ｎ
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よ
も
　
　
と

に
を
　
　
金

査
因
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賃

調
要
る
ぴ

省
害
え
　
。

働
阻
こ
る

労
　
，
を
と

，
は
％
り

在
比
ｏ
ｏ
よ

現
成
ユ
文

日
構
は
論

１
０
の
計
掲

月
因
合
前

ー
ユ
要
て
：

年
害
つ
郎

３
９
阻
が
吏

和
職
た
宅

昭
就
し
三

）
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ユ
　
２
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あ
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ぼ
あ
い
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
言
及
し
た
、
年
令
と
賃
金
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
関
を
重
視
す
る
。
そ
こ
か
ら
出
発
し
て
、
一
方
で
は
炭
鉱
離
職
者
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
及
び
予
想
し
う
る
将
来
の
「
職
務
」
内
容
を
中
心
と
し
て
、
就
職
先

関
西
地
方
在
庄
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
九
一
（
七
二
五
）
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企
業
の
技
術
革
新
・
労
務
管
理
制
度
・
労
使
関
係
等
々
と
の
関
連
に
及

び
、
他
方
で
は
、
炭
鉱
離
職
者
の
「
家
計
」
を
中
心
と
し
て
、
生
活
環

境
・
家
族
就
業
彬
態
、
子
女
の
教
育
問
題
に
い
た
る
広
義
の
生
活
過
程

に
立
ち
入
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
、
二
っ
の
方
向
で
の
、
事
例
的
１
１
類

型
的
分
析
を
接
合
さ
せ
て
、
前
述
の
よ
う
な
吸
引
¢
反
擾
の
様
相
に
帰

結
す
る
論
理
を
析
出
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
狙
い
で
あ
り
、

本
調
査
は
、
そ
の
最
初
の
試
み
で
あ
る
。

１
　
炭
鉱
離
職
者
の
就
業
彩
態

類
型
的
考
察

　
Ａ
、
大
阪
府
下
の
炭
鉱
離
職
者
の
概
況

一
、
炭
鉱
離
職
者
に
た
い
す
る
広
域
職
業
紹
介

　
炭
鉱
離
職
老
臨
時
措
置
法
に
よ
っ
て
広
域
就
職
が
開
始
さ
れ
た
、
昭

和
三
四
年
か
ら
昭
和
四
一
年
の
春
に
、
大
阪
府
だ
け
で
八
千
人
を
こ
え

る
炭
鉱
離
職
者
が
、
こ
の
ル
ー
ト
に
の
っ
て
移
住
し
て
き
た
。
当
初
、

気
質
を
異
に
し
、
技
能
を
も
た
ず
、
激
烈
な
労
働
運
動
に
な
じ
ん
だ
炭

鉱
離
職
者
を
、
い
か
に
受
入
れ
て
も
ら
う
か
に
、
職
安
業
務
の
当
事
者

た
ち
は
、
散
々
苦
心
し
た
と
い
う
が
、
受
入
施
策
が
軌
道
に
の
っ
た
昭

和
三
八
、
九
年
以
後
、
府
内
の
労
働
需
要
は
一
段
と
旺
盛
に
な
り
、
移
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二
（
七
二
六
）

）府阪大（況状職就の者職離鉱炭るよ
こＮプ紹域広

１
〉

ｉ
Ａ
‘仙

／
ａ

％４
６
り
＾
９
４
８
り
４
＾
ｏ

２

十
り

９

１

３

５

Ｏ

４

０

２

９

ｂ

２
３
３
３
３
１
１

１

１１
６
０
４
０
ユ
８
０
８１
７

Ｃ

（
ｏ
７
（
）
７
１
ｏ
）
戸
０
７
‘

５

ｏ
ｄ
２
２
８
ｏ
）
５
６
３

２

十

，

，

，

，

，

１
ｎ
ｚ
１
１
ｎ
６
１
・
一

ｂ

１

１　
　
　
　
　
－
１
０
６
６
１
４
７
９
０

，
１
３

弟

一
Ｌ
ｏ
０
３
６
５
６
５

３

ユ

５
ｏ
）
５
４

ユ

８

子

，２

１
■
■

１
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
Ｉ
（
ｏ
４
Ｑ
Ｕ

７
１
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

府
圭
貝
玄
小

１

１

８
１
４

１

６

６

Ｏ

５

３

Ｏ

７

２

実

り
＾
７
２
３
４
４
’
ｏ
Ｑ
ｏ

４

，

，

職

２

８

阪
ｂ
就

１１

１

７
‘
９
８
０
Ｆ
ｏ
６
（
）
８ｉ
３

人

４

１

４

１
７
‘
７
‘

７

５

Ｏ

２
０
６
２
５
７
４
７

７

１

，

，

，

，

，

，

，

，

１
４
６
５
９
０
６
４

８

ａ
求

１

１

５

大
ｌ
Ｉ標

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
１
Ｉ
Ｏ

Ｆ
ｏ
４
９
０
０
０
（
）
１

９

目

り
＾
８
１
２
８
ユ
３
０

６

，

，

，

職

２

２

Ｏ１

就
　
　
　
一
１
１
■
４
８
６
０
４
０
（
）

ｉ
■
３

圭
貝
糸

り
ム
Ｏ

１
７
ｏ
ｏ

８

８

９

ユ

５
８
３
６
７
４
９
３

９

実

，

，

，

，

，

，

国

３

４
７
７

４

６

職

１

１

就
－
１１
－

１

Ｏ
Ｏ
（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
（
）

Ｏ

標

（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
Ｏ
Ｏ

Ｏ

（
ｏ
０
３
０
０
０
（
）
５

４

目

，

，

，

，

，

，

，

，

，

全

つ
＾
６
’
ｏ
７
４
４
０

６

６

職

１

１

１

６

就

１

度

４
５
６
７
ｏ
ｏ
ｇ
０
１

３
３
ｎ
５
３
３
３
４
４

和

計

年

昭

１

　
　
る

　
。
あ

　
い
で

　
な
標

　
い
目
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業
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版
か
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度
に
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年
者
で
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１
斧
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和
所
十

昭
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画
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帳
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手
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状
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入
黒
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一
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Ｂ

会
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出
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は
前

用
炭
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は
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目
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こ
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大
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住
可
能
の
炭
鉱
離
職
者
は
逆
に
急
速
に
潤
渇
し
て
き
た
く
Ｈ
－
Ａ
－
１

１
ｖ
。
　
最
近
で
は
、
炭
鉱
離
職
者
は
、
広
域
就
職
者
の
ご
く
一
部
分
を

占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
〈
１
－
Ａ
ｉ
２
ｖ
は
、
炭
鉱
離
職
者
対

策
の
流
動
化
政
策
の
呼
び
水
と
し
て
の
役
割
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
。

　
他
の
受
入
地
と
同
じ
く
、
大
阪
府
に
お
い
て
も
、
炭
鉱
離
職
者
臨
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

措
置
法
成
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後
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用
対
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会
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っ
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れ
、
産
炭
地
の
状
況
や
炭
鉱
離
職
者
の
適
格
職
種
、
採
用
に
当
っ
て

の
留
意
点
な
ど
の
広
報
活
動
・
雇
用
主
懇
談
会
の
開
催
等
を
実
施
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
＊

求
人
開
拓
に
っ
と
め
た
。
他
方
、
府
下
各
職
安
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者

求
人
を
一
括
し
て
職
安
課
の
係
官
が
産
炭
地
一
」
お
も
む
き
、
現
地
職

安
、
炭
鉱
側
と
協
力
し
て
、
現
地
紹
介
相
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を
く
り
か
え
し
た
。
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こ
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の
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い
る
）
。
こ
れ
に
は
、
府
下
職
安
の
係
員
が
交
代
で
参
加
し
、
求
人
側
の

人
事
係
が
同
行
し
て
、
現
地
で
詮
衡
即
決
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ホ
＊

た
、
面
接
・
採
用
決
定
ま
で
も
、
職
安
係
員
に
委
嘱
す
る
例
も
多
い
。

　
　
オ
大
阪
府
炭
鉱
離
職
者
雇
用
対
策
協
議
会
は
、
関
西
経
営
者
協
会
々
長
を
会

　
　
　
長
と
し
、
各
種
業
界
団
体
の
代
表
者
一
八
名
が
副
会
長
．
委
員
と
た
っ
て

　
　
　
い
る
。
は
か
に
府
の
労
務
部
長
・
商
工
部
長
・
大
阪
通
産
局
総
務
部
長
、

　
　
　
文
月
会
（
大
手
炭
鉱
会
社
の
大
阪
支
店
よ
り
成
る
）
と
三
水
会
（
中
小
炭

　
　
　
鉱
の
大
阪
支
店
よ
り
成
る
）
の
代
表
が
加
わ
っ
て
い
る
。
幹
事
一
二
名
の

　
　
　
う
ち
、
七
名
は
、
前
記
諸
団
体
の
事
務
局
長
で
総
務
部
長
ク
ラ
ス
、
の
こ

　
　
　
り
五
名
は
、
府
職
業
安
定
課
長
、
同
職
業
訓
練
課
長
、
総
合
職
業
訓
練
所

　
　
　
長
、
雇
用
促
進
事
業
団
大
阪
支
所
長
、
文
月
会
就
職
課
長
で
あ
る
。
運
営

　
　
費
は
年
問
数
十
万
円
で
主
と
し
て
広
報
活
動
、
雇
用
主
懇
談
会
費
に
充
て

　
　
　
ら
れ
、
全
額
、
雇
用
促
進
事
業
団
か
ら
の
支
出
で
ま
か
た
わ
れ
て
い
る
。

　
　
婁
昭
和
三
六
年
二
月
に
大
阪
府
下
の
広
域
職
業
紹
介
状
況
を
視
察
し
た
、

　
　
中
央
職
業
安
定
審
議
会
特
別
委
員
会
の
視
察
結
果
に
よ
れ
ぼ
…
…
。
炭
鉱

　
　
　
離
職
者
受
入
業
務
開
始
当
初
は
、
特
に
求
人
側
の
説
得
が
困
難
を
き
わ

　
　
　
め
、
左
記
の
よ
う
に
、
非
常
な
手
数
を
要
し
、
じ
ょ
じ
ょ
に
開
拓
能
率
を

　
　
　
上
げ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用
主
訪
問
　
　
　
開
拓
求
人
　
　
　
就
職
者

　
　
　
三
四
年
下
期
　
　
二
、
○
○
○
件
　
　
一
、
三
〇
〇
人
　
　
　
三
六
〇
人

　
　
　
三
五
年
度
　
　
　
四
、
四
〇
〇
件
　
　
三
、
六
〇
〇
人
　
一
、
三
〇
〇
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
安
定
広
報
、
昭
和
三
七
年
一
月
号
）

　
言
廿
昭
和
四
二
年
五
月
二
一
二
－
二
六
日
の
現
地
紹
介
相
談
対
象
求
人
一
覧
表

　
　
　
を
例
に
と
る
と
、
九
二
社
、
六
六
五
人
の
う
ち
、

九
四
（
七
二
、
八
）

　
　
　
◎
定
安
所
に
採
否
を
一
任
す
る
も
の
　
　
　
　
　
　
九
社
　
　
四
三
人

　
　
　
¢
人
事
係
が
同
行
し
て
現
地
詮
衡
す
る
も
の
　
　
　
二
六
社
　
二
七
七
人

　
　
　
　
現
地
で
得
ら
れ
た
志
望
者
を
坪
寄
面
接
す
る
も
の
　
五
社
　
　
一
八
人

　
　
　
＠
　
〃
　
　
〃
　
　
書
類
だ
げ
で
選
考
す
る
も
の
　
五
二
社
　
三
二
七
人

　
　
　
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
も
、
現
地
で
仮
採
用
決
定
と
た
る
も

　
　
　
の
は
一
回
当
り
四
〇
１
五
〇
名
が
限
度
で
あ
る
と
い
う
。

　
援
護
措
置
と
し
て
は
、
移
住
資
金
ぐ
ら
い
で
、
職
業
訓
練
も
軌
道
に

の
っ
て
い
な
か
っ
た
昭
和
三
五
～
三
六
年
次
に
は
、
大
手
炭
鉱
及
び
中

小
炭
鉱
の
一
部
が
行
な
っ
た
就
職
あ
っ
せ
ん
ル
ー
ト
に
の
っ
た
炭
鉱
離

職
者
と
、
若
年
の
炭
鉱
離
職
者
子
弟
の
単
身
就
職
（
鉄
鉱
．
電
機
．
ト
ラ

ツ
ク
運
送
な
ど
）
が
二
っ
の
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
の
子
弟
の
就
職
は
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

年
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
炭
鉱
離
職
者
自
身
の
七
五
％
を
占
め
た
。

　
　
ニ
ニ
六
年
前
期
に
お
げ
る
炭
鉱
離
職
者
の
受
入
先
事
業
所
を
み
る
と

　
　
　
　
一
汽
四
打
与
む

　
　
　
で
あ
っ
て
、
中
小
企
業
が
大
部
分
を
占
め
、
ま
た
受
入
者
の
年
令
構
成

　
　
　
は
、
三
五
才
未
満
八
五
％
、
四
〇
才
以
上
七
％
で
中
高
年
層
は
き
わ
め
て

　
　
少
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
賃
金
も
月
収
一
五
、
○
○
○
円

　
　
－
一
七
、
○
○
○
円
程
度
が
も
っ
と
も
多
い
。
住
居
の
状
況
は
、
単
身
者

　
　
　
は
殆
ん
ど
事
業
主
の
施
設
（
独
身
寮
等
）
に
入
居
し
て
い
る
が
、
世
帯
も

　
　
　
ち
の
ぽ
あ
い
、
社
宅
そ
の
他
事
業
主
側
の
全
部
ま
た
は
一
部
負
担
し
た
形

　
　
　
の
入
居
は
四
割
程
度
に
。
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
賃
金
が
低
く
、
独

　
　
力
で
住
宅
を
確
保
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
状
況
は
炭
鉱
離
職
者
の
就
職
促
進
を
強



　
　
く
阻
害
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
値
で
、
公
表
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
〈
Ｈ
－
－

　
　
　
　
　
（
前
出
・
中
央
職
業
安
定
蕃
議
会
メ
ン
バ
ー
視
察
結
果
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
－
３
ｖ
は
、
標
本
少
数
で
、
時
期
的
に
も
、
年
令
構
成
の
点
で
も
、

　
炭
鉱
離
職
者
雇
用
促
進
月
問
（
三
六
年
六
月
）
を
経
て
、
雇
用
促
進
事
　
　
炭
鉱
離
職
老
の
就
業
構
造
を
代
表
さ
せ
る
に
は
難
が
あ
る
が
、
事
例
分

業
団
大
阪
支
部
の
開
設
（
同
年
七
月
一
日
）
を
み
る
あ
た
り
か
ら
、
求
人
　
　
析
の
斗
、
｛
え
お
き
と
し
て
、
一
応
の
参
考
に
な
ろ
う
。

開
拓
、
現
地
紹
介
指
導
活
動
も
軌
道
一
」
の
り
、
Ｓ
銀
行
（
倉
庫
係
）
五
　
　
　
ま
た
、
炭
鉱
離
職
老
雇
用
促
進
の
た
め
の
指
導
資
料
と
し
て
、
　
「
山
灰

○
余
名
、
Ｍ
新
聞
（
発
送
配
達
）
四
〇
余
名
…
・
－
と
い
っ
た
「
好
」
条
　
　
鉱
離
職
者
転
換
可
能
職
種
一
ら
ん
表
」
が
っ
く
ら
れ
て
お
り
、
炭
鉱
離

件
の
大
口
採
用
が
現
わ
れ
は
じ
め
た
。
昨
年
十
月
に
は
、
労
働
力
不
足
　
　
職
者
の
大
部
分
を
占
め
る
採
炭
・
堀
進
夫
に
つ
い
で
、
は
、
土
工
・
荷
役

に
な
や
み
な
が
ら
、
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
問
題
に
こ
だ
わ
っ
て
炭
鉱
離
職
者
　
　
　
・
雑
役
な
ど
の
ほ
か
っ
ぎ
の
よ
う
な
職
種
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

の
雇
用
を
し
ぶ
っ
て
い
た
大
阪
港
の
港
運
業
者
が
は
じ
め
て
炭
鉱
離
職
　
　
　
△
容
易
に
転
換
し
う
る
職
種
と
し
て
、
熱
処
理
工
・
鋲
剥
工
・
塗
油
工

老
の
受
入
れ
を
開
始
し
た
。
昭
和
三
七
年
度
に
入
る
と
、
雇
用
奨
励
金
　
　
　
　
・
鋼
材
整
理
工
…
－
・
。

制
度
と
簡
易
宿
舎
．
鉄
筋
宿
舎
の
貸
与
が
開
始
土
、
れ
、
大
手
炭
鉱
の
閉
　
　
△
若
干
の
習
熟
期
間
を
要
す
る
職
種
と
し
て
、
孔
明
工
・
空
気
錘
工
・

山
続
出
に
伴
な
う
就
職
あ
っ
せ
ん
も
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
、
昭
和
三
八
、
　
　
鋲
焼
工
・
鋳
造
仕
上
（
バ
リ
ト
リ
）
工
・
・
…
。

三
九
年
に
か
け
、
炭
鉱
離
職
者
受
入
の
最
盛
期
が
訪
れ
る
。
こ
こ
に
い
　
　
　
こ
れ
ら
の
職
種
は
、
採
炭
・
堀
進
夫
の
精
神
的
身
体
的
特
質
と
し
て

た
る
過
程
に
き
ず
か
れ
た
広
域
紹
介
の
体
制
は
、
前
掲
く
１
ｌ
Ａ
－
　
　
の
、
¢
体
力
お
よ
び
手
・
腕
・
背
・
脚
の
力
、
　
眼
と
手
足
の
共
応
と

２
ｖ
の
よ
う
に
、
よ
り
広
範
囲
に
活
用
さ
れ
、
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
　
　
手
先
の
器
用
さ
、
　
危
険
に
対
す
る
注
意
カ
と
機
敏
さ
、
　
危
険
で
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

今
目
で
は
炭
鉱
離
職
者
雇
用
対
策
は
、
そ
の
使
命
を
終
了
し
た
、
と
い
　
　
快
な
条
件
の
下
で
働
く
意
慾
、
　
他
人
と
の
協
調
性
に
対
応
し
て
え
ら

う
べ
き
段
階
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
特
質
は
、
表
中
に
も
、
鋳
鍛
造
工
、
熔
解

２
、
炭
鉱
離
職
者
の
広
域
紹
介
に
よ
る
就
業
概
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ッ
キ
エ
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
炭
鉱
離
職
老
は
採
炭

　
炭
鉱
離
職
者
の
就
業
実
態
、
と
く
に
職
務
内
容
に
ま
で
下
り
た
統
計
　
　
　
・
堀
進
夫
の
ほ
か
に
、
大
工
・
電
工
・
機
械
修
理
方
や
事
務
職
員
に
い

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
九
五
（
七
二
九
）
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調
数
課
内
務
，
業
子
業
女
職
は
府
）阪
大
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金
製
　
　
　
　
　
　
　
ス
く

　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
の
通
　
売
　
　
ふ

造
　
　
材
学
業
　
鉄
属
　
　
　
　
設
　
融
ビ
を

食
繊
木
化
窯
鉄
非
金
機
電
そ
輸
小
一
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自

製
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
建
卸
金
サ
（

計

９者術技４員務事３職理管訳内
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
七
三
〇
）

た
る
多
様
な
職
種
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
職
業
訓
練
を

う
け
る
機
会
に
も
相
対
的
に
は
恵
ま
れ
た
。
職
業
訓
練
は
、

と
く
に
初
期
段
階
で
は
施
設
・
ス
タ
ッ
フ
と
も
不
十
分
で
、

炭
鉱
離
職
者
と
し
て
の
成
果
は
あ
ま
り
上
ら
な
か
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
塗
装
・

熔
接
・
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
・
電
工
・
自
動
車
整
備
・
ブ
ル
ド

ｉ
ザ
ー
運
転
な
ど
で
は
、
か
な
り
の
就
職
促
進
効
果
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
九
年
度
ま
で
一
」
、
移
動

訓
練
・
速
成
訓
練
を
加
え
れ
ぼ
一
五
、
○
○
○
人
以
上
の

炭
鉱
離
職
者
が
、
と
も
か
く
も
、
訓
練
課
程
を
修
了
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
狭
い
意
味
の
技
能

や
適
性
の
問
題
を
と
り
ま
く
、
求
人
企
業
側
の
労
務
管
理

方
針
の
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
や
意
欲
、
た
と
え
ぼ
激
烈

だ
っ
た
（
と
印
象
づ
げ
ら
れ
て
い
る
）
労
働
組
合
運
動
と
そ

の
影
響
下
に
あ
っ
た
炭
鉱
離
職
者
に
対
す
る
、
広
い
意
味

で
の
評
価
な
い
し
先
入
見
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
そ
の

と
き
ど
き
の
人
手
充
足
の
緊
急
性
の
度
合
が
、
し
ば
し
ぱ

決
定
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
求
人
側
の
さ
ま
ざ

ま
の
思
惑
に
対
す
る
炭
鉱
離
職
者
側
の
選
択
態
度
も
多
種



多
様
で
あ
っ
て
、
興
味
ふ
か
い
事
例
が
み
ら
れ
る
。
　
と
も
か
く
、
〈
１
　
　
大
企
業
で
あ
る
。
同
杜
Ｊ
鋳
鋼
工
場
で
、
昭
和
三
八
年
九
月
～
三
九
年

１
Ａ
１
３
ｖ
ば
、
こ
れ
ら
諸
要
因
が
か
ら
み
合
い
、
落
ち
っ
く
と
こ
ろ
　
　
九
月
の
問
に
、
炭
鉱
離
職
者
四
七
人
を
採
用
し
た
が
、
そ
の
う
ち
四
一

に
落
ち
っ
い
た
状
況
を
、
案
外
正
し
く
表
示
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
　
　
年
七
月
現
在
で
、
退
職
者
二
九
人
、
技
能
杜
員
（
本
工
）
に
昇
格
し
て

れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
籍
中
の
者
一
四
人
、
臨
時
技
能
杜
員
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
者
五
人
と

　
　
ホ
東
京
都
の
炭
鉱
離
職
者
雇
用
主
懇
談
会
（
昭
和
三
五
、
一
〇
、
一
一
）
で
　
　
　
な
っ
て
い
る
。

　
　
の
発
言

　
　
Ｃ
製
作
所
一
…
…
炭
鉱
離
職
者
の
特
別
訓
練
の
修
了
者
の
技
能
は
中
学
卒
　
　
会
杜
は
、
従
業
員
の
共
同
体
的
な
一
致
団
結
を
重
視
す
る
一
方
、
素

　
　
　
業
生
が
半
年
く
ら
い
仕
事
し
た
後
の
程
度
で
現
地
の
訓
練
状
況
も
見
た
　
　
朴
な
実
力
主
義
の
強
い
杜
風
を
も
っ
て
お
り
、
労
働
組
合
は
無
所
属
．

　
　
　
が
、
あ
の
程
度
の
設
備
や
訓
練
で
は
止
む
を
得
た
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
立
　
　
純
粋
の
企
業
別
組
合
で
あ
り
、
思
想
問
題
に
き
ひ
し
い
人
事

　
　
Ｖ
蓬
送
一
…
…
特
別
訓
練
の
免
許
証
は
あ
て
に
な
ら
な
い
。
部
晶
の
名
称

　
　
　
な
ど
知
ら
た
い
者
が
多
く
・
シ
ャ
フ
ト
が
折
れ
た
の
を
〃
エ
ン
ジ
ン
か
　
　
管
理
を
も
っ
て
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
炭
鉱
離
職
老
の

　
　
　
ら
出
て
る
棒
が
折
れ
た
〃
と
い
っ
て
大
笑
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
　
　
　
雇
用
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
設
備
増
強
に
伴
な
う
人

　
　
こ
う
し
た
発
言
に
対
し
て
当
局
者
は
、
「
…
…
ま
だ
開
所
早
々
し
か
も
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
充
足
の
困
難
か
ら
、
適
格
職
種
と
み
ら
れ
る
鋳
物
関
係
に
つ
い
て
の

　
　
カ
月
の
訓
練
、
夜
問
の
訓
練
で
は
三
カ
月
に
匹
敵
す
る
状
況
で
現
在
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
、
炭
鉱
離
職
者
採
用
に
ふ
み
き
っ
た
（
同
社
で
、
炭
鉱
離
職
者
が
配
置
さ

　
　
第
に
整
備
さ
れ
て
来
て
い
る
。
…
…
」
と
答
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
安
定
広
報
昭
和
三
五
年
一
一
月
号
、
三
一
頁
以
下
）
　
　
れ
て
い
る
の
は
、
Ｊ
鋳
鋼
工
場
の
ほ
か
に
は
兵
庫
県
の
Ｋ
鉄
管
工
場
だ
け
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
）
。
昭
和
三
八
年
九
月
～
三
九
年
二
月
に
か
け
、
数
回
に
分
け
て
、

　
Ｂ
、
重
化
学
工
業
の
大
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
で
紹
介
相
談
を
し
炭
鉱
で
選
考
採
用
し
た
。
主
と
し
て
三
菱
崎
戸

１
，
Ｐ
鉄
工
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭
鉱
お
よ
び
三
井
系
（
田
川
、
山
野
）
の
炭
鉱
離
職
者
約
三
〇
名
。
の
こ

　
Ｐ
鉄
工
は
、
鋳
物
・
鉄
管
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
農
業
・
土
木
関
係
機
　
　
り
十
数
名
は
、
所
在
地
職
安
の
紹
介
及
び
新
聞
広
告
に
よ
る
随
時
採
用

械
全
般
に
わ
た
る
総
合
メ
ー
カ
ー
で
、
関
西
地
方
を
中
心
と
し
て
、
全
　
　
で
関
西
に
来
て
か
ら
の
転
職
者
が
多
い
が
、
出
身
炭
鉱
は
、
大
手
及
中

国
一
四
工
場
、
従
業
員
一
四
、
○
○
○
人
（
昭
和
四
一
年
当
時
）
を
も
っ
　
　
小
Ａ
ク
ラ
ス
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
集
団
採
用
老
は
さ
し
あ
た
り
独
身

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
九
七
（
七
三
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

寮
に
収
容
し
、
漸
次
、
通
勤
圏
内
の
事
業
団
宿
舎
に
お
ち
つ
か
せ
た
。

会
杜
で
は
炭
鉱
離
職
老
用
に
杜
宅
を
建
て
る
気
は
な
か
っ
た
の
で
、
Ｊ

工
場
に
容
易
に
通
勤
で
き
る
（
他
方
、
大
阪
市
内
に
は
通
勤
し
に
く
い
）
場

所
に
事
業
団
宿
舎
が
た
て
ら
れ
た
こ
と
が
、
採
用
の
直
接
原
因
だ
と
い

っ
て
も
よ
い
。

　
〈
１
ｌ
Ｂ
ｌ
１
ｖ
の
よ
う
に
、
Ｐ
鉄
工
は
、
炭
鉱
離
職
者
中
の
若
年

況状用雇老職離鉱炭工鉄Ｐ
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１
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用

コ
コ
材
明

計

年
條

４
－
Ｏ
２

３ ５
３

０
４

５
不

何
人
か
居
る
。
こ
の
人
々
を
別
に
し
て
勘
定
す
る
と
、

と
く
に
定
着
が
わ
る
い
と
は
い
え
な
い
。

・
壮
年
層
を
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
年

令
別
の
歩
留
り
に
は
興
味
ふ

か
い
格
差
が
生
じ
た
。
二
〇

代
及
び
三
五
歳
以
上
の
中
年

層
で
は
四
分
の
三
が
退
職
し
、

三
〇
代
前
半
は
三
分
の
二
が

が
ん
ば
っ
て
い
る
。
二
〇
代

の
ぱ
あ
い
は
早
期
退
職
者
が

多
い
。
「
来
た
だ
け
で
一
日

も
出
勤
し
た
か
っ
た
」
者
も

　
　
　
　
　
炭
鉱
離
職
者
が

同
工
場
で
は
近
年
の
拡
張
期

換転び及置配種職者職離鉱炭工鉄Ｐ
２
＞

・
Ｂ
‘仙

　
　
　
　
製

　
　
　
　
場

　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
係

　
　
　
　
○
理

　
　
　
　
部
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麟
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社
ト

　
　
　
　
本
係
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工
工
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係
宣

析
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の

分
熔
試
記
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↓
４
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工

物
　
〃
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Ｏ
　
　
Ｆ
Ｏ
　
　
Ｏ
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１
０工物鋳
７
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工上仕物鋳

工械機
１
↓
　
　
１
１
一

工機動起

工験試

１工析分

名
２
４計

九
八
（
七
三
二
）

に
年
問
二
〇
〇
人
前
後
の
臨
時
工

を
採
用
し
て
き
た
が
、
一
年
後
に

は
半
分
が
や
め
、
本
工
に
登
用
さ

れ
る
者
は
さ
ら
に
残
り
の
三
分
の

二
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
Ｐ
鉄
工
に
は
訓
練
生
（
１
１
養
成

工
）
制
度
が
あ
り
、
毎
年
二
〇
〇

～
三
〇
〇
人
の
工
場
単
位
で
採
用

し
た
中
卒
者
を
鋳
物
関
係
と
機
械

関
係
に
分
け
、
指
定
工
場
で
３
年

問
訓
練
す
る
。
こ
の
訓
練
生
出
身

の
基
幹
工
員
が
、
Ｊ
工
場
の
ぱ
あ

い
現
在
一
二
五
人
で
、
技
能
杜
員

合
計
の
四
分
の
一
を
占
め
、
他
は

随
時
採
用
の
臨
時
技
能
杜
員
の
う

ち
、
一
年
～
一
年
半
以
上
の
勤
続

者
の
中
か
ら
、
簡
単
な
試
験
と
、

勤
務
成
績
に
よ
っ
て
登
用
し
た
中

途
採
用
者
で
あ
る
。
本
工
登
用
の
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地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
九
九
（
七
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

さ
い
の
所
要
勤
続
期
間
・
合
格
率
は
、
人
員
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す

る
。
昭
和
四
一
年
七
月
当
時
は
手
控
え
期
で
、
在
籍
の
炭
鉱
離
職
者
は

す
べ
て
一
年
半
以
上
勤
続
者
で
あ
っ
た
が
、
な
お
五
人
（
一
人
ぱ
病
気

長
欠
中
）
が
臨
時
工
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
特
殊
技
能
者
以
外
は
、
す
べ
て
、
鋳
物
処
理
（
補
助
作
業
）
作
業
に

つ
け
ら
れ
る
が
、
三
カ
月
後
の
正
式
配
属
時
の
職
種
を
み
る
と
、
〈
１

Ｉ
Ｂ
Ｉ
２
ｖ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
六
名
が
退
職
し
、
四

名
の
職
種
が
変
っ
た
。
四
名
の
う
ち
、
　
を
の
ぞ
く
三
名
は
高
卒
（
＠

は
定
時
制
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
能
力
を
生
か
せ
る
職
種
を
得
た
こ
と

に
な
る
。
採
用
者
四
七
名
の
中
に
は
上
記
以
外
に
高
卒
・
旧
中
卒
者
が

五
名
い
た
が
、
す
べ
て
退
職
し
て
い
る
。
短
期
問
に
鋭
く
分
解
し
た
の

で
あ
る
。

　
現
在
籍
者
全
員
の
職
種
年
令
、
賃
金
を
表
出
し
た
く
１
Ｉ
Ｂ
１
３
ｖ
。

二
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
、
、
定
着
し
た
炭
鉱
離
職
者
の
賃
金
は
、
平
均
三

〇
％
て
．
い
ど
、
二
二
～
四
六
劣
の
幅
で
上
昇
し
、
工
場
の
平
均
賃
金
と

比
べ
て
も
大
差
な
い
水
準
に
達
し
た
（
平
均
賃
金
は
一
年
前
の
も
の
で
、
残

業
時
間
も
少
た
い
こ
と
と
考
慮
し
て
も
）
。

　
〈
１
１
Ｂ
－
４
〉
で
直
ち
に
目
に
っ
き
、
ま
た
、
付
記
し
た
賃
金
体

系
ス
ケ
ヅ
チ
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｐ
鉄
工
の
賃
金
は
か
な
り
年
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
七
三
四
）

賃
金
　
　
そ
れ
も
、
一
昔
前
の
製
鉄
所
を
想
わ
せ
る
集
団
能
率
給
の
年

功
的
配
分
の
体
系
で
あ
る
。

　
二
〇
代
後
半
三
・
六
万
円
↓
三
〇
代
後
半
四
・
八
万
円
と
い
う
曲
線

は
、
勤
続
年
数
ゼ
ロ
に
ち
か
い
だ
げ
割
引
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
扶
養

家
族
の
多
い
炭
鉱
離
職
者
に
と
っ
て
は
貴
重
で
あ
る
。
鋳
物
業
大
企
業

の
年
令
別
賃
金
は
、
　
四
〇
代
半
ぼ
ま
で
上
昇
す
る
は
ず
で
あ
る
（
後
出

鈴
木
論
文
よ
り
推
測
）
。
　
こ
こ
に
１
定
着
し
た
炭
鉱
離
職
者
は
、
若
年
期
と

高
年
期
と
、
二
度
「
高
賃
金
」
に
恵
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
採
用
時
に
っ
い
て
も
、
年
令
差
が
か
な
り
大
き
い
。
Ｐ
鉄
工
の
年
令

別
最
低
保
障
給
は
、
臨
時
技
能
杜
員
に
も
適
用
さ
れ
、
三
八
～
三
九
年

当
時
、
二
五
歳
二
一
、
二
〇
〇
円
－
三
〇
歳
二
八
、
五
〇
〇
円
－
三
五

歳
三
三
、
五
〇
〇
－
四
〇
歳
四
〇
、
○
○
○
円
と
な
っ
て
い
た
。
同
杜

の
臨
時
工
の
賃
金
は
本
工
に
比
し
家
族
手
当
・
退
職
金
が
な
い
ほ
か
に

は
規
定
は
ち
が
う
が
金
額
的
に
大
差
は
な
い
。
こ
こ
で
も
、
年
令
が
決

定
的
で
、
不
熟
練
労
働
と
し
て
は
相
対
的
に
高
い
水
準
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
に
炭
鉱
離
職
者
中
の
少
く
と
も
外
見
上
良
質
の
部
分
を
、
た
め
、
す

く
吸
引
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
鋳
物
労
働
者
の
賃
金
は
、
　
「
昔
か
ら
、
他
の
労
働
者
に
比
べ
て
高
い

の
が
常
識
と
な
っ
て
い
た
」
　
（
大
阪
府
商
工
経
済
研
究
所
「
機
械
工
業
の
実



態
調
査
－
銑
鉄
鋳
物
」
（
昭
和
三
四
年
）
六
八
頁
）
。
そ
れ
に
は
、
高
熱
・
重
　
　
よ
り
再
引
用
）
と
は
、
十
余
年
前
の
零
細
鋳
物
業
に
っ
い
て
云
わ
れ
た

筋
の
は
げ
し
い
労
働
、
！
斥
業
環
境
の
不
快
さ
を
償
な
、
つ
意
味
が
含
ま
れ
　
　
言
葉
イ
、
あ
る
が
、
今
日
て
は
似
た
状
況
が
最
大
級
の
企
業
に
も
現
わ
れ

て
い
る
。
Ｐ
鉄
工
の
よ
う
な
先
進
的
大
企
業
で
は
、
〉
、
の
点
は
大
い
に
　
　
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
長
期
労
務
方
針
と
し
て
臨
時
工
（
↓
中
途

緩
和
さ
れ
、
な
か
ぼ
機
械
工
業
的
な
技
能
と
ふ
ん
い
き
に
変
っ
て
来
て
　
　
採
用
本
工
）
に
よ
り
強
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
　
こ
こ
で
も
、
お

い
る
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
変
質
に
は
至
ら
ず
、
何
よ
り
も
二
交
代
　
　
な
じ
く
量
的
な
充
足
困
難
、
質
の
低
下
が
感
じ
ら
れ
る
－
－
－
。
炭
鉱
離

深
夜
業
．
残
業
二
〇
～
五
〇
時
問
の
作
業
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
　
　
職
者
は
こ
の
空
ゲ
キ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
・

こ
の
こ
と
は
、
製
造
業
全
般
の
年
少
労
働
力
の
不
足
基
調
の
中
で
、
鋳
　
体
力
的
に
も
思
想
的
に
も
入
念
に
選
ん
て
採
用
し
た
の
だ
が
、
結
果
的

物
労
働
の
「
歩
の
悪
さ
」
を
相
対
的
に
よ
り
ひ
ど
く
し
て
い
る
の
で
あ
　
　
に
は
三
分
の
二
近
く
が
や
め
て
し
ま
っ
た
。

っ
て
、
Ｐ
鉄
工
で
は
近
年
、
訓
練
員
（
↓
基
幹
従
業
員
）
の
採
用
に
も
困
　
　
　
一
々
の
退
職
理
由
を
聞
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
・
人
事
係
の

難
を
生
じ
て
い
る
。
同
杜
は
鋳
物
部
門
は
、
訓
練
員
と
し
て
の
中
卒
者
　
　
　
言
で
は
、
概
し
て
炭
鉱
離
職
者
は
、
や
め
ず
に
働
い
て
い
る
者
も
含

に
っ
い
て
は
伝
統
的
に
淡
路
島
を
主
要
給
源
丁
、
一
し
て
き
た
が
、
し
だ
い
　
　
　
め
て
、
作
業
時
間
が
長
い
こ
と
を
こ
ぼ
す
。
残
業
一
～
二
時
問
．
深

に
と
れ
な
く
な
り
、
現
在
、
淡
路
島
の
中
卒
は
機
械
関
係
工
場
の
一
部
　
　
夜
業
は
炭
鉱
で
も
や
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
炭
鉱
の
よ
う
な
入

に
配
置
さ
れ
る
以
」
け
で
、
他
は
宮
崎
．
鹿
児
島
．
熊
本
の
出
身
者
で
占
　
　
　
昇
坑
の
往
復
時
問
か
な
い
し
、
途
中
一
息
入
れ
る
時
問
も
少
た
い
。

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
質
の
低
下
が
目
立
ち
、
訓
練
　
　
　
密
摩
か
濃
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
暑
さ
、
重
量
物
の
運
搬
も
こ
た

期
間
（
三
年
）
中
に
一
割
は
退
職
す
る
、
と
い
う
。
「
年
少
の
労
働
者
あ
　
　
　
え
る
、
と
い
う
。
作
業
環
境
ヤ
ｔ
険
度
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
・

る
い
は
こ
れ
か
ら
労
働
老
に
な
ろ
う
と
す
る
年
少
者
は
、
鋳
物
工
に
な
　
　
　
よ
り
も
総
合
点
は
よ
い
は
す
だ
が
、
炭
鉱
離
職
者
は
・
そ
う
は
感
じ

ろ
う
と
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
機
械
工
に
な
る
と
い
う
性
向
に
あ
る
」
　
　
　
な
い
ら
し
い
。
要
す
る
に
、
作
業
や
規
律
に
な
じ
め
な
い
と
い
う
こ

（
埼
玉
県
「
川
口
鋳
物
工
業
産
地
診
断
効
告
書
」
（
昭
和
三
〇
年
）
九
六
耳
た
だ
　
　
　
と
か
、
努
力
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
作
業
の
仕
方
を
教
え
て
も
・

し
鈴
木
正
里
「
大
阪
の
鋳
物
労
働
者
Ｈ
」
大
阪
経
済
大
学
論
集
、
第
三
九
、
五
頁
　
　
　
積
極
的
に
お
ぼ
え
よ
う
と
し
な
い
者
が
多
い
。
そ
れ
に
・
月
に
一
・

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
一
〇
一
（
七
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
二
日
は
必
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
休
日
以
外
に
欠
勤
す
る
。
炭
鉱

　
で
は
皆
勤
は
め
っ
た
に
な
く
、
月
げ
」
二
、
三
日
休
む
の
は
当
り
前
だ

　
そ
う
で
、
そ
の
く
せ
が
抜
け
な
い
ら
し
い
。
　
「
十
人
に
一
人
位
良
い

　
の
が
居
る
」
…
…

と
い
っ
た
わ
げ
で
、
炭
鉱
離
職
者
の
採
用
の
結
果
を
Ｐ
鉄
工
Ｊ
工
場
で

は
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
。
昭
和
三
九
年
九
月
を
最
後
に
、
以

後
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
将
来
も
、
随
時
応
募
者
の
中
に

よ
さ
そ
う
な
人
が
あ
れ
ば
…
…
と
い
う
程
度
で
、
集
団
的
採
用
の
計
画

は
な
い
。
た
お
、
や
め
て
他
に
就
職
し
て
い
た
者
が
、
ま
た
雇
っ
て
ほ

し
い
と
云
っ
て
く
る
例
が
あ
る
が
、
同
杜
で
は
、
一
旦
他
に
転
職
し
た

者
は
、
雇
わ
た
い
方
針
で
あ
る
。

　
Ｐ
鉄
工
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
た
、
重
工
業
大
企
業
の
労
働
過
程
は
、

そ
の
「
高
賃
金
」
と
結
合
し
て
、
炭
鉱
離
職
者
を
き
び
し
く
淘
冶
し
、

適
応
層
と
脱
落
層
の
急
速
な
分
解
を
ひ
き
お
こ
す
、
と
結
論
し
て
よ
か

ろ
う
。
そ
し
て
平
均
的
に
は
、
炭
鉱
離
職
者
中
の
最
良
質
と
み
ら
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
応
よ
り
も
脱
落
の
方
が
多
い
。

　
た
だ
し
、
Ｐ
鉄
工
の
ぼ
あ
い
、
出
発
点
か
ら
し
て
、
炭
鉱
離
職
者
の

採
用
に
消
極
的
で
あ
っ
た
し
、
採
用
後
も
技
能
教
育
、
生
活
指
導
な
ど

全
般
的
に
労
務
管
理
が
、
わ
る
く
い
え
ぼ
冷
淡
な
き
ら
い
が
あ
る
。
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
七
三
六
）

鉱
離
職
者
の
側
が
杜
風
に
た
じ
ま
た
い
の
と
同
程
度
に
、
杜
風
の
側
も

炭
鉱
離
職
者
に
な
じ
ま
な
い
、
と
い
っ
た
感
じ
な
の
で
あ
る
。

　
　
Ｐ
鉄
工
と
並
ぶ
鋳
物
・
機
械
総
合
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｑ
鉄
工
で
も
、

　
鋳
物
・
鉄
管
工
場
に
か
ぎ
っ
て
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し
て
い
る
が
、

　
Ｐ
鉄
工
に
比
し
て
幾
分
の
積
極
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
昭
和
三
八
年
秋

　
に
約
三
〇
名
を
採
用
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
が
、
逐
次
採
用
を
つ
づ

　
け
、
昭
和
四
〇
年
秋
一
」
は
、
二
二
〇
名
（
Ｋ
工
場
従
業
員
の
一
〇
％
）

　
に
及
ん
で
い
る
。
相
当
数
は
一
年
前
後
で
退
職
し
て
い
る
よ
う
で
あ

　
る
か
ら
、
本
来
の
採
用
数
は
、
こ
れ
よ
り
か
た
り
上
廻
る
で
あ
ろ

　
う
。
主
と
し
て
佐
賀
県
下
の
炭
鉱
離
職
者
を
集
中
的
に
採
用
し
千
、
い

　
る
。
雇
用
形
態
と
賃
金
制
度
は
、
Ｐ
鉄
工
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
採
用
時
、

　
（
四
〇
年
春
の
ぱ
あ
い
）
二
〇
歳
二
・
二
万
円
、
三
〇
歳
二
．
七
万
、

　
三
五
歳
二
・
九
万
円
、
四
〇
歳
三
・
二
万
円
（
八
時
問
労
働
と
し
て
）

　
の
最
低
給
与
を
支
給
す
る
。
は
じ
め
「
試
用
杜
員
」
と
し
、
一
年
後

　
出
勤
率
九
五
％
以
上
の
成
績
優
秀
者
を
杜
員
｝
」
登
用
す
る
　
（
素
人
工

　
の
ぱ
あ
い
）
。
出
勤
率
一
年
間
九
五
％
を
充
た
し
た
炭
鉱
離
職
者
は
、

　
ほ
ぼ
一
年
ま
た
は
一
年
半
で
杜
員
に
登
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

　
Ｐ
鉄
工
よ
パ
ノ
も
規
定
の
運
用
が
寛
大
で
あ
る
。
た
だ
し
、
四
一
歳

　
以
上
は
雇
員
と
し
て
採
用
し
、
よ
ほ
ど
特
別
の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り



　
杜
員
に
し
な
い
の
で
、
雇
員
の
ま
ま
、
十
年
勤
続
し
て
い
る
者
も
あ
　
　
業
界
で
は
ト
ヅ
プ
ク
ラ
ス
の
大
手
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
近
年
と
く
げ
」
加

　
る
。
四
〇
歳
台
の
炭
鉱
離
職
者
は
杜
員
に
な
れ
な
い
の
に
失
望
し
て
　
　
工
都
門
一
」
重
点
を
お
い
て
順
調
な
成
長
を
と
げ
っ
っ
あ
る
。
そ
の
過
程

　
大
半
は
辞
め
て
し
ま
う
が
、
採
用
前
の
産
炭
地
職
安
に
お
げ
る
紹
介
　
　
で
、
五
年
間
に
従
業
員
五
割
増
と
い
う
急
激
な
人
員
充
足
を
必
要
と

　
の
際
の
話
と
の
く
い
ち
が
い
が
か
ら
ん
で
、
き
っ
く
不
満
を
訴
え
っ
　
　
し
、
そ
の
少
な
か
ら
ざ
る
都
分
を
、
炭
鉱
離
職
者
及
び
そ
の
家
族
の
雇

づ
け
て
い
る
事
例
も
あ
る
（
里
山
兼
義
一
件
書
類
参
照
）
。
同
杜
Ｋ
工
　
　
入
れ
で
ま
か
な
っ
た
。
〈
１
－
Ｂ
ｉ
５
〉
の
よ
う
に
、
昭
和
三
八
年
（
九

　
場
で
は
、
鋳
物
工
（
鋳
型
つ
く
り
）
、
鋳
物
仕
上
工
の
一
、
け
か
、
熔
接
職
　
　
月
）
か
ら
三
九
年
に
か
け
、
炭
鉱
離
職
老
一
ニ
ハ
人
、
同
家
族
五
七
人
、

　
場
に
集
中
的
に
配
属
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
家
族
（
Ｈ
妻
）
を
タ
ー
ル
　
　
計
一
七
三
人
を
採
用
し
、
四
一
年
八
月
現
在
で
二
三
ハ
人
（
本
人
九
四
、

　
塗
装
・
雑
役
に
旦
匿
雇
用
（
四
〇
年
春
、
日
給
六
七
〇
円
）
し
、
最
近
　
　
家
族
四
二
）
が
在
籍
し
て
い
る
。
　
定
着
率
七
八
．
六
劣
（
炭
鉱
離
職
者
の

　
の
求
人
要
項
で
は
、
妻
の
稼
ぎ
先
を
安
定
所
を
通
じ
て
あ
っ
せ
ん
す
　
　
み
に
っ
い
て
は
八
一
％
）
は
、
か
な
り
高
率
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
炭
鉱
離
職
者
雇
弔
の
甫
識
で
あ
　
　
　
表
の
示
す
よ
う
に
、
同
杜
は
新
規
学
卒
者
を
、
年
々
（
女
子
職
員
を
含

　
る
が
、
Ｐ
鉄
工
で
は
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
よ
り
こ
ま
か
な
　
　
め
て
）
、
従
業
員
捻
数
の
五
％
程
度
採
用
し
て
い
る
（
工
員
だ
げ
を
と
れ

　
配
慮
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
労
働
は
き
び
し
く
、
三
九
年
末
ご
　
　
ぱ
、
三
％
強
で
あ
る
）
が
、
定
年
を
の
ぞ
い
て
年
々
十
劣
前
後
が
退
職
す

　
ろ
の
事
例
で
は
、
残
業
一
ケ
月
九
〇
～
一
〇
〇
時
問
で
手
取
四
万
円
　
　
る
。
い
い
か
え
れ
ぼ
、
新
規
学
卒
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
若
年
時
に
課

　
前
後
（
採
用
後
約
一
年
、
嬉
解
工
）
と
あ
る
（
佐
賀
県
民
の
皆
さ
ま
へ
第
三
　
　
用
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
基
幹
従
業
員
は
工
員
総
数
の
半
分
に
充
た
ず
、

集
、
昭
和
四
〇
年
三
月
、
四
九
頁
「
座
談
会
記
録
」
参
照
）
。
四
～
五
人
家
　
　
過
半
数
は
、
随
時
採
用
の
臨
時
工
お
よ
び
一
年
の
試
用
期
間
を
経
て
本

　
族
、
内
職
で
四
～
五
千
円
を
稼
ぎ
、
事
業
団
宿
舎
に
庄
ん
で
い
る
が
、
　
工
に
選
抜
登
用
さ
れ
た
、
中
途
採
用
者
で
あ
る
。
随
時
採
用
老
の
定
着

　
「
全
然
ゆ
と
り
な
ん
か
な
い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
率
（
数
年
後
に
在
籍
す
る
者
の
割
合
）
ぱ
明
確
な
数
字
は
得
ら
れ
な
い
が
、

２
，
Ｒ
金
属
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
％
以
下
で
あ
る
。
昭
和
三
八
、
三
九
年
の
拡
充
期
に
は
大
量
採
用

　
”
Ｒ
金
属
”
は
、
非
鉄
金
属
及
軽
金
属
の
圧
延
・
加
工
を
専
業
と
し
、
　
し
た
の
で
平
均
の
質
が
落
ち
、
定
着
率
が
さ
ら
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
一
〇
三
（
七
三
七
）
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移

　
　
推

　
　
員

　
　
業

　
　
従

　
　
属

　
　
金
員

　
　
Ｒ
人

　
　
　
　
籍

　
　
５
＞
在

　
　
一
末

　
　
Ｂ
年

　
　
一
¢

　
　
仙

昭
和
四
〇
、

１
７
８
３
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
り
＾

Ｆ
ｏ
８
◎
ｏ
ｏ
◎
８
’
ｏ
４

女

１
■
１
１
一
１
↓
１
■

■
０
７
３
４
ｏ
）
８
９

１
・
一
２
４
７
‘
４
ｎ
６
（
ｏ

男

８
ｏ
Ｊ
ｏ
）
１
■
ｎ
ｚ
ｎ
６
１
↓

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

１
■
１
■
１
１
一
１
■

１１
・
一
４
１
↓
７
’
７
‘
（
０
１
↓

＾
ｏ
１
３
Ｆ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
）
１
■

計

８
０
０
３
４
３
３

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

１
■
１
↓
１
↓
１
人
１
■
１
■

１
Ｆ
ｂ
６
７
８
ｏ
）
（
）
１
人

３
３
３
３
３
４
４

和

）

昭

末月８（

用採◎

一
〇
四
（
七
三
八
）

他
１
１

４
３

５
４

４
２

９
Ｆ
ｏ

３

１

７
７

の

２

２

ユ

４

ユ

１
，

そ

１

１
族
子

鋤
（

）
鵬

）
３
（

１
９

家
女

息

）

一

■

・
２
２

２
３

３

－
７
５

炭
（
１

■

■

一
０
６

６
５

■

一
６
１

炭

１

卒
）
４
３

６
４

７
３

０
５

２
５

９
７

一
｛
８

学
員

９
２

規
工

働
Ｇ
３
ｑ
２
６
Ｄ
閉
鰯

新
（
１

数
５
４

０
８

１
９

６
５

７
９

５
８

１ １
５

２

２

１

５

２

５
６

総
１

１

）で

１
ま

計

５
３

６
３

７
３

８
３

９
３

Ｏ

和

４
４
月

８
（

累

昭

じ同も表の下以者職離鉱炭昌炭
　
職

註
　
　
退

　
　
　

他
１
３

３
２

８
６

８
２

７
８

１
１

８
７

６
２

の

１

１

１

２

１

１

Ｏ
，

そ

１

註
族
子家
女

）
７
（

）
４
（

）
２
（

１
３
　
一

一

■

・

一

Ｇ
　
．
　
■

）

９

４

２

５
１

炭
（
１

＾

－

■

■
９
１

７

３ １
９

炭

２

ｌ
ｌ年

４

４

６

２

２

４

３ １
５

２

定
－
数
５
３

７
２

４
７

０
３

７
１

６
２

６
８

１
５

１

１

１

２

２

１

９
　
　
．
〇
　
一

総

■

ユ

１

）で

１
ま

計

【
ｏ
３

６
３

７
３

８
３

９
３

０
４

和

４
月

８
（

累
■

昭

　
　
　
　
　
四
一
年
は
調
整
期
で
、
減
員
不
補
充
方
針
を
と
り
、
四
一

年
に
は
新
規
学
卒
者
す
ら
採
用
し
て
い
な
い
。
炭
鉱
離
職
者
そ
の
家
族

の
定
着
率
は
、
同
杜
の
随
時
採
用
者
の
中
で
き
わ
立
っ
て
お
り
、
会
杜

側
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
炭
鉱
離
職
老
採
用
の
方
針
は
、
大
成
功

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
同
杜
で
は
、
昭
和
三
五
年
に
約
三
〇
人
の
炭
鉱
離
職
者
子
弟
（
若
年

男
子
）
を
採
用
し
、
炭
鉱
離
職
者
雇
用
優
良
事
業
所
と
し
て
表
彰
を
う

げ
た
位
で
あ
る
が
、
　
「
…
・
三
」
の
連
中
は
二
年
ほ
ど
の
う
ち
に
、
二
人

を
の
こ
し
て
み
な
や
め
て
し
ま
っ
た
。
Ｒ
金
属
を
都
市
生
活
の
足
場
に

し
た
だ
げ
だ
。
会
杜
も
不
な
れ
で
、
手
落
ち
が
あ
っ
た
若
年
労
働
者
は

ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
楽
に
か
せ
げ
そ
う
な
話
に
乗
っ

て
い
っ
た
の
だ
と
お
も
わ
れ
る
。
実
際
、
う
ち
の
仕
事
は
高
熱
の
力
仕



事
で
、
夜
業
・
残
業
も
多
く
、
楽
で
は
な
い
。
っ
な
ぎ
と
め
る
に
は
よ

ほ
ど
の
工
夫
が
要
る
」
と
、
会
杜
側
は
話
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
評

判
を
落
し
た
炭
鉱
離
職
者
を
再
び
、
か
っ
大
量
に
採
用
す
る
に
い
た
っ

た
直
接
の
原
因
は
、
昭
和
三
八
年
、
同
杜
が
造
幣
局
と
契
約
し
一
、
補
助

貨
幣
の
鋳
造
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
、
二
〇
〇
人
余
の
増
員
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
、
丁
度
景
気
高
調
期
の
只
中
で
、
在
来
の
や
り
方
で
は

到
底
充
足
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
事
係
長
が
十
数

回
出
張
し
、
　
一
四
八
名
（
世
帯
持
八
五
、
独
身
六
、
炭
鉱
離
職
者
の
配
偶
者

…
二
、
子
弟
・
親
類
二
四
）
を
現
地
採
用
し
た
。
今
度
は
、
定
着
性
を
期

金
月
賃
８

低
－
年
撮
秘
棚
昭
年属金

引
Ｒ
男
＞
（
６Ｂ

仙

，
，

円

）

）
）
）
）
）

給

Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
（
）

４
６
９
一
〇
【
／

日

（
Ｏ
『
／
ｏ
Ｏ
ｑ
〕
Ｏ
Ｕ

（
（
（
（
（
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１■１‘１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
’
－
！

■
■
１
－
　
　
　
■
－

１

円

時

（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｏ
Ｊ
Ｏ
［
ｏ
’
ｏ
つ
＾

〃

〃

〃

〃

，

，

，

，

，

臨

５
９
０
２
４

１
人
１
↓
ｎ
Ｚ
ｎ
之
つ
＾

－■
１
１

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
■
　
…

，

円

雇

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

７
３
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９
６
０
７
４
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，

，

，

，

，

，

，

，

６
９
１
２
４
６
７
９
１

本

ー
ユ
２
２
２
２
２
２
３

，
令

５
０
５
０
５
０
５
０
５

ユ
２
２
３
３
４
４
５
５

年

－
北

需

ム
ロ

系日は雇時臨ｕ需給月は雇本
ホ

待
し
う
る
世
帯
持

ち
の
中
高
年
層
に

重
点
を
お
き
、
共

稼
ぎ
の
口
を
抱
き

合
わ
せ
た
。
い
現

地
の
若
年
層
が
底

を
つ
い
て
い
た
こ

と
、
何
若
年
老
雇

用
の
前
例
に
こ
り

た
こ
と
、
ｏ
女
子

　
数
　
内
　
の
　
族
　
家
　
の
　
そ
　
及
成
炭
驚
は
跡
内
齢
）
年
（

属金Ｒ
７
＞Ｂ

仙

固
働
働
Ｇ
０
鰯
６
カ
ｑ
２
倒

）
９
２
竈

計
－
ｏ

８
（
ｏ

５

Ｏ
■
ｂ

３
Ｏ
０
１
１

６
４

８
９
［
！
１
だ
ｏ
０
６
４
（
之
り
ム
り
ん
１
１
１
↓

２
，

｛

一

１
■
，

女
）
　
　
　
　
）

）
　
　
　
　
）

２
ｏ
ｏ
ｎ
６

４

捌
珊
２
－

（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（
４
８
３
２
（
）
１
７

鯛

員工

１

１

ユ

２

１

「
ｏ
８

－

，
１

Ｉ
ｉ

男

働
伺
側
Ｇ
心
Ｇ
Ｄ
Ｇ
Ｄ
ｑ
ｏ
側

－
３

◎

員

６
９
９
５
８
８
９
２
１

工

’
ｏ
０
２

【
／
１

５
１

ユ
ー

７
４
ｏ
ｏ

７
８

，
ｉ

１

８
－

女

（
）
０
Ｊ

５

３
４
ｏ
ｏ

１

１

１

５
４

員職
■　１
，
一
ｂ
ｎ
ｚ
Ｏ
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
（
０
１
１
一

，

男

５
【
／
４
１
■
ユ

１

９
つ
】

員

２

職

－
分

ｉ

区

満
上
末
以
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

計

令

才
才

Ｏ
０
５
０
５
０
５
０
５
２
２
２
３
３
４
４
５
５

合

年

’

年

令

構

成

－

の
職
務
と
し
て

雑
役
の
ほ
か
、

貨
幣
の
切
抜
、

撰
別
等
の
軽
作

業
に
相
当
の
人

員
を
要
す
る
こ

と
、
Ｈ
採
用
し

た
炭
鉱
離
職
者

が
、
見
島
・
明

治
・
古
河
・
西

戸
崎
な
ど
、
大

手
な
い
し
中
小

Ａ
ク
ラ
ス
の
山
灰

関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）

鉱
出
身
者
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
た
め
け
」
、
採
用
当
初
は
ど
う
し
て
も
炭

鉱
当
時
よ
り
は
賃
金
収
入
が
低
下
す
る
ガ
、
共
稼
ぎ
す
れ
ぼ
十
分
に
補

え
る
、
と
い
う
線
で
説
得
Ｌ
た
こ
と
、
等
々
の
事
情
が
関
連
し
て
い

る
。
同
杜
で
は
従
未
、
臨
時
工
と
し
て
の
採
用
も
原
則
と
し
て
三
〇
歳

ま
で
と
し
、
一
年
問
の
臨
時
工
期
問
中
は
、
一
律
に
日
給
五
七
〇
円
と

し
て
い
た
。
炭
鉱
離
職
者
採
用
を
機
会
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
七
三
九
）
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１
、
年
令
制
限
を
一
気
に
四
〇
才
台
に
ま
で
緩
和
し
、

２
、
臨
時
工
期
問
を
七
ケ
月
に
短
縮
し
、
か
つ
、
選
抜
を
ゆ
る
め
て
成

績
不
良
者
以
外
は
原
則
と
し
て
本
採
用
す
る
方
針
を
明
示
し
、

３
、
臨
時
工
に
つ
い
て
も
、
三
五
歳
ピ
ー
ク
の
本
工
と
同
水
準
の
年
令

員人及図織組属金Ｒ
８
＞

■
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．
Ｏ

心
Ｏ

竃
．

ｏ
ｏ

ド－
Ｏ

旨
し
寓

８
一
富
◎

崖
し
ｏ
ｏ
◎

塞

１ｃ
ｏ
◎

ミ

ミ
．

ｏ
ｏ

閉
．

一

ｏ
。
一
べ
ｏ
。
杜

昌
一
ミ
◎

心
９
０
｛
Ｏ

ｏ

畠
．

蜆

ｏ
ｏ
一
◎

違
し
ｏ
。
◎

心
ｏ
。
一
置
◎

ｓ
一
呂
◎

ｃ
ｏ
－

１○
ｏ
閉

ト
ｏ

ｏ
ｏ
－

ｏ

ｏ
．

－

き
一
◎
お

塞
し
○
◎

ｏ
。
一
』
ｏ
。
○

ｏ
ｏ

○
〇
一
．

べ

¢

¢

心
。
。
一
〇
。
鶉

ｏ
。
〇
一
漫
◎

曽
一
Ｓ
Ｏ

○
ｏ
ｏ

１
へ
Ｏ

お

○
０
Ｑ

ト

ｏ
．

９

２
一

お
ｏ

窪
一
・
お
○

○
。
９
一
」
○

仁

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．

的

崖

－

き
一

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
◎

ｍ
ト
８
０

爵
一
竃
ｏ

昌

畠

蜆

亀

ｏ

ｓ
‘

◎

閉
ト
８
０
。

蔓
二
〇
〇

ｏ
。
戸

一
；
◎

○
ｏ

き
１

二

－
◎

ｃ
ｏ

○
。
。
。
二
８

亀
し
閉
◎

ミ
一

ｍ
◎
Ｏ

１

仁
ｏ

閉
◎

Ｎ

合

べ

ｏ
ｏ

り

お
一
冨
Ｏ

ｓ
一
８
０

・
。
蜆
一
臼
Ｏ

－

ｍ
◎

～

冨

閉

ト
９
ｏ
◎
一
◎

き
し
一
◎

島
一

ｃ
ｏ
－
◎

１

日
斗
違
ト

旨

ｓ
ｏ
ｏ

岩

Ｈ

竃
一
〇
。
○
。
ｃ
。

お
一
ぎ
Ｏ

・
。
ｐ
８
０

■

１
　
　
１
　
１
　
１

ｉ

－

１

１

－
　
　
　
，

１

，

ｏ
ｌ
心
　
Ｈ

畑
令
令
皇

歯

｝

「
三

片

“

図
　
今

＝

■

＞
凄

‘
ギ
並
辛
今

‘
ポ
並
匡

詳
亨
薄

‘
ギ
岱
今
賛

ｉ
一
薯
．
一
今
§

‘
津
粛
今
慧

判
苫
今
寺
　
　
半
岱
壁
’
　
　
箒
亨
薄

’
判
苫
今
責

’
津
ヨ
今
禽

津
虜
今
責

－
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
，
　
１
　
１

□

－
６
一
　
　
　
一
　
　
－
　
■
　
■
　
　
－
　
＝
　
　
１
　
１
　
　
１
　
１
　
　
■

一
　
　
，

；
　
　
　
　
１
　
■
■
　
１
　
一
　
　
１
　
　
■
　
　
　
　
■

１

！
　
　
　
　
ｌ
　
Ｉｉ
　
！
　
　
　
，

■
　
　
　
－

１
　
！
　
　
　
，
　
■
　
■
　
一

■
　
１

１
　
　
　
　
「
　
　
　
　
１
　
１
　
’
　
１

～
Ｏ
吋
逗
↓

睾

宕
．

Ｎ

－
．

り

畠
し
ミ

旨
一
お
○

ミ
一
〇
。
－
Ｏ

ト

－
ｏ
ｏ
．

～

－
．

ｏ
ｏ

－
９
胃
ｏ
ｏ

ミ
ら
◎
◎

旨
一
竃
◎

旨

－

旨

－
竃

曽
．

ｏ
ｏ

○
ｏ
．

ｏ

Ｓ
一
ぎ
Ｏ

塞
一

Ｎ
○
○

一
ｐ
ミ
◎

ミ

ｓ
．

仁

Ｎ
Ｈ
Ｏ

宕
一

覇
ｏ

旨
一
〇
へ
◎

ミ
』
○
○

８

１○
Ｏ
Ｏ

－
ｏ
ｏ
ｏ

ミ
．

ｏ
ｏ

岬
．

Ｏ

ミ
一
ミ
○

ｏ
．
ｐ
ｇ
○

心
ピ
旨
◎

忘

ミ

一

心

ｏ

冒
一
◎
○
ｏ
ｏ
ｏ

畠
一
轟
◎

お
一
８
◎

ｃ
ｏ
－

１○
ｏ
閉

崖
べ

ｃ
０
Ｎ
．

一
〇

べ
．

ト
ｏ

○
ｏ
ド
ベ
崖

ｓ
一

ト
Ｏ
◎
Ｏ

８
し
ｃ
。
◎

お

ｏ
◎
い

ｏ

～

ｏ

臼
一

り
ｇ

轟
一
富
◎

８
一

ｓ
◎

ｃ
ｏ
ｏ

１
杜
Ｏ

一
８

ｃ
ｏ
べ

－

ｏ
ｏ

－

ｃ
．
ｍ
』
呂

切
９
Ｃ
Ｏ
Ｏ
◎
Ｏ

旨
一
◎
Ｎ
◎

一
〇
〇

讐
ｏ
ｏ

］
ｏ
ｏ

ｓ
一
〇
ｓ

寓
一
Ｓ
Ｏ

畠
一
８
◎

ら

１

筥

ｏ
ｏ
ｃ
ｏ

§

◎

ｏ

杜

き
し
ｃ
ｏ
○
。

８
一
亀
○

寓
一
〇
ｍ
Ｏ

ｓ

き

ト

一
－
Ｏ

ｓ
一

べ
Ｏ
Ｏ
◎

○
。
Ｐ
Ｏ
。
○
。
Ｏ

曽
一
ｇ
◎

ら

１
岬
○

お

ミ

Ｏ

お

ｏ

畠
一
竃
Ｏ

雷
一
〇
。
。
。
○

い
○
。
、
Ｏ
．
Ｏ

べ

ミ

ト

ｏ

ｏ

爵
一
０
８

○
。
９
ｏ
。
べ
◎

お
一
８
ｏ

呂
斗
違
１
「

ｏ
ｏ
－

ｓ

ｍ

；

ｍ

お
ら
ｃ
〇
一

ｓ
一

鵠
○

。
。
〇
一
寓
Ｏ

５
　
，

１

関
西
地
方
在
庄
の
一
ス
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
能
だ
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田

・
川
端
）

〇
九
（
七
四
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

増
し
に
は
な
る
か

ら
、
炭
鉱
離
職
者

〈
自
－
吋
ｌ
Ｈ
◎
Ｖ

射
紗
繭

令
主
壌
覇
ヨ
鴻
奇
｝
き
（
＞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
逼
首
ら
土
い
ｏ
◎
出

　
一
一
〇
（
七
四
四
）

（
瞭
擦
｝
胸
紛
ｅ
｝
一
概
津
中
雌
ぴ
ｅ
～
〈
）

の
大
半
が
三
万
円

台
に
ど
う
や
ら
達

す
る
こ
と
に
は
な

る
。

　
Ｒ
金
属
は
（
月

～
金
）
七
時
間
四

〇
分
、
（
土
）
は
四

時
間
で
週
労
働
時

問
は
、
四
二
時
間
　
　
（
陪
）
芦
（
）
貢
涛
爵
課
爵
昧
津
小
ｅ
減
溝
ｄ
｝
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
片
｝
ｅ
威
紛
轟
繭
図
串
頁
↓
艶
石
片
か
。

の
制
度
を
と
り
、
　
　
　
　
　
　
－
）
－
。
昌
～
－
．
笥
戸
　
Ｎ
）
－
．
旨
～
Ｎ
』
■
弄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
．
　
÷
｝
叶
ぴ
～
津
爵
謂
…
晦
ｄ
、
湿
津
酵
鞠
吊
｛
Ｈ
ｏ

炭
鉱
離
職
者
の
大

半
が
配
置
さ
れ
て
い
る
製
造
第
一
部
の
み
二
交
代
制
と
な
っ
て
い
る
。

残
業
は
一
定
し
な
い
が
、
調
査
当
時
は
一
ヶ
月
五
〇
時
間
（
女
子
は
三
〇

時
間
）
程
度
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
離
職
者
の
共
稼
ぎ
家
庭
で
は
、

税
込
み
収
入
五
～
六
万
円
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
「
主
人
だ
け
で

は
、
残
業
を
こ
め
て
も
、
今
で
も
炭
鉱
時
代
に
比
べ
て
や
や
低
賃
金
で

あ
る
が
、
ボ
ー
ナ
ス
が
高
い
か
ら
、
年
問
通
し
て
は
補
な
い
が
っ
い
て

庫
塗
肇
醒

宕
叫
逗
↓

心
◎
～
違

旨
～
暑

ｏ
ｏ
ｏ
～
ｏ
ｏ
仁

ｏ
ｏ
閉
～
◎
ｏ
り

仁
○
～
仁
ト
　
　
仁
岬
～
仁
＠
　
仰
◎
斗
逗
」
い
　
　
畠
十
　
　
叩
〒
　
　
　
片
　
　
山
い

－
．
べ
～
Ｎ
．
◎
司
コ

ｏ
。
ヱ
９

○
。
ｏ
亘

１

三

■

１

１

１

３
ヨ

－
一
８
蔓

Ｎ
．
◎
～
Ｎ
．
岬

－
ｏ
ｏ

ｓ
ｏ
．
ｓ

ミ
重

ｓ
蔓

ｏ
。
蔓

Ｎ
亘

１

１

旨
ｏ
蔓

Ｎ
一
◎
。
べ
§

Ｎ
．
蜆
～
ｏ
ｏ
．
◎

１

震

－
Ｏ
◎
Ｅ

ミ
蔓

宣
蔓

畠
蔓

ヱ
９

ニ
ヒ

Ｎ
。
。
一
ｓ

。
。
）
ｓ

ｏ
◎
．
◎
～
ｏ
◎
．
ｍ

１

Ｈ

胃

ｏ
ｏ
べ

違

り
蔓

的
§

ｏ
。
蔓

－
艶
一
〇
〇
一

ｅ
　
閉

ｏ
ｏ
．
蜆
～
卜
◎

１

１

ｓ

ミ

Ｎ
◎

り

¢

ｏ

＠
◎

ｏ
ｏ

卜
◎
～
卜
仰

１

１

Ｈ

ｓ

ｓ

崖

蜆

ト

伽
ｏ
ｏ

心

卜
蜆
～
仰
．
◎

１

－

Ｈ

塞

旨
き
一

宗

二

べ

豪
ｐ
一

Ｈ

蜆
．
◎
～
ｐ
◎

１

１

１

ト

畠

ｃ
ｏ

－
ｏ
◎

－
Ｎ

邊

Ｈ

ｏ
｝
田
違
ト

１

１

１

１

Ｎ

仁

Ｈ

ｏ

崖

１

舳
十
　
　
　
　
　
　
岬
ト
（
ｏ
）
　
心
］
．
ｃ
ｏ
ａ
）
　
Ｎ
べ
ｏ
ｏ
ａ
）

－
◎
。
蜆
蔓
　
お
Ｎ
蔓
　
ｏ
。
岬
§

蜆
閉
　
（
－
９
　
　
　
ト
Ｎ
　
＾
Ｃ
Ｏ
）
　
　
　
－
、
Ｏ
仁
仁
　
６
ゆ
　
　
　
　
　
　
］
．
Ｃ
Ｏ
］
１
竃

　
Ｃ
Ｏ
）
　
Ｎ
』
｝
～
Ｎ
．
ｑ
つ
ｄ
．
王
一
　
』
）
　
Ｎ
．
り
■
～
Ｃ
．
１
切
■
．
正

い
る
は
ず
…
…
」
と
労
務
担
当
者
は
云
う
。

　
Ｒ
金
属
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、
業
績
の
如
何
で
変
動
す
る
が
、
三
九
年
度

夏
六
八
、
五
〇
〇
円
…
…
四
〇
年
末
六
三
、
五
〇
〇
円
、
四
一
年
夏
六

八
、
五
〇
〇
円
（
基
準
内
賃
金
の
二
、
三
ケ
月
分
）
で
あ
っ
た
。
配
分
は
一

律
十
劣
、
基
準
内
賃
金
に
ス
ラ
イ
ド
八
○
％
、
査
定
十
％
で
あ
る
。

　
同
杜
の
賃
金
体
系
は
単
純
年
功
給
と
い
っ
て
よ
く
、
春
闘
時
に
、
一



況状宅住員業従属金Ｒ）付（

％

６
３
４
７
３
４
４
８
１

（
■
一
（
Ｚ

１

１

！
員

０
３
８
９
３
６
２
１
６
４
９
５
１
４
７
５
０
１

Ｑ
ｏ
り
４

２

１
■
一
　
　
　
１
■

人

■
　
１

寮
宅
居
家
借
ト
舎
宅
居

類

賄
住
同

同

一
業
営

種

社

居

宅

一
騰
べ

住

用
団
一

会
自
自
借
間
ア
雇
公
ホ

小
｝

÷
六
ヘ
ド
升
ヅ

況状勤通 ％
１
，
，
，
員
人
，

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
２
１
４
２
８
１
６
２
６
　
　
　
　
　
，

６
３
れ
５
０
６
３
０
８
４
０
　
２
　
　
　
ｏ
ｏ
２
３
　
　
　
　
　
，

法
方
勤
通

み
坤
車
筆
雌
ぺ
三
転
勤
谷
徒
自
自
通
私
通

人
当
り
定
時
昇
給
及
び
臨
時
昇
給
額
を
交
渉
す
る
。
四
一
年
春
は
三
、

五
〇
〇
円
、
一
二
・
七
劣
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
熔
接
職
場
の
従
業
員
に

つ
い
て
、
一
方
八
○
円
の
熔
接
手
当
を
支
給
す
る
ほ
か
は
、
職
種
、
職

務
一
」
応
ず
る
項
目
は
な
い
。
ま
た
、
能
率
給
的
、
報
賞
金
的
な
も
の
は
、

全
く
実
施
し
た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
。
こ
の
点
、
作
業
内
容
に
お
い

て
多
分
に
共
通
性
の
あ
る
、
前
記
Ｐ
鉄
工
・
Ｑ
鉄
工
の
旧
鉄
鋼
方
式
と

は
は
な
は
だ
対
照
的
て
あ
る
。
Ｒ
金
属
　
　
一
般
に
非
鉄
金
属
の
圧
延

加
工
は
、
最
近
は
幾
分
変
貌
し
っ
つ
あ
る
が
、
多
種
少
量
生
産
方
式
で

あ
っ
て
能
率
計
算
が
複
雑
で
あ
り
、
材
料
が
比
較
的
高
価
（
鉄
に
比
べ
）

関
西
地
方
在
住
の
次
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
能
率
給
に
よ
る
刺
激
に
不
透
当
な
要
因
か
多
い
、

と
一
応
は
い
え
る
が
、
エ
、
れ
だ
け
で
説
明
の
っ
く
こ
と
で
は
な
い
。
多

分
に
歴
史
的
な
、
労
使
関
係
の
具
体
的
な
か
ら
み
合
い
の
中
で
、
ユ
、
う

な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
と
も
か
く
、
Ｐ
・
Ｑ
に
比
べ
て
、

よ
り
温
和
ユ
戸
は
労
使
関
係
　
　
と
く
一
」
職
場
レ
ベ
ル
て
の
－
１
－
の
表
現
て

は
あ
る
。
そ
れ
は
、
炭
鉱
離
職
者
が
比
較
的
よ
く
適
応
・
定
着
し
え
て

い
る
基
本
的
な
要
因
の
少
く
と
も
一
っ
で
は
な
い
か
、
と
お
も
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
炭
鉱
離
職
者
の
集
団
採
用
に
あ
た
っ
一
、
、
Ｒ
金
属
の
労
務
担
当
者
は
、

炭
鉱
特
有
の
労
務
管
理
を
つ
ぶ
さ
に
研
究
し
て
、
か
な
り
徹
底
的
な
対

策
を
講
じ
た
。
Ｋ
炭
鉱
の
職
員
を
、
労
務
課
主
任
に
ー
迎
え
一
、
課
長
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
た
こ
と
も
〉
、
の
一
っ
で
あ
る
。
第
一
陣
三
〇
余
名
は
、
空

い
た
杜
宅
及
び
独
身
寮
一
」
収
容
し
た
が
、
通
勤
圏
内
に
建
築
中
の
事
業

団
宿
舎
に
手
を
打
っ
て
、
第
２
陣
以
下
の
大
部
分
を
そ
こ
に
入
居
さ
せ
、

通
勤
バ
ス
を
買
い
足
し
て
送
迎
す
る
一
」
と
に
し
た
。
都
市
労
働
者
に
は

当
然
と
お
も
え
る
通
勤
時
間
も
、
炭
鉱
離
職
老
に
と
っ
て
は
苦
痛
で
あ

り
、
し
ぼ
し
ぼ
離
職
の
原
因
と
な
る
。
職
場
・
住
屠
・
通
勤
途
中
ま
で
、

す
べ
て
の
生
活
時
間
を
旧
知
の
炭
鉱
仲
問
と
す
ご
せ
る
よ
う
に
計
ら
．
っ

た
。
工
場
の
更
衣
室
・
浴
場
も
拡
充
し
て
炭
鉱
の
水
準
に
近
づ
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
七
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
っ
ぎ
に
「
…
炭
鉱
で
は
労
務
管
理
機
構
が
強
力
で
、
労
務
係
が
労
働

者
一
人
一
人
を
実
に
よ
く
掌
握
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
話
を
す
る
。
こ
ち
ら

で
は
労
務
係
は
ス
タ
ッ
フ
で
、
採
用
・
配
置
や
賃
金
交
渉
な
ど
を
の
ぞ

い
た
目
常
の
労
務
管
理
は
、
現
場
の
係
長
・
職
長
に
権
隈
が
あ
り
、
一

々
の
苦
情
な
ど
は
労
務
係
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
」
仕
組
で
あ
る
。
炭

鉱
離
職
者
に
つ
い
て
は
、
過
渡
的
措
置
と
し
て
、
採
用
面
接
に
当
っ
た

労
務
係
長
が
苦
情
相
談
の
窓
口
と
な
り
、
現
場
の
監
督
者
は
作
業
に
つ

い
て
の
指
示
・
指
導
に
当
る
だ
け
で
、
多
少
と
も
本
人
に
と
っ
て
こ
た

え
る
よ
う
な
叱
責
・
勧
告
等
は
労
務
係
長
を
通
じ
て
伝
達
す
る
こ
と
と

し
た
。
炭
鉱
離
職
者
の
な
か
か
ら
、
も
と
採
炭
の
組
長
や
労
働
組
合
役

員
の
よ
う
な
イ
ソ
フ
ォ
ー
マ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
を
え
ら
ん
で
世
話
人
と
し
、

炭
鉱
離
職
老
の
苦
情
を
出
や
す
く
し
、
ま
た
実
情
掌
握
の
便
と
し
た
。

職
長
に
対
す
る
不
満
や
、
配
置
転
換
の
申
出
な
ど
、
苦
情
の
数
は
多
く
、

労
務
係
長
は
、
現
場
管
理
者
と
炭
鉱
離
職
者
と
の
問
に
立
っ
て
調
整
に

奔
走
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
。
　
「
炭
鉱
離
職
者
は
、
信
頼
で
き
る
と
な

る
と
、
何
で
も
し
て
も
ら
い
た
が
り
、
ど
ん
た
こ
と
で
も
云
う
て
く

る
。
…
…
」
炭
鉱
離
職
者
の
特
別
扱
い
の
度
が
す
ぎ
る
、
と
い
う
苦
情

は
多
か
っ
た
が
、
大
て
い
の
こ
と
は
炭
鉱
離
職
者
の
言
分
を
立
て
て
や

っ
て
、
早
期
離
職
防
止
に
全
力
を
あ
げ
、
採
用
後
三
ヶ
月
を
径
過
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
七
四
六
）

頃
か
ら
、
徐
々
に
本
来
の
管
理
体
制
に
も
っ
て
い
っ
た
。

　
…
…
い
か
に
炭
鉱
離
職
者
が
特
殊
の
取
扱
い
を
要
す
る
と
い
っ
て
も
、

い
っ
ま
で
も
温
室
に
入
れ
て
お
く
の
は
会
杜
全
体
の
気
風
を
害
し
、
彼

ら
自
身
の
た
め
に
も
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
は
や
く
都
会
生
活
に
と
け
こ

む
よ
う
に
努
力
す
べ
き
こ
と
を
機
会
あ
る
毎
に
強
調
し
、
梵
稼
ぎ
荒
づ

か
い
の
習
慣
を
や
め
て
ケ
チ
ケ
チ
し
た
消
費
生
活
に
馴
れ
る
よ
う
買
物

の
仕
方
な
ど
も
指
導
し
、
共
稼
ぎ
で
き
な
い
主
婦
に
内
職
を
あ
っ
せ
ん

し
、
…
－
・
等
々
生
活
指
導
に
力
を
入
れ
た
。
事
業
団
宿
舎
の
入
居
期
間

を
す
ぎ
る
頃
か
ら
、
市
営
住
宅
へ
の
転
居
を
推
奨
（
一
年
）
あ
っ
せ
ん

し
、
現
在
（
四
一
年
八
月
）
ま
で
に
、
六
〇
世
帯
が
転
居
し
た
。
…
…

　
以
上
、
労
務
担
当
者
の
口
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
Ｒ
金
属
の
受
入
施

策
は
相
当
な
も
の
で
あ
り
、
定
着
率
を
高
か
ら
し
め
た
大
き
な
要
因
で

あ
る
こ
と
は
推
察
し
て
よ
い
。
家
族
の
退
職
の
大
部
分
は
、
主
人
だ
け

の
収
入
で
生
活
の
見
通
し
が
つ
い
た
主
婦
の
退
職
で
あ
り
、
貨
幣
鋳
造

の
注
文
が
一
段
落
し
た
現
在
で
は
、
会
杜
に
と
っ
て
む
し
ろ
の
ぞ
ま
し

い
位
で
あ
る
。
炭
鉱
離
職
者
自
身
の
退
職
理
由
と
し
て
は
、
体
力
的
に

仕
事
が
辛
く
、
そ
の
割
に
賃
金
が
低
い
…
…
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、

転
職
先
士
し
て
は
、
商
事
会
杜
（
雑
役
）
大
阪
市
清
掃
局
、
市
内
の
機

器
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
機
器
メ
ー
カ
ー
は
、
居
住
し
て
い



る
事
業
団
宿
舎
か
ら
自
転
車
通
勤
で
き
る
工
場
で
あ
り
、
別
の
軽
金
属
　
　
拒
絶
反
応
を
示
す
よ
う
た
、
牢
因
た
る
慣
行
制
度
が
確
立
し
て
い
な
か

加
工
工
場
か
ら
は
、
急
な
人
集
め
の
必
要
か
ら
、
引
抜
き
を
か
け
て
き
　
　
っ
た
。
多
分
に
一
労
務
係
長
の
熱
意
と
工
夫
に
支
え
ら
れ
た
受
入
施
策

て
、
数
人
が
引
抜
か
れ
た
。
こ
の
地
域
は
、
阪
神
工
業
地
帯
の
な
か
で
　
　
が
、
大
き
な
低
抗
も
な
く
実
施
さ
れ
た
主
た
る
理
由
は
、
そ
こ
に
あ
ろ
う
。

も
、
も
っ
と
も
活
気
の
あ
る
、
労
働
力
窮
迫
地
域
で
あ
り
、
こ
の
種
の
　
　
　
こ
の
よ
う
な
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
　
　
ま
さ
に
こ
の
成
果
の
故
に
、

こ
と
は
、
あ
る
て
い
ど
避
け
が
た
い
と
い
う
。
要
す
る
に
Ｒ
金
屋
の
退
　
　
っ
ぎ
の
成
長
段
階
で
は
、
よ
り
強
化
さ
れ
た
年
功
賃
金
制
度
の
下
で
、

職
者
は
、
椴
し
て
そ
れ
な
り
に
積
極
的
な
転
職
　
　
「
上
向
」
移
動
し
　
　
中
高
年
労
働
カ
ヘ
の
依
存
度
が
高
ま
り
、
年
々
の
賃
金
引
上
げ
が
、
径

て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
へ
の
重
圧
と
な
る
事
態
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
工
部
門
の
拡

　
非
鉄
金
属
加
工
業
で
は
・
総
原
価
中
・
素
材
費
が
決
定
的
な
比
重
を
　
　
大
が
、
冶
金
作
業
と
な
ら
ん
で
機
械
加
工
作
業
の
比
重
を
次
第
に
増
大

占
め
・
か
っ
そ
の
価
格
変
動
が
は
げ
し
い
の
で
・
製
品
価
格
の
契
約
こ
　
　
主
、
せ
て
い
く
優
向
と
む
す
び
っ
い
て
、
管
理
組
織
と
賃
金
制
度
の
変
更

際
し
て
は
材
料
費
を
別
建
て
に
し
た
賃
加
工
形
式
を
と
る
。
Ｒ
金
属
は
、
　
　
　
一
方
で
は
能
率
給
、
他
方
で
は
職
務
給
の
導
入
が
課
題
と
な
る
で

Ｍ
金
属
鉱
業
と
の
長
期
契
約
に
よ
っ
て
安
定
し
た
建
値
で
一
定
量
の
素
　
　
あ
ろ
う
。
炭
鉱
離
職
者
を
含
む
中
高
年
従
業
員
に
と
っ
て
シ
ビ
ァ
な
事

材
の
供
給
を
受
げ
て
お
り
・
国
際
価
格
の
騰
貴
傾
向
に
支
え
ろ
れ
て
・
　
　
態
が
、
い
っ
訪
れ
る
か
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
予
測
で
き
な
い
が
。

概
し
て
市
価
建
値
の
時
期
が
多
く
有
利
な
競
争
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
３
，
Ｓ
ア
ル
ミ
に
お
げ
る
炭
鉱
離
職
者

こ
の
よ
う
な
企
業
と
し
て
の
ゆ
と
り
が
、
将
来
か
な
り
の
人
件
費
負
担
　
　
　
　
「
Ｓ
ア
ル
、
・
・
」
は
ア
ル
、
、
・
加
工
の
中
堅
企
業
で
、
従
業
員
六
二
二
名

を
必
然
な
ら
し
め
る
よ
う
な
彩
の
、
炭
鉱
離
職
者
受
入
施
策
を
可
能
に
　
　
　
（
本
工
五
九
〇
、
臨
時
．
嘱
託
三
二
）
の
う
ち
炭
鉱
離
職
者
及
び
家
族
八
一

し
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
杜
が
比
較
的
歴
史
が
浅
く
、
個
人
企
業
　
　
名
（
本
工
七
一
、
臨
時
．
嘱
託
一
〇
）
を
雇
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和

的
な
経
営
の
ま
ま
で
着
実
に
成
長
し
、
近
年
よ
う
や
く
大
企
業
ら
し
く
　
　
四
一
年
八
月
現
在
の
数
字
で
、
こ
こ
に
至
る
推
移
は
く
皿
ｉ
Ｂ
－
ｕ
ｖ

な
っ
て
来
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
管
理
機
構
全
般
、
と
く
に
労
務
管
　
　
の
ご
と
く
で
あ
る

理
の
面
で
若
さ
が
あ
り
、
Ｐ
鉄
工
等
の
ご
と
く
炭
鉱
離
職
者
に
対
し
て
　
　
　
同
杜
の
炭
鉱
離
職
者
採
用
の
契
機
は
、
っ
ぎ
の
三
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
一
」
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
一
二
二
（
七
四
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
）
　
み
　
の
況
員
状
杜
動
（
移員人年

４
１
～年

３
８和昭

、
、
、

ルアＳ＞ｕＢ仙

他の
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４
　
０
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Ｏ
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）
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１
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１
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２
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１
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）
　
１
　
７
‘
　
◎
ｏ

停

Ｏ
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１
１
一

■

他の

１
■
　
ｏ
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
り
４
４
　
Ｆ
０
　
１
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一

用

そ

１
炭

（
Ｕ
　
ｎ
６
　
ｎ
６
９

ｎ
６
０
ワ
２

採

１

，

卒

７
‘
　
ｎ
６
　
ｏ
Ｊ
　
３

学

４

（
ｏ
　
４

籍

８
　
３
　
０
　
６
ｏ
）
　
４
　
１
■
　
ｏ
）

（
Ｏ
　
（
０
　
７
‘
　
＾
Ｏ

在期

０
４
　
０
４
　
り
ん
　
Ｏ
Ｏ

１
■
　
１
■

ユ

男
女

１
１
～
１
１
～
ユ
～
ユ
～

）

◎
ｏ
１
９
１
（
）
１
１
↓
１
↓

時

時

３
８
．
ふ
３

３
．
４
９

４
．
０
．
１

臨

ｏ
ｏ
　
４

４

（

１
、
三
八
、
九

年
に
か
げ
ア

　
ル
ミ
製
繊
維

関
係
器
具
の

開
発
や
サ
ッ

　
シ
部
門
の
新

設
に
よ
っ
て
、

　
一
〇
〇
名
以

上
の
増
員
の

必
要
が
生
じ

　
た
。

２
、
ま
さ
に
そ

　
の
時
期
に
。
、

　
三
八
年
八
三

人
、
三
九
年

　
一
〇
八
人
の

　
大
量
退
職
者
が
出
た
。
そ
の
大
部
分
は
勤
続
三
～
五
年
の
現
場
作
業

員
で
あ
り
、
緊
急
に
補
充
せ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

３
、
同
系
の
「
Ｆ
ア
ル
ミ
」
（
東
京
）
で
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し
、
成
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
七
四
八
）

　
良
好
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
九
四
名
の
大
半
は
、
見
島
・
三
菱
崎
戸
・
古
河
目
尾
な
ど
の
大
手
炭

鉱
か
ら
の
集
団
採
用
で
あ
る
が
、
一
都
、
い
っ
た
ん
大
阪
周
辺
の
他
の

企
業
に
就
職
し
て
い
た
転
職
者
を
含
む
。
最
初
か
ら
本
採
用
と
し
、
主

要
職
場
の
す
べ
て
に
分
属
さ
せ
た
。
配
置
に
あ
た
っ
て
格
別
の
適
性
検

査
な
ど
は
行
な
わ
ず
、
た
だ
、
比
較
的
若
年
者
を
素
材
部
門
（
熔
解
量
．

押
出
）
に
、
中
高
年
者
を
製
品
部
門
に
選
択
配
置
し
た
。
第
一
に
、
素

材
部
門
は
二
交
代
制
の
重
労
働
で
あ
り
、
残
業
も
多
い
。
第
二
に
、
同

杜
の
賃
金
は
年
功
給
体
系
で
初
任
給
も
年
令
別
に
差
が
あ
る
の
で
、
低

賃
金
に
若
年
層
は
な
る
の
を
、
深
夜
割
増
で
幾
分
補
な
う
意
味
も
含
め

て
そ
う
し
た
。
　
（
四
一
年
八
月
現
在
の
べ
ー
ス
は
基
本
給
二
七
、
六
〇
九
円
、

家
族
手
当
九
七
四
円
、
住
宅
手
当
七
〇
九
円
、
残
業
手
当
等
約
五
、
○
○
○
円

。
基
本
給
は
よ
く
あ
る
年
令
給
・
勤
続
給
・
職
能
給
の
三
本
立
で
あ
る
。
　
四
一

年
春
の
賃
上
の
配
分
は
、
こ
こ
数
年
、
若
年
層
重
点
の
配
分
が
つ
づ
い
た
こ
と

の
修
正
の
意
味
で
、
中
年
層
に
手
厚
く
し
た
と
い
う
。
）

　
炭
鉱
離
職
者
の
離
職
率
は
他
に
比
べ
低
く
、
現
在
で
は
職
場
の
中
軸

と
な
っ
て
い
る
者
も
か
な
り
あ
る
。
退
職
理
由
の
大
半
は
、
給
与
に
対

す
る
不
満
　
　
よ
り
高
収
入
を
求
め
て
の
転
職
で
あ
る
。
大
部
分
か
事

業
団
宿
舎
に
居
住
し
、
「
う
ま
い
口
」
に
っ
い
て
の
情
報
が
た
え
ず
流
通



し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
労
務
担
当
者
○
意
見
で
は
、
同
杜
の
炭
鉱
離
　
　
の
執
行
部
こ
は
、
副
委
員
長
一
、
－
か
執
行
委
員
の
四
分
〇
一
ま
イ
、
炭
鉱
離

職
者
の
雇
用
は
・
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
上
げ
た
、
と
判
断
し
て
い
ろ
。
　
　
職
者
が
進
出
し
て
い
る
が
、
会
杜
の
人
員
縮
少
方
針
一
」
協
力
し
、
条
件

　
Ｓ
ア
ル
ミ
は
・
創
業
は
ふ
る
い
が
・
長
く
個
人
企
業
的
な
経
営
を
っ
　
　
闘
争
に
終
始
し
た
。
し
か
し
、
表
の
示
す
よ
う
に
、
炭
鉱
離
職
者
の
退

づ
け
・
昭
和
三
四
年
・
財
閥
系
「
Ｆ
軽
金
属
」
の
系
列
下
一
」
入
り
・
Ｆ
　
　
職
希
望
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
か
ら
、
整
理
後
、
従
業
員
総
数
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
比
率
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
二
二
％
と
な
っ
た
。
会
杜
は
な
お
大
企

軽
金
属
か
ら
役
員
を
迎
え
急
速
に
製
品
を
多
様
化
し
つ
つ
成
長
し
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
へ
の
「
成
長
」
過
程
で
乗
り
こ
え
ね
ぽ
な
ら
ぬ
問
題
の
多
く
を
未
解

め
た
。
そ
の
頃
か
ら
労
使
関
係
が
不
安
定
と
た
り
、
幾
度
か
ス
ト
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
の
ま
ま
抱
え
て
お
り
、
今
後
も
波
潤
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の

キ
が
起
り
、
組
合
役
員
の
政
権
交
代
（
お
ん
健
な
路
線
の
わ
る
く
い
，
見
ぼ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
の
致
命
的
な
要
点
と
な
る
労
使
関
係
の
安
定
化
に
つ
い
て
、
再
び
同

ス
的
な
役
員
と
左
派
系
と
の
）
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
こ
う
し
入
」
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
は
炭
鉱
離
職
者
に
依
存
す
る
こ
と
一
」
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

Ｆ
金
属
が
ら
経
理
・
労
務
な
ど
の
管
理
職
員
が
出
向
し
、
管
理
体
制
の

近
代
化
に
っ
と
め
て
き
た
。
三
八
、
三
九
年
に
大
量
退
職
者
が
出
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
、
四
つ
の
中
小
企
業
の
事
例

は
、
数
年
間
に
累
積
し
た
従
業
員
問
の
あ
つ
れ
き
、
会
杜
の
先
行
に
対

す
る
不
安
が
、
労
働
力
不
足
、
流
動
化
の
時
期
に
１
な
っ
て
、
噴
出
し
た
　
　
　
Ｓ
市
内
で
炭
鉱
離
職
者
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る
、
若
干
の
中
小

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
炭
鉱
離
職
者
の
雇
用
は
、
Ｓ
ア
ル
、
、
、
に
と
っ
て
、
　
企
業
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

経
営
危
機
打
開
の
意
味
を
こ
め
た
一
っ
の
切
礼
と
し
て
機
能
し
た
、
と
　
　
　
　
〈
Ｈ
－
Ｃ
ｉ
１
〉
の
よ
一
）
に
、
四
杜
い
ず
れ
も
炭
鉱
離
職
者
へ
の
依

い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
率
が
高
く
、
丁
鋼
管
・
Ｕ
化
工
で
は
半
ぼ
ち
か
く
に
達
し
て
い
る
。

　
四
〇
年
後
半
に
な
る
と
、
同
杜
の
丁
成
長
」
製
品
で
あ
る
紡
績
用
器
　
　
定
着
率
も
か
な
り
高
い
。

具
の
需
要
が
一
巡
減
退
し
、
全
般
的
な
景
気
調
整
と
合
体
し
て
、
同
杜
　
　
　
Ｓ
市
は
、
新
た
な
臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
鉄
鋼
．
石
油
化
学
を
は

は
再
び
苦
境
に
お
ち
い
っ
た
。
老
朽
設
備
の
素
材
部
門
な
ど
不
採
算
部
　
　
じ
め
と
す
る
大
企
業
が
立
地
し
、
内
陸
部
に
は
そ
れ
ら
大
企
業
の
下
請

門
を
縮
少
し
、
一
〇
〇
名
の
希
望
退
職
募
集
を
行
な
っ
た
。
労
働
組
合
　
　
や
関
連
の
中
小
企
業
が
急
激
に
新
設
な
い
し
拡
充
し
つ
つ
あ
る
、
活
発

　
　
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
一
一
五
（
七
四
九
）

６
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例
月
事
８

用
－
年
雇
和
者
昭
職離鉱炭の業企小

ノ

中内市Ｓ
１
＞Ｃ

仙

る
）

工
精
Ｗ
Ｉ

　
　
　
　
４
０
　
　
１
　
７
～
５
０
８
・
５
６
・
３
８
５
ー
ユ
ー
６
和
　
　
　
　
昭

造
鋳
Ｖ

　
　
　
　
３
９
　
側
０
　
５
一
５
７
６
．
０
７
・
３
６
７
２
３
４
６
和
　
　
　
　
昭

材
建
Ｕ

　
　
　
　
３
９
　
　
３
　
０
～
３
９
８
．
２
５
・
３
６
１
４
６
４
９
７
和
　
　
　
　
昭

管
鋼
Ｔ
Ｉ

　
　
　
　
４
０
　
０
劃
２
　
７
～
５
７
３
・
２
１
・
３
８
１
５
６
４
８
８
和
　
　
　
　
昭

徽
例
鴬
期
簑
為
為
従
う
　
炭
率
採
　
　
　
．
着
炭
ａ
ｂ
　
ｃ
定

　
　
を
迎
え
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

者
の
受
入
に
万
全
を
期
す
る
た
め
に
雇
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。

れ
の
企
業
に
と
っ
て
、
近
代
的

っ
た
労
務
管
理
の
導
入
者
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

の
戦
略
的
意
義
の
ゆ
え
｝
」
、
実
質
的
に
全
般
的
管
理
の
中
枢
を
占
め
る

に
至
っ
て
い
る
。

た
労
働
需
要
を
反
映
し
て
、
労
働

異
動
も
は
げ
し
く
求
職
倍
率
・
求

人
充
足
率
と
も
、
大
阪
府
下
で
最

低
の
水
準
に
あ
る
。
こ
う
し
た
な

か
で
、
小
企
業
か
ら
中
堅
企
業
へ

の
道
を
歩
ん
で
い
る
前
記
の
四
杜

に
と
っ
て
、
炭
鉱
離
職
者
の
雇
用

は
、
ま
さ
に
決
定
肘
な
「
成
長
」

条
件
を
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
四
杜
と
も
、
炭

鉱
離
職
者
の
採
用
と
同
時
ま
た
は

先
立
っ
て
、
炭
鉱
労
務
管
理
職
員

（
か
れ
ら
自
身
も
炭
鉱
離
職
者
で
あ

　
　
か
れ
ら
は
、
単
に
炭
鉱
離
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ

と
は
い
え
ぬ
ま
で
も
一
応
形
の
整

　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
労
務
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
へ
七
五
〇
）

１
、
丁
鋼
管
に
お
げ
る
炭
鉱
離
職
者

　
長
年
、
鋼
管
の
冷
間
引
抜
加
工
を
営
ん
で
き
た
個
人
企
業
で
あ
っ
た

が
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
の
熔
接
及
引
抜
技
術
を
開
発
し
て
、
昭
和
三
〇

年
に
会
杜
組
織
と
な
り
、
三
六
年
Ｓ
市
内
陸
部
に
新
工
場
を
建
設
し

た
。
以
後
、
継
目
な
し
ス
テ
ソ
レ
ス
鋼
管
、
レ
ァ
メ
タ
ル
（
タ
ン
タ
ル
、

チ
タ
ン
等
）
鋼
管
の
分
野
に
も
進
出
し
、
逐
次
拡
張
中
で
あ
る
。
製
品

用
途
は
主
と
し
て
化
学
・
食
品
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
船
舶
・
航
空
機
エ
ソ

ジ
ン
用
で
あ
力
、
素
材
は
、
Ｎ
金
属
（
ス
テ
ン
レ
ス
板
）
・
Ｓ
製
鋼
（
押
出

素
管
）
か
ら
供
給
さ
れ
る
。
　
Ｎ
金
属
は
Ｎ
鋼
管
の
系
列
下
に
あ
る
ス
テ

ソ
レ
ス
・
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
昭
和
四
一
年
三
月
、
丁
鋼
管
は
Ｎ
金
属

の
資
本
を
導
入
し
、
Ｎ
金
属
か
ら
常
務
取
締
役
が
派
遺
さ
れ
た
っ
当
杜

の
技
術
は
強
く
、
将
来
性
が
あ
り
、
投
資
意
欲
は
旺
盛
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
他
方
で
は
、
製
品
需
要
が
拡
大
基
調
な
が
ら
変
動
が
烈
し
い

た
め
に
、
し
ば
し
ば
き
び
し
い
資
金
難
に
お
ち
い
る
。
か
く
し
て
系
列

化
は
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
同
杜
の
炭
鉱
離
職
者
採
用
は
、
昭
和
三
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

左
に
示
す
よ
う
に
、
三
八
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
の
労
働
力
需
要
の

大
部
分
は
、
炭
鉱
離
職
者
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。
そ
の
他
の
源
泉
、
と
く

に
新
規
学
卒
者
の
求
人
努
力
を
怠
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
年
々
十
名



前
後
し
か
集
ら
ず
、
定
着
も
よ
く
な
い
。

　
労
務
担
当
の
Ｍ
氏
は
、
杜
長
の
甥
に
当

り
、
大
手
Ｕ
炭
鉱
の
労
務
職
員
と
し
て
十

年
以
上
の
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
新
工
場

設
立
と
共
に
、
勤
労
課
長
と
し
て
迎
え
ら

れ
、
賃
金
体
系
や
就
業
規
則
の
整
備
、
厚

生
施
設
の
充
実
な
ど
を
手
が
け
た
。
そ
の

当
初
は
、
炭
鉱
離
職
者
雇
用
は
予
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
設
備
拡
充

要
員
の
充
足
困
難
が
決
定
的
と
な
る
に
及

ん
で
、
経
験
を
生
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。

』

ｊ
’
‘
■
１
■
，
１

他の

（
ｏ
【
、
’
１
６
８
Ｑ
ｏ
８
９
９
８

そ

３
１
－

■
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

１

者職

１
【
－
ｏ
ｏ
９
【
／

離

１
２
６
Ｆ
’
ズ
ｏ

鉱炭

，

１

１
■

数

公
心
↓
一
小

”
／
４
４
Ｆ
〇
一
Ｌ
ｏ

員

０
１
５
７
５

１
■
１
↓
１
↓
■
↓
１
↓

業従

ｌ
Ｉ
ｌ
■
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１

１
’

４
２
ワ
ゴ
７
ｏ
ｏ

８
９
９
０
１
■
一

３
３
３
４
４

和
和
和
和
和

昭
昭
昭
昭
昭

１

ま
ず
、
出
身
の
Ｕ
炭
鉱
か
ら
縁
故
者
を
中
心
に
十
余
名
を
採
用
し
、
成
績

の
良
い
の
に
自
信
を
得
て
逐
次
増
強
し
、
三
井
系
や
一
部
中
小
炭
鉱
の

出
身
者
に
も
枠
を
ひ
ろ
げ
た
。
第
一
陣
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
か
ら
借

用
し
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
十
戸
と
、
一
部
の
独
身
寮
に
収
容
し
た
。
第
二

陣
以
下
は
事
業
団
宿
舎
お
よ
び
事
業
団
融
資
に
よ
る
杜
宅
（
鉄
籏
ア
パ

ー
ト
ニ
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
三
九
年
に
建
設
ご
」
入
れ
、
バ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
居
住
老
も

杜
宅
に
移
転
さ
せ
た
。
炭
鉱
離
職
者
に
は
、
採
用
後
一
年
間
、
家
賃
全
額

を
支
給
し
、
そ
の
後
二
年
問
半
額
を
補
助
し
た
。
そ
の
後
、
事
業
団
宿

関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舎
居
住
考
の
大
部
分
は
、
府
営
住

　
　
　
　
炭
、
９
）
７
）
　
　
　
長

　
　
　
　
地
汁
　
鷲
　
宅
に
管
、
炭
鉱
離
讐
向
け
公

　
　
　
　
　
６
　
　
　
働

　
　
　
　
　
男
女
　
　
　
　
　
　
　
営
住
宅
申
込
み
の
制
度
が
設
け
ら

　
　
炭
３
）
０
）
部
　
　
　
炭
１
）
３
）
　
　
　
れ
て
い
る
。
昭
和
四
二
年
度
一
七

目
員
　
　
ち
６
Ｇ
止
垣
　
　
　
　
ち
（
（

人
う
養
瀕
　
う
蓋
　
○
戸
一
詳
細
は
別
記
一
、
四
一
年
八

織
粥
男
女
う
　
鶉
男
女
　
月
現
在
の
居
住
状
況
は
下
記
の
と

組の
課
課
課
課
課
課
所
課
課
課
課
　
お
り
で
あ
る
。
同
杜
の
杜
宅
は
、

管
　
　
　
　
　
　
張

鋼
造
程
術
査
売
務
出
券
労
材
理
民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
用
し
た
も
の

丁
　
　
　
　
　
　
京

　
製
工
技
検
販
業
東
庶
勤
資
径

、
■
吋
零
喘
二
一

仙
３
代
霧
　
　
計
　
五
七
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
含
め
て
三
〇
戸
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
劣
を
炭
鉱
離
職
者
が
占
め
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
別
に
独
身
寮
二
棟
に
一
四
人
を
収
容
し
て
い
る
が
、

こ
の
中
に
は
炭
鉱
離
職
老
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
同
杜
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
老
の
配
置
は
、
〈
ｎ
；
Ｃ
；
２
ｖ
の
ご
と

く
で
、
基
幹
部
門
の
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
製
造
課
の
下
部
組
織

は
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
七
五
一
）
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課
長
　
　
　
組
長
２
（
基
幹
工
程
）
１
班
長
７
　
　
一
般
工
員

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
う
ち
炭
鉱
離
職
者
１
）

　
　
係
長
１
１
主
任
５
（
補
助
工
程
）
　
　
一
般
工
員

と
な
っ
て
お
り
、
平
工
員
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
炭
鉱
離
職
者
で
あ
る
。

山
灰
鉱
離
職
者
の
成
績
が
良
い
と
か
わ
る
い
と
か
い
う
状
況
で
は
な
い
、

全
面
的
存
在
で
あ
る
。

　
Ｍ
氏
に
よ
る
と
、
炭
鉱
離
職
者
の
第
一
陣
は
、
顔
見
知
り
、
ま
た
は

そ
れ
に
準
ず
る
人
々
の
な
か
か
ら
吟
味
し
て
え
ら
ん
だ
関
係
で
、
揃
っ

て
質
が
よ
か
っ
た
。
後
に
な
る
ほ
ど
質
が
わ
る
く
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
お
な
じ
職
場
に
居
た
者
を
ま
と
め
て
採
用
し
た
ケ
ー
ス
は
と
く
に

　
　
＊

わ
る
い
。
ま
た
、
大
手
炭
鉱
の
出
身
者
と
中
小
炭
鉱
の
そ
れ
と
を
比
べ

る
と
、
や
は
り
大
手
出
身
の
方
が
健
全
な
常
識
を
も
っ
て
い
る
。
中
小

の
出
身
者
は
辛
抱
が
足
り
な
い
き
ら
い
が
あ
り
、
退
職
し
た
者
も
中
小

出
身
に
多
い
。

　
　
・
炭
鉱
離
職
者
は
団
結
、
相
互
援
助
の
気
風
が
強
く
、
顔
見
知
同
志
の
集
団

　
　
就
職
を
望
む
傾
向
が
あ
る
。
遠
隔
地
に
就
職
す
る
ぼ
あ
い
は
、
誰
し
も
そ

　
　
う
で
あ
ろ
う
が
、
炭
鉱
離
職
者
は
と
く
に
こ
の
傾
向
が
強
く
、
職
安
で

　
　
も
、
雇
用
主
側
に
対
し
て
は
、
た
る
ぺ
く
そ
の
方
向
に
指
導
し
て
い
る
。

　
　
そ
れ
が
移
職
状
職
へ
の
意
志
決
定
を
円
滑
な
ら
し
め
、
新
職
場
の
定
着
度

　
　
を
高
め
る
効
能
が
あ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
が
一
つ
ま
ち
が
う
と
逆
に
、
仲
問

　
　
の
職
場
適
応
を
阻
害
し
、
集
団
離
職
に
み
ち
び
く
の
で
あ
る
。
丁
鋼
管
で

　
　
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
三
名
が
毎
月
一
〇
日
以
上
欠
勤
し
て
職
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
七
五
二
）

の
ふ
ん
い
き
を
害
し
て
い
る
。
平
均
出
勤
率
九
五
～
九
七
％
を
目
標
に
し

て
い
る
の
が
、
最
近
は
九
〇
％
か
つ
か
つ
で
あ
る
。

　
鋼
管
の
熔
接
・
引
抜
作
業
は
、
従
来
、
熟
練
工
と
な
る
の
に
七
年
を

要
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
炭
鉱
離
職
者
の
能
率
向
上
の
テ
ソ
ポ
は
、
こ

の
常
識
よ
り
も
、
か
な
り
は
や
い
よ
う
で
あ
る
。
異
動
の
は
げ
し
い
近

年
の
若
年
労
働
者
に
比
べ
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
従
来
、
同
杜
に
採

用
さ
れ
勤
続
を
重
ね
て
き
た
人
々
に
比
べ
て
も
、
炭
鉱
離
職
者
の
質
は

や
や
水
準
が
高
い
よ
う
に
み
え
る
。
も
っ
と
も
、
設
備
の
合
理
化
が
す

す
ん
で
い
る
の
で
正
確
な
比
較
は
で
き
な
い
。

　
炭
鉱
離
職
者
が
ふ
え
て
一
人
前
の
技
術
を
発
揮
し
は
じ
め
る
に
つ
れ
、

か
れ
ら
か
各
種
の
優
遇
措
置
　
　
と
り
わ
け
、
公
営
庄
宅
に
も
別
枠
入

居
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
と
　
　
を
受
け
て
い
る
下
請
も
加
わ

っ
て
、
従
来
か
ら
の
従
業
員
と
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
て
お
り
、
か
れ
ら

の
離
職
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
Ｍ
氏
の
、
い
ま
一
番
頭
を

な
や
ま
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
杜
の
炭
鉱
離
職
者
は
、
一
部
を
の
ぞ

い
て
、
よ
く
働
き
、
お
と
な
し
く
、
労
働
組
合
を
結
成
す
る
気
配
も
な

い
。
Ｍ
氏
は
組
合
結
成
を
抑
え
る
気
は
な
く
、
む
し
ろ
組
合
が
あ
っ
た

方
が
、
従
業
員
の
気
分
が
よ
く
把
め
て
管
理
上
プ
ラ
ス
に
な
る
と
お
も

っ
て
い
る
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
盛
り
上
ら
な
い
。
た
だ
し
　
　
酒
は
強



い
。
慰
安
会
な
ど
す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
飲
ん
で
積
極
的
に
騒
ぎ
、
全
体

の
ム
ー
ド
を
リ
ー
ド
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
、
他
の
忙
業
員
の
違
和

感
を
深
め
る
よ
う
で
あ
る
。
－
－
－
と
も
か
く
、
結
果
と
・
し
て
炭
鉱
離
職

者
は
、
現
場
従
業
員
の
大
半
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
（
四
一

年
夏
）
は
需
要
不
振
期
だ
か
ら
よ
い
が
、
っ
ぎ
の
拡
大
期
に
は
、
再
び

炭
鉱
離
職
者
の
新
規
採
用
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
辺
境
農

村
都
に
も
求
人
努
力
を
ひ
ろ
げ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
集
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
が
す
で
に
問
題
だ
が
、
集
ま
っ
た
と
し
て
か
れ
ら
炭
鉱
離

職
者
主
体
の
職
場
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
さ
ら

に
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。

　
同
杜
の
炭
鉱
離
職
者
は
、
三
〇
～
四
〇
才
台
の
中
年
層
が
主
体
で
、

少
数
の
若
年
者
が
加
わ
っ
て
い
た
。
採
用
後
二
～
三
年
を
経
た
現
在
、

成
績
の
差
が
よ
う
や
く
目
立
っ
て
来
た
。
炭
鉱
時
代
の
成
績
と
は
逆
に
、

若
年
者
の
技
術
が
急
速
に
の
び
て
き
て
い
る
。
中
年
者
は
、
ま
じ
め
だ

が
覇
気
・
粘
り
が
欠
け
て
い
て
、
あ
る
程
度
か
ら
先
へ
は
伸
び
に
く

い
　
　
こ
れ
は
工
程
課
長
の
感
想
て
あ
る
。

　
同
杜
の
四
一
年
八
月
の
平
均
賃
金
は
約
四
五
、
○
○
○
円
う
ち
基
準

内
賃
金
約
三
六
、
○
○
○
円
で
あ
る
。
賃
金
体
系
は
、
整
備
さ
れ
た
年

功
給
で
あ
る
〈
Ｉ
ｉ
Ｃ
－
３
〉
。

系体金賃管鋼丁
３
＞
‘
Ｃ
ｉ仙 ）

８
・

１
一

４和昭（

円
　
　
　
　
　
　
で
　
　
）
）
）
者
）

ｏ
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
〃
　
〃
格
円

○
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
資
Ｏ
Ｏ

花
旧
上
円
円
　
岬
円
舳
讐
楴

茅
写
、
孟
璃
鷲
円

薫
芹
円
円
岬
ぶ
”
”
的
抑

甘
鷺
篇
洲
目
の
－
－
－
級
身

　
０
　
３
　
　
　
　
人
勤
　
円
〃
〃
１
　
独

１
２
９
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
欠
　
　
１
５
１
２
ユ
Ｏ
接

一
一
ぎ
一
考
ぶ

給
給
給

令
歴
験

年
学
経

◎
◎
＠

中
高
大

小
「
へ
｛

っ
き

ユ
年
に

　
当
当
当

給売
手
手
手

缶
可勤
族
勤
所

＠
家
皆
箇

つに問時ユ

当手格資

額同と額除珪料険保会社

当
）
一
一
”

１
上
　
　
　
り
ん

第
↑
第

基

本

給

諸
手
当
（
管
理
職
手
当
を
の
ぞ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
歳
、
中
卒
、
勤
続
二
年
子
供
三
人
の
炭
鉱
離
職
者
を
と
れ
ぼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
準
内
で
二
八
、
Ｏ
○
○
円
前
後
に
な
る
。
残
業
五
〇
時
間
と
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
四
～
五
千
円
。
前
記
の
箇
所
手
当
ま
た
は
二
交
代
制
職
場
（
熔
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
焼
鈍
）
で
の
深
夜
割
増
・
運
転
手
当
を
加
え
る
と
三
万
六
～
八
千
円

関
西
地
方
在
住
の
一
灰
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
一
一
九
（
七
五
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

見
当
と
な
ろ
う
。
炭
鉱
離
職
者
の
収
入
と
し
て
、
平
均
以
上
で
は
あ
っ

て
も
以
下
で
は
な
い
。
炭
鉱
離
職
者
女
子
二
二
人
は
す
べ
て
同
杜
炭
鉱

離
職
老
従
業
員
の
配
偶
者
ま
た
は
子
女
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
ま
す
ま
す
状
況
は
良
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
手
当
か
せ
ぎ
目
的
の

申
合
せ
連
勤
（
↓
代
休
）
が
た
え
な
い
。

　
四
種
の
基
本
給
は
年
々
定
期
（
１
１
自
然
）
昇
給
す
る
。
前
記
例
の
炭

鉱
離
職
者
で
は
五
二
五
円
上
る
（
基
準
外
は
ね
か
え
り
を
合
め
て
六
五
〇
～

七
〇
〇
円
）
。
こ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
若
年
者
の
初
任
給
上
昇
と
の

調
整
を
含
め
て
、
特
別
昇
給
を
併
せ
て
行
な
う
。
Ａ
一
、
○
○
○
円
、

Ｂ
七
〇
〇
円
、
Ｃ
四
〇
〇
円
の
三
段
階
と
し
、
勤
続
年
数
・
出
勤
率
・

勤
務
成
績
の
三
要
素
に
よ
っ
て
査
定
す
る
。
四
一
年
春
の
特
別
昇
給
該

当
老
は
、
八
二
名
で
あ
っ
た
（
毎
年
総
員
の
三
〇
～
五
〇
％
を
該
当
さ
せ
る

方
針
で
あ
る
）
。
こ
れ
で
四
一
年
春
の
昇
給
率
は
、
約
十
％
と
な
っ
た
。

年
カ
の
賃
上
率
を
七
％
に
抑
え
る
方
針
を
立
て
て
い
る
が
、
い
ろ
ん
な

考
慮
か
ら
し
て
ふ
く
ら
ん
で
し
ま
う
。
大
勢
に
は
逆
ら
え
な
い
。

　
総
員
の
半
分
は
特
別
昇
給
に
洩
れ
、
該
当
老
に
つ
い
て
も
、
金
額
差

別
は
比
較
的
巾
広
く
、
労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
等
々
、
同
杜
の

年
功
給
体
系
は
、
か
な
り
古
典
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
手
当
の
種
類

が
多
く
、
手
厚
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
も
古
典
的
で
あ

一
二
〇
（
七
五
四
）

る
。　

炭
鉱
離
職
者
の
特
昇
該
当
率
は
他
の
従
業
員
よ
り
も
高
い
、
と
い

う
。
年
々
の
無
差
別
自
然
昇
給
額
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
中
高

年
に
さ
し
か
か
る
炭
鉱
離
職
者
に
と
っ
て
は
、
安
定
感
を
与
え
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
一
」
う
し
た
年
功
的
体
系
が
、
い
っ
ま
で
運
用
で
き

る
か
は
、
問
題
で
あ
る
。
同
杜
の
賃
金
中
心
の
労
務
管
理
は
、
ほ
ぼ
隈

界
に
近
づ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
一
段
の
改
革
は
不
可
避
で
あ
り
、
そ
の

さ
い
炭
鉱
離
職
者
の
地
位
は
、
大
き
く
動
揺
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

戸
フ
ｏ

２
，
Ｕ
建
材
に
お
け
る
炭
鉱
離
職
者

　
廃
材
を
砕
削
－
膠
付
－
高
圧
成
型
－
研
摩
し
た
新
建
材
を
製
造
し
て

い
る
。
ス
イ
ス
の
特
許
を
導
入
し
て
昭
和
三
一
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、

Ｓ
市
に
工
場
を
建
設
し
て
操
業
を
開
始
↓
た
の
は
、
三
五
年
の
こ
と
で

あ
る
。
総
務
課
長
Ｈ
氏
は
、
も
と
大
手
炭
鉱
の
労
務
職
員
で
、
操
業
開

始
後
ま
も
な
く
就
任
し
た
。
製
造
が
軌
道
に
の
る
に
つ
れ
て
人
員
充
足

に
苦
し
み
、
三
六
年
八
月
、
旧
勤
務
先
の
大
手
炭
鉱
を
中
心
に
三
〇
名

の
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し
た
。
以
後
、
三
九
年
ま
で
数
次
に
わ
た
っ
て

集
団
採
用
し
、
全
従
業
員
の
半
ぼ
を
依
存
す
る
に
至
っ
た
。
炭
鉱
離
職

者
以
外
の
採
用
も
行
な
わ
れ
た
が
定
着
率
ひ
く
く
、
む
し
ろ
減
少
傾
向



を
た
ど
っ
た
。

　
炭
鉱
離
職
者
の
第
一
陣
三
〇
名
は
、
平
均
年

令
三
〇
歳
で
あ
っ
た
が
、
第
二
陣
以
下
は
め
、
や

高
年
化
し
、
三
五
歳
平
均
に
な
っ
た
。
定
着
率

は
高
く
、
す
べ
！
、
の
現
業
職
場
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
退
職
者
二
三
名
の
う
ち
、

鉄
鋼
関
係
の
大
企
業
一
」
、
六
人
一
度
に
転
職
し

た
こ
と
が
あ
る
。
他
は
個
々
的
家
庭
事
情
に
よ

る
。
炭
鉱
離
職
者
の
大
部
分
は
現
在
、
府
営
お

よ
び
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
。

　
同
杜
の
賃
金
体
系
は
、
５
等
級
（
中
卒
二
口
同

卒
・
大
卒
・
課
長
級
・
部
長
級
）
・
各
等
級
五
〇
号

俸
よ
り
成
る
「
年
功
的
職
能
給
」
制
度
で
あ
る
。

二
号
昇
給
し
、

会
保
険
料
の
半
額
を
会
杜
が
負
担
す
る
。

り
、
深
夜
割
増
率
三
二
％
で
あ
る
。

帖勾炭ちうｂ員入給勾
り
＾
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１和昭

炭
　
推
移

人
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
則
と
し
て
年
一
回

　
　
　
　
　
査
定
に
よ
っ
て
昇
給
を
延
期
ま
た
け
」
操
り
上
げ
る
。
杜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
幹
作
業
は
２
交
代
制
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
１
－
Ｃ
１
４
ｖ
は
同
杜
四
一
年

五
月
の
職
種
群
別
賃
金
分
布
を
示
す
。
炭
鉱
離
職
老
は
大
部
分
太
い
線

の
範
囲
内
に
あ
り
、
平
均
残
業
時
問
は
月
計
約
十
時
間
で
あ
っ
た
。

　
同
杜
で
は
三
六
年
二
月
に
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
が
、
現
在
、
幹

布分金賃
口
力
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４
７
７
一
９
－
２

１
・
～
－

’

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

ｌ
ｉ

業
　
荷
売
職

」

〃

作
　
出
販・
・
理

■

幹
助
庫
務

計

基
補
倉
事
管

．
　
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

　
）
　
な
　
れ
　
ま
　
合
　
は
　
上
　
以
　
長
　
部
　
（
　
長
　
係
　
長
　
課
　
）
　
Ｅ工

各
。
の
む
上
パ
仕
む

農

付
）
り
Ｄの

燥
工
乾
各
（
の
型
工
成
木
木
全
削
保
木
務
原
工

）
　
）
Ａ
Ｂ

関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）
　
　
　
二
二

部
の
地
位
一
」
あ
る
者
は
す
べ

て
炭
鉱
離
職
者
で
あ
る
。
専

従
者
は
な
く
、
労
務
担
当
者

と
の
関
係
は
良
好
だ
と
い

と
フ
ｏ

３
，
Ｖ
鋳
造
に
お
け
る

　
　
炭
鉱
離
職
者

　
Ｖ
鋳
造
は
創
業
五
〇
年
、

Ｓ
市
の
中
心
部
に
あ
っ
て
、

と
く
に
ミ
。
シ
ソ
本
体
の
鋳
造

で
知
ら
れ
た
業
者
で
あ
る
。

昭
和
三
六
年
六
月
、
設
備
拡

張
を
見
越
し
、
　
マ
シ
ソ
エ

（
モ
ー
ル
デ
ィ
　
ン
グ
マ
シ
ン
に

よ
っ
て
鋳
型
を
つ
く
り
注
湯
す

る
。
　
従
来
の
鋳
型
工
１
－
手
込
作

業
が
一
人
前
と
な
る
に
は
三
～

五
年
の
年
季
を
婁
し
た
の
に
対

し
、
　
三
～
六
ケ
月
で
完
全
に
習

　
（
七
五
五
）



況状員充造鋳Ｖ
５
〉一

Ｃ
ｉ仙

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
人
－
人

況
８
）

状
１
・
職
４
退
和
用
昭
採
（
の問年－近最Ｂ

２
０
ｏ
０
　
１
・
一

職
輯
炭

退
３
０

ちう
〃

ｏ
ｏ
　
９
】

用
輯
炭

　
ち
採
う

〃

移推
人

用
１
０
採者

卒
３
６
学
和一
昭

Ａ

ユ
ｏ７３〃

１
３８３

〃

Ｆ
Ｏ
　
　
（
■
一

９３〃

０４〃

３１４〃

図置配
●

織組造鋳Ｖ
６
＞一

Ｃ
－仙

〕員業
従
人

般
１
２

上
ユ長班

子
７

ち
攻
一

う
、
一

人
肚
人
側
人
側

１
↓
　
　
　
７
‘
　
　
　
０
り

ユ

『
『

２長班

　
　
　
）

　
込
　
中

係
　
長
，

　
　
係
込

ー
　
　
　
　
ン

　
手
２
シ

第
（
第
マ

一
　
一
（

１長班

１長班
）管品

■

解（

１
人
１
人

長
）
炭
子
長
）
長
理
長
炭
）
”

　
上係
仕
係
質
係
長
労
ホ

　
．
　
　
　
　
係

３
理
４
　
業

処
　
　
　
務
資

第
（
第
溶
営
業
（

一
　
一
　
一
一

　
○
　
数
　
内
　
の
　
炭
　
は
　
内

務
か材

長
）

場
鉄
物

工
銑
鋳
Ｎ
（

長
務
務

社
専
常

鋤
側

長
鋳
人

場
、
、
・
１
９

エ
ル
　
ー

Ｓ
ア一
（

熟
す
る
。
半
練
熟
工
）
　
お
よ
び
鋳
物
処
理
・
仕
上
工
（
ぱ
り
取
り
、
み
が
き

等
の
補
功
作
業
）
要
員
と
し
て
二
二
名
の
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し
た
の
が

は
じ
ま
り
で
あ
る
。
近
年
は
集
団
採
用
は
し
な
い
が
、
在
籍
炭
鉱
離
職

者
の
縁
故
者
関
係
で
、
年
二
～
三
名
は
と
っ
て
い
る
。
炭
鉱
離
職
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
七
五
六
）

採
用
と
な
ら
ん
で
新
規
中
卒
者
の
採
用
に
も
力
を
入
れ
た
が
、
次
第
に

集
ま
ら
な
く
な
り
、
採
用
し
て
も
、
二
年
問
の
う
ち
に
は
ほ
と
ん
ど
や

め
て
し
ま
う
。
最
近
の
採
用
者
は
大
部
分
、
縁
故
者
及
び
一
般
広
域
求

人
で
、
九
州
の
旧
産
炭
地
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

　
昭
和
三
八
年
、
Ｓ
市
郊
外
に
新
工
場
を
建
設
し
て
鉄
鋳
物
の
主
力
工

場
と
し
、
旧
工
場
は
、
ア
ル
ミ
鋳
物
専
門
工
場
と
し
た
。
現
在
の
組
織

概
要
は
く
１
Ｉ
Ｃ
Ｉ
６
ｖ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
炭
鉱
離
職
者
の
大
部
分
は
新
工
場
に
集
中
し
、
マ
シ
ン
込
・
中
子
・

処
理
・
仕
上
・
熔
解
作
業
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
担
当
し
て
い
る
。
旧
熟

練
工
の
手
込
作
業
に
は
一
人
も
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
栽
然
と
分
れ
て

い
る
。
マ
シ
ン
込
職
場
は
係
長
段
階
ま
で
炭
鉱
離
職
者
が
独
占
し
て
い

る
。
そ
れ
は
新
工
場
の
主
力
で
あ
り
、
今
後
、
拡
充
す
る
見
通
し
の
職

場
で
あ
る
。

　
業
務
係
長
丁
氏
は
、
旧
制
商
業
卒
、
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
一
五
年
問
、

長
崎
県
の
芙
中
小
炭
鉱
の
職
員
と
し
て
、
庶
務
・
労
務
を
担
当
し
た
人

で
あ
る
。
炭
鉱
が
三
六
年
三
月
に
閉
山
と
な
り
、
残
務
整
理
の
の
ち
、

同
年
十
月
、
Ｖ
鋳
造
に
入
る
。
同
杜
の
炭
鉱
離
職
者
導
入
策
に
付
随
し

た
労
務
管
理
者
の
導
入
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、
新
工
場
操
業
開
始
に

伴
な
う
、
幾
分
か
「
近
代
的
」
な
労
務
管
理
体
制
へ
の
布
石
で
あ
っ
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施
　
実
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４
　
年

　
３
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考
備
ｉ

円
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
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｛
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ノ
ー
０
１
３
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８
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４
３
２

卒
卒
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員
　
　
理
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管
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級
等
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２
３
４
５
　
　
　
ｉ

、
一
ｉ
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れ
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－
り
る

め
よ
と
に
み
ト
と
ン
り
タ
あ
ル
カ
サ
能
ン
行
コ
遂
（
務
程
。

職
課
る

級
練
せ

上
訓
さ
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の
格

ず
定
昇

ら
所
　
，

わ
社
ち

か
会
の

か
　
，
た
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は
け
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受
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等

２
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６～４
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込
込
上
解

　
ン
　
シ
手
マ
仕
熔

（
　
（
　
（
　
（

係
係
係
係

ユ
　
２
　
３
　
４

第
第
第
第

○るよに
、
りときき者当担務労月８～

７年
４
ユ和昭

た
。
事
実
、
新
工
場
創
設
と
同
時
に
五
五
歳
定
年
制
を
布
き
、
高
令
者

十
人
が
退
職
し
、
空
白
は
再
び
炭
鉱
離
職
者
の
集
団
採
用
で
埋
め
た
。

こ
の
措
置
と
前
記
の
よ
う
な
学
卒
者
の
採
用
難
・
定
着
難
と
の
た
め
に
。
、

四
一
年
四
月
現
在
の
従
業
員
年
令
構
成
は
、
三
〇
歳
前
後
に
大
多
数
が

集
中
し
た
、
鋳
物
業
界
で
は
例
の
な
い
良
い
構
成
と
た
っ
て
い
る
（
平

均
年
令
三
二
才
、
平
均
勤
続
年
数
五
・
三
年
）
。

　
新
工
場
創
設
時
の
、
い
ま
一
つ
の
新
制
度
は
、
資
格
別
号
俸
制
の
実

施
で
あ
る
。
　
〈
１
１
Ｃ
ｌ
７
〉
こ
れ
は
、
Ｕ
建
材
と
ほ
ぼ
同
形
の
、
整

備
さ
れ
た
単
純
年
功
給
で
あ
る
が
、
爾
後
の
賃
金
交
渉
の
レ
ー
ル
と
な

二
」
。
労
組
の
四
一
年
春
の
賃
上
げ
（
べ
－
ス
ァ
ツ
プ
十
定
期
昇
給
）
要

求
は
六
号
俸
ア
ッ
プ
で
、
五
号
俸
ア
ッ
プ
ス
パ
、
妥
結
し
た
。
そ
の
結
果
、

四
〇
歳
の
モ
デ
ル
賃
金
は
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）

　
　
一
等
級
　
　
三
八
、
○
○
○
円

　
　
二
等
級
　
　
四
〇
、
三
〇
〇
円

　
　
三
等
級
　
　
四
一
、
三
〇
〇
円

　
　
四
等
級
　
　
四
一
、
八
○
○
円

　
　
△
一
八
歳
初
任
給
　
　
二
六
、
四
〇
〇
円
、
残
業
四
〇
時
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て

　
　
△
二
五
歳
初
任
給
　
　
三
一
、
〇
五
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
△
求
人
要
項
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
』
ノ
ト
リ

　
た
だ
し
、
鋳
物
業
の
伝
統
的
賃
金
形
態
は
「
請
取
給
」
で
あ
っ
て
、

マ
シ
ン
込
作
業
へ
の
移
行
も
請
取
給
制
度
を
く
っ
が
え
さ
な
か
っ
た
。

単
価
水
準
を
下
げ
、
計
算
を
複
雑
に
し
、
定
額
給
の
見
習
工
期
問
を
三

年
↓
半
年
に
短
縮
し
た
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
記
の
号
俸
制
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
（
七
五
七
）

、
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見
習
期
間
を
す
ぎ
た
従
業
員
に
っ
い
て
は
仮
想
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
そ

の
引
上
げ
は
出
勤
手
当
（
現
在
一
方
当
り
平
均
ニ
ハ
○
円
）
の
引
上
げ
と

な
る
に
す
ぎ
ず
、
収
入
の
大
半
は
、
実
収
高
（
１
１
単
価
ｘ
出
来
高
）
に
依

存
す
る
。
そ
の
計
算
の
詳
細
は
略
す
が
、
平
均
概
算
実
収
高
を
係
別
に

示
す
く
ｎ
！
Ｃ
ｌ
８
ｖ
。
人
員
不
足
の
た
め
、
第
一
・
第
二
係
は
残
業

二
時
問
、
三
・
四
係
は
早
出
二
時
問
十
残
業
一
時
問
を
原
則
と
し
て
お

り
、
所
定
時
問
は
実
働
八
時
問
（
午
前
八
・
三
〇
↓
午
後
五
・
一
五
、
休
憩

四
五
分
）
で
あ
る
か
ら
、
炭
鉱
時
代
に
劣
ら
ぬ
重
労
働
で
あ
る
。
賃
金

交
渉
結
果
と
し
て
の
四
〇
歳
モ
デ
ル
賃
金
四
万
円
は
、
基
準
内
と
し
て

で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
二
～
三
時
問
の
残
業
付
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
も
、
ど
こ
か
炭
鉱
時
代
と
共
通
性
が
あ
る
。
交
渉
成
果
が
現
場

で
は
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
杜
の
炭
鉱
離
職
者
た
ち

は
、
長
時
問
労
働
や
作
業
環
境
の
わ
る
さ
を
こ
ぼ
す
が
、
収
入
の
不
満

は
強
く
な
い
、
と
い
う
。
第
二
係
の
中
子
作
業
を
行
な
う
女
子
は
す
べ

て
炭
鉱
離
職
者
の
配
偶
者
で
あ
り
、
夫
掃
あ
わ
せ
て
七
～
八
万
円
に
達

す
る
。
こ
れ
は
十
分
な
中
和
剤
で
あ
る
。

　
炭
鉱
離
職
老
受
入
の
当
初
に
事
業
団
の
バ
イ
プ
ハ
ウ
ス
一
五
戸
を
二

年
問
借
用
し
、
つ
い
で
事
業
団
の
住
宅
確
保
奨
励
金
一
、
五
〇
〇
万
円

を
得
て
、
二
Ｄ
Ｋ
ア
バ
ー
ト
一
五
戸
を
建
て
て
収
容
し
た
。
別
に
従
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
（
七
五
八
）

か
ら
の
会
杜
寮
に
八
人
が
居
住
し
て
い
る
。
一
時
は
、
Ｎ
市
の
事
業
団

宿
舎
に
八
人
入
居
し
て
い
た
が
、
杜
宅
に
移
り
、
他
は
退
職
し
た
。
通

勤
時
問
が
長
す
ぎ
る
（
一
時
闇
半
）
の
と
、
　
事
業
団
宿
舎
の
居
住
者
同

志
の
情
報
に
よ
っ
て
転
職
し
や
す
い
条
件
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
Ｎ
市

に
は
、
鋳
物
工
場
が
多
い
）
。
小
規
模
で
、
種
々
条
件
の
わ
る
い
同
杜
の

ぼ
あ
い
、
事
業
団
宿
舎
に
入
れ
て
は
逃
げ
ら
れ
る
。
定
着
さ
せ
る
に
は

杜
宅
に
入
れ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
と
い
う
。

　
新
工
場
と
い
っ
て
も
、
建
物
は
粗
末
で
、
暗
く
集
が
多
く
、
作
業
環

境
は
お
世
辞
に
も
良
い
と
は
い
え
な
い
。
炭
鉱
離
職
老
の
第
一
陣
入
職

時
の
旧
工
場
は
更
に
ひ
ど
く
、
便
所
・
食
事
場
所
も
、
炭
鉱
以
下
の
感

じ
だ
っ
た
と
い
、
）
。
炭
鉱
離
職
者
入
職
の
ニ
ケ
月
後
の
三
六
年
八
月
、

は
や
く
も
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、
組
合
の
承
認
・
労
働
基
準
法
の
遵

守
を
要
求
し
た
。
以
前
に
組
合
結
成
を
企
て
た
従
業
員
が
解
雇
さ
れ
た

例
が
あ
っ
た
が
、
炭
鉱
離
職
者
中
心
の
組
合
を
会
杜
は
承
認
し
、
有
給

休
暇
の
買
上
げ
・
食
事
場
所
の
改
善
な
ど
を
結
束
し
た
。
組
合
は
そ
の

後
ま
も
な
く
、
大
阪
金
属
労
組
（
同
盟
系
）
に
加
盟
し
、
同
年
の
年
末

手
当
闘
争
は
、
大
金
労
の
指
導
応
援
を
得
て
、
相
当
荒
れ
た
。

　
丁
氏
の
言
に
よ
る
と
、
荒
れ
た
原
因
は
、
組
合
が
高
額
要
求
を
吹
っ

か
け
た
た
め
で
、
も
つ
れ
た
場
句
、
例
年
と
あ
ま
り
変
ら
ぬ
一
ケ
月
分



十
小
額
の
ぴ
で
妥
結
し
た
が
・
要
求
額
は
そ
の
三
倍
近
か
っ
た
、
と
い
　
　
の
複
雑
な
経
緯
を
行
く
こ
と
は
短
時
問
の
面
接
調
査
に
よ
っ
て
は
、
到

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
底
不
可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
後
・
組
合
は
次
第
に
お
と
な
し
く
な
り
、
大
金
労
と
の
関
係
も
　
　
４
，
Ｗ
精
工
に
・
お
け
る
炭
鉱
離
職
者

Ｓ
地
協
の
定
期
会
議
に
出
席
す
る
程
度
の
・
稀
薄
な
も
の
に
な
っ
て
い
　
　
　
Ｗ
精
工
は
、
昭
和
三
三
年
に
従
業
員
数
名
の
個
人
企
業
と
し
て
出
発

る
。
結
成
当
時
の
三
役
は
、
公
傷
や
感
情
の
も
っ
れ
な
ど
の
理
由
で
退
　
　
し
、
三
五
年
に
会
杜
組
織
と
な
り
、
現
在
従
業
員
五
五
名
を
か
か
え
る
げ
」

職
し
た
。
三
役
だ
け
で
な
く
・
組
合
結
成
の
主
力
と
な
っ
た
炭
鉱
離
職
　
　
　
い
た
っ
た
「
成
長
」
企
業
で
あ
る
。
大
手
の
Ｔ
ベ
ァ
リ
ン
グ
と
協
力
関
係

老
第
一
陣
二
二
人
の
う
ち
・
い
ま
な
お
在
職
し
て
い
る
の
に
一
人
だ
け
　
　
を
も
っ
て
、
ベ
ァ
リ
ソ
グ
用
ア
ダ
プ
タ
ー
の
製
造
及
び
内
外
輪
の
旋
削

で
あ
｛
　
現
在
の
組
合
役
員
注
、
年
末
手
当
闘
争
後
に
入
職
し
た
第
　
　
加
工
を
行
な
い
、
ア
ダ
ブ
タ
ー
｝
」
っ
い
て
は
独
自
販
売
に
力
を
入
れ
て

二
陣
以
下
か
ら
出
て
お
り
・
役
付
者
（
係
長
・
班
長
）
が
主
体
で
あ
る
。
　
　
三
九
年
一
」
は
販
売
会
杜
を
設
立
し
、
東
南
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
に
も
手
を

し
ガ
に
が
っ
て
会
杜
と
の
関
係
も
平
和
的
と
な
っ
た
。
求
人
要
項
に
は
、
　
　
の
ぼ
し
て
い
る
。
ア
ダ
プ
タ
ー
の
う
ち
ク
ロ
ー
ム
鋼
を
素
材
と
す
る
高

「
…
当
杜
は
特
に
こ
の
点
（
労
使
関
係
の
安
定
）
に
重
点
を
お
い
て
、
各
　
　
級
品
は
Ｔ
ベ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
大
企
業
が
独
占
し
て
お
り
、
炭
素
鋼
を

種
の
会
合
．
蕾
会
．
委
員
会
の
設
一
昼
等
募
め
、
そ
の
結
果
、
和
気
　
素
材
と
す
る
藷
品
メ
ー
マ
は
、
大
て
い
従
業
員
一
〇
～
二
〇
人
程

暖
々
た
る
空
気
を
作
っ
て
居
り
ま
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
度
の
小
企
業
で
大
阪
府
下
｝
」
謂
集
し
、
過
当
競
争
に
お
ち
い
つ
て
い
る

現
在
の
組
合
員
は
三
五
名
・
・
工
場
の
み
で
・
旧
・
工
場
は
組
織
さ
一
年
・
、
企
業
数
が
変
動
す
る
一
。
近
年
、
そ
の
な
か
か
ら
若
干
の
企
茅
量

れ
て
い
き
・
組
合
は
Ｓ
工
場
だ
け
の
と
き
に
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
一
　
産
と
積
極
的
販
売
努
力
に
よ
つ
て
優
位
に
立
ち
、
中
堅
企
業
一
と
成
長

た
｛
毒
創
設
に
伴
な
う
配
置
転
換
は
・
組
合
員
の
Ｎ
工
場
集
中
、
　
し
っ
っ
あ
る
。
Ｗ
精
モ
叶
て
の
一
っ
で
、
売
よ
目
同
は
府
下
第
二
位
で
あ
る

Ｓ
工
場
か
ら
の
隔
離
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
・
－
…
種
々
考
慮
す
れ
　
　
　
製
造
技
術
の
上
で
特
別
の
後
位
性
は
な
く
、
大
部
分
の
機
械
が
新
品

序
・
前
記
年
末
闘
争
以
後
・
組
合
の
藩
化
な
い
し
骨
警
の
努
力
が
　
で
、
相
対
的
に
高
能
率
な
だ
け
で
膏
、
売
先
開
拓
の
積
極
さ
が
成
長

継
続
的
に
払
わ
れ
・
成
果
を
収
め
た
と
判
断
す
べ
き
一
・
あ
ろ
う
。
そ
　
の
起
動
力
で
あ
る
一
主
要
仕
向
先
は
農
業
．
建
設
な
ど
の
機
械
メ
、
カ
、
と
一

　
　
　
　
関
西
地
方
在
庄
の
炭
鉱
離
職
老
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
…
端
）
　
　
　
一
二
五
（
七
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
五
号
）

部
自
動
車
メ
ー
カ
ー
）
。
　
し
た
が
っ
て
、
需
要
増
に
見
合
う
増
産
の
カ
ギ

は
人
員
拡
充
に
あ
っ
た
。
杜
長
が
若
く
、
積
極
的
人
事
政
策
を
と
り
、

郷
里
（
長
崎
県
）
に
強
い
縁
故
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
幸
い
し
て
、
年

六
六
～
七
人
前
後
の
新
規
学
卒
者
を
採
用
し
て
来
た
。
最
近
は
歩
留
り

低
下
の
傾
向
が
あ
る
と
は
い
え
、
現
在
、
従
業
員
の
大
半
は
二
五
歳
未

口
力

数年続勤令年員業従工精Ｗ
９
〉Ｃ仙
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数内の者職離鉱炭は内
コツカ右子女は内

コツカ左ん
、
ｂ

各）注（

満
の
若
年
層
で
、
平
均
年

令
二
七
、
五
歳
と
な
っ
て

お
り
、
総
員
五
五
名
中
三

三
人
が
独
身
寮
に
す
ん
で

い
る
〈
皿
ｌ
Ｃ
ｌ
９
〉
。

　
新
規
学
卒
者
は
、
年
々

大
体
十
名
を
目
標
と
し
て

六
～
七
人
を
充
足
す
る
が
、

三
年
問
で
半
分
に
減
る
。

六
人
の
う
ち
一
人
は
帰
郷
、

二
人
は
転
職
と
い
う
と
こ

ろ
か
。
転
職
の
多
く
は
、

兄
、
姉
な
ど
近
親
者
が
関

西
で
働
い
て
い
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
七
六
〇
）

関
係
で
ひ
っ
ぱ
ら
れ
、
よ
り
高
給
な
、
ま
た
は
き
れ
い
な
仕
事
を
目
指

す
。
こ
の
程
度
の
小
企
業
と
し
て
は
、
定
着
率
は
む
し
ろ
高
い
部
類
で

あ
り
、
今
後
、
向
上
と
い
う
よ
り
、
こ
れ
以
上
の
低
下
を
ど
う
し
て
防

ぐ
か
が
問
題
で
あ
る
。
・

　
炭
鉱
離
職
者
は
、
こ
の
よ
う
な
「
若
い
者
ぼ
か
り
の
職
場
の
背
骨
と

な
っ
て
も
ら
う
」
た
め
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
，
先
立
っ

て
三
八
年
九
月
に
人
事
担
当
職
員
と
し
て
Ｋ
氏
が
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｋ
氏
は
長
崎
県
の
中
小
Ａ
ク
ラ
ス
に
属
ず
る
Ｆ
炭
鉱
の
労
務
職
員
で
あ

っ
た
が
、
同
鉱
閉
山
後
、
知
合
の
労
務
職
員
が
さ
き
に
Ｓ
市
内
の
同
じ

よ
う
な
小
企
業
に
人
事
係
と
し
て
就
職
し
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

お
な
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
。
現
在
は
管
理
課
長
と
し
て
、
人
事
だ
け

で
な
く
、
製
造
・
営
業
以
外
の
全
業
務
を
と
り
し
き
っ
て
い
る
。
炭
鉱

離
職
者
の
採
用
は
、
Ｋ
氏
の
出
身
炭
鉱
お
よ
び
そ
の
近
辺
の
中
小
炭
鉱

離
職
者
か
ら
、
原
則
と
し
て
出
張
面
接
の
う
え
決
定
し
た
。
安
定
所
の

現
地
紹
介
相
談
の
際
に
委
任
採
用
し
た
二
人
の
炭
鉱
離
職
者
は
三
ケ
月

で
退
職
し
た
。
「
手
問
を
か
け
な
け
れ
ぱ
必
ず
駄
目
」
で
あ
る
。
他
の

退
職
者
二
人
は
二
年
つ
と
め
た
の
ち
、
地
下
鉄
工
事
を
や
っ
て
い
る
土

建
会
杜
と
金
属
圧
延
の
大
企
業
へ
、
最
近
、
転
職
し
て
い
っ
た
、
別
の

一
人
は
在
職
一
年
で
健
康
を
害
し
、
退
職
後
一
年
ほ
ど
で
死
亡
し
た
。



の
こ
り
八
人
は
、
狙
い
ど
お
り
に
役
立
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
製
造
部

門
四
〇
名
の
う
ち
課
長
二
人
、
係
長
（
通
常
の
用
語
で
は
班
長
と
い
う
と
こ

ろ
）
五
人
が
役
付
だ
が
、
係
長
の
う
ち
三
人
は
炭
鉱
離
職
者
で
あ
る
。

ア
グ
プ
タ
ー
製
造
課
長
の
話
で
は
、
機
械
（
旋
盤
、
フ
ラ
イ
ス
、
歯
切
盤
）

の
操
作
に
習
熟
す
る
の
に
１
六
ケ
月
～
一
年
。
刃
物
の
取
付
・
研
摩
が
出

来
て
一
人
前
と
な
る
が
、
こ
れ
に
大
体
三
年
。
機
械
の
保
守
（
調
整
）

に
は
更
に
、
数
年
を
要
す
る
。
技
能
的
に
は
一
人
前
に
達
し
て
い
な
い
炭

鉱
離
職
者
が
、
職
場
を
ひ
き
し
め
、
勤
労
意
欲
を
整
え
る
主
役
と
な
っ

て
い
る
。
欠
勤
が
少
な
く
、
仕
事
を
お
ぼ
え
る
に
熱
心
で
、
若
い
老
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

相
談
相
手
と
し
て
信
頼
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
炭
鉱
離
職
者
に
も
気

風
の
差
が
あ
り
、
長
崎
県
北
松
炭
田
の
労
働
者
は
、
筑
豊
地
区
な
ど
に

比
べ
て
、
地
味
で
辛
抱
づ
よ
い
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
生
か
さ

れ
一
、
い
る
、
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

ホ
年
少
者
多
教
の
な
か
に
、
中
高
年
の
炭
鉱
離
職
者
を
入
れ
で
、
バ
・
フ
ン
ス
を

と
る
事
例
は
多
い
。
愛
知
県
豊
橋
地
区
の
製
材
業
で
炭
鉱
離
職
者
を
大
量

採
用
し
た
ぱ
あ
い
も
、
主
要
た
ね
ら
い
は
そ
れ
に
あ
っ
た
。
若
年
労
働
者

の
み
に
執
着
し
つ
づ
げ
て
、
充
足
困
難
に
お
ち
い
り
あ
た
う
め
に
中
高
年

者
を
入
れ
る
の
と
差
は
紙
一
重
で
あ
る
が
、
企
業
の
「
成
長
」
に
与
え
る

作
用
に
は
大
差
が
生
じ
る
。
自
動
車
部
晶
、
電
機
た
ど
急
激
に
成
長
し
て

大
企
業
と
な
っ
た
ぱ
あ
い
に
も
、
同
様
の
戦
略
が
と
ら
れ
る
。
五
〇
歳
前

後
の
高
年
者
を
中
心
に
一
〇
〇
名
の
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し
た
、
八
欧
電

機
の
例
が
そ
う
で
あ
る
（
昭
和
三
八
年
）
、
大
企
業
で
は
、
若
い
労
働
者

の
人
問
関
係
を
調
整
し
、
気
を
保
持
す
る
た
め
に
、
大
が
か
り
な
組
織
的

・
科
学
的
な
技
法
・
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
高
年
者
を
人
問

関
係
の
良
好
な
維
持
の
た
め
に
分
散
配
置
す
る
必
要
も
意
味
も
な
い
。
代

り
に
巨
大
分
業
体
系
の
な
か
に
、
成
年
男
子
に
は
軽
度
で
性
に
合
わ
ず
、

女
子
に
は
過
重
気
味
と
い
う
中
途
ハ
ン
パ
た
仕
事
が
、
案
外
に
多
く
発
生

し
て
い
て
、
こ
こ
に
高
年
の
炭
鉱
離
職
者
を
配
置
し
た
。

　
テ
レ
ビ
の
組
立
ラ
イ
ン
終
末
部
の
梱
包
、
箱
づ
め
、
コ
ン
ベ
ア
ー
流
動

中
の
方
向
転
換
の
た
め
の
半
転
と
い
っ
た
仕
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
七
〇

名
、
の
こ
り
三
〇
名
を
メ
ッ
キ
・
板
金
作
業
に
充
て
た
。
給
与
は
当
時
二

五
、
○
○
○
円
十
家
族
手
当
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
部
、
前
歴
・

経
験
・
本
人
の
希
望
を
考
慮
し
て
機
械
・
捷
盤
な
ど
に
配
置
し
た
が
、
視

力
が
予
想
以
上
に
弱
く
失
敗
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
こ
の
事
例
で
は
、

さ
ら
に
高
年
者
雇
用
の
プ
ラ
ス
面
と
し
て
配
偶
者
、
子
供
の
就
労
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
「
採
用
世
帯
は
一
〇
〇
世
帯
で
す
が
、
実
際
に
は
配
偶
者
、

子
供
な
ど
を
入
れ
て
私
の
と
こ
ろ
で
六
〇
名
、
傍
系
関
連
会
社
に
二
〇

名
、
計
六
〇
名
の
方
が
就
労
し
て
い
る
現
状
で
、
こ
の
労
働
力
不
足
の
折

一
〇
〇
名
の
ほ
か
に
六
〇
名
で
す
か
ら
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
何
と

い
っ
て
も
こ
の
付
近
で
子
供
、
婦
女
子
の
人
を
募
集
す
る
の
は
大
変
で
す

か
ら
ね
。
…
…
ま
た
、
本
人
た
ち
に
は
悪
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
若
い

男
女
が
行
き
た
く
な
い
職
場
と
か
作
業
で
も
非
常
に
安
定
し
た
仕
事
を
や

っ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
…
…
」
以
上
、
職
業
安
定
広
報
第
一
四
巻
（
昭

和
三
八
）
第
二
九
号
、
三
頁
以
下
「
中
高
年
令
者
の
就
職
促
進
を
め
ぐ
っ

て
、
　
　
事
業
所
の
実
情
を
聴
く
座
談
会
」

関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
　
二
七

（
七
六
一
）
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７
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９
４
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上
長
務
他
二
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ニ
ム
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５
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０
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０
課
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二
一
八
（
七
六
二
）

　
炭
鉱
離
職
者
は
、
事
業
団
か
ら
貸
与
、
の
ち
払
い
下
げ
ら
れ
た
バ
ィ

プ
ハ
ゥ
ス
十
戸
に
住
み
っ
づ
け
て
い
る
。
か
な
り
く
た
び
れ
て
き
て
建

替
え
る
計
画
は
あ
る
が
、
工
場
拡
張
用
地
の
手
当
て
と
の
関
係
で
の
び

の
び
に
な
っ
て
い
る
。

　
〈
１
ｌ
Ｃ
ｌ
１
Ｏ
ｖ
で
、
同
杜
の
年
令
別
等
賃
金
分
布
を
示
す
。
一
万

円
以
下
の
者
ナ
ら
い
る
の
は
、
帰
郷
等
に
よ
る
欠
勤
の
た
め
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
賃
金
水
準
は
、
Ｓ
市
内
と
し
て
は
低
い
部

類
に
入
る
。
こ
の
月
の
残
業
は
平
均
二
〇
時
間
で
、
残
業
手
当
は
総
額

の
九
劣
で
あ
っ
た
（
月
々
の
残
業
時
問
は
一
〇
～
三
〇
時
間
の
間
を
変
動
し
、

残
業
手
当
の
比
率
は
五
～
一
〇
％
を
上
下
す
る
）
。

　
同
杜
の
若
年
者
初
任
給
は
、
基
本
日
額
五
八
○
円
（
一
八
歳
）
で
、

二
五
歳
ま
で
一
年
に
っ
き
二
〇
円
の
年
令
加
算
が
っ
く
。
皆
勤
手
当
二

日
分
。
別
に
、
基
本
給
の
五
％
を
源
資
と
す
る
能
率
手
当
が
、
課
↓
係

ま
で
は
加
工
高
に
よ
り
、
係
↓
各
人
は
出
勤
率
と
勤
務
成
績
に
よ
り
配

分
さ
れ
る
。
炭
鉱
離
職
者
採
用
の
際
は
基
本
日
額
八
○
○
円
と
し
（
昭

和
三
九
年
）
、
家
族
手
当
（
一
人
目
一
〇
〇
〇
円
、
二
人
目
五
〇
〇
円
）
を
付

設
し
た
。
事
業
団
か
ら
支
給
さ
れ
る
雇
用
奨
励
金
（
一
人
五
〇
〇
〇
～
七

〇
〇
〇
円
、
年
令
差
あ
り
、
一
年
間
）
は
全
額
本
人
に
支
給
し
た
。
合
計

し
て
月
二
五
、
○
○
○
円
程
度
で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
（
表
示
の
四
一
年



八
月
は
や
や
低
い
が
）
平
均
三
五
、
○
○
○
円
前
後
の
収
入
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
要
す
る
に
同
杜
の
賃
金
管
理
は
、
若
年
向
と
炭
鉱
離
職
老

向
の
二
つ
の
柱
を
立
て
て
あ
る
仁
け
で
、
体
系
整
備
・
政
策
樹
立
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。
労
働
組
合
は
な
い
。

Ｄ
、
建
設
・
港
湾
・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
等

各囲

、
公
務
員
・
公
共
公
業

　
政
府
関
係
機
関
へ
の
炭
鉱
離
職
者
受
入
れ
が
課
題
に
上
二
」
の
は
、

昭
和
三
七
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
前
記
の
炭
鉱
離
職
者
対
策
の
第

二
段
階
を
画
す
る
三
七
年
度
以
降
、
再
就
職
計
画
の
中
に
三
ケ
年
合
計

五
、
三
三
〇
人
と
い
う
数
字
が
組
み
こ
ま
れ
た
。
政
府
関
係
機
関
一
」
は
、

定
員
・
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
炭
鉱
離
職
者
に
は
も
っ
と
も
な
じ
ま
ぬ

わ
け
で
あ
る
が
、
　
「
民
問
企
業
に
対
し
て
炭
鉱
離
職
者
受
入
れ
を
強
力

に
勧
奨
す
る
立
場
か
ら
し
て
、
ま
ず
政
府
機
関
が
卒
先
し
て
実
施
す
べ

き
こ
と
を
要
望
す
る
声
も
高
く
」
、
三
七
年
五
月
、
労
働
省
が
政
府
関
係

機
関
の
人
事
担
当
部
局
長
を
招
い
て
懇
談
会
を
開
き
、
炭
鉱
離
職
者
対

策
の
現
状
を
説
明
し
て
協
力
を
要
請
し
た
（
職
安
広
報
、
三
八
年
六
月
号
、

三
〇
頁
）
。
そ
の
結
果
、
郵
政
省
の
郵
便
集
配
人
五
〇
名
（
同
年
七
月
）

を
皮
切
り
に
、
政
府
諸
機
関
の
「
協
力
」
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
実
績

は
〈
１
１
Ｅ
１
１
〉
の
ご
と
く
で
あ
る
。

計累

鉱炭のへ
関
況
機
状
係
職
関
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府
者
政
職
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開
　
　
術
　
　
治

　
　
省
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省
省
省
道
衛
技
事
自

　
　
務
蔵
部
生
林
産
輸
政
働
設
海
　
学
　
方

計
実
法
大
文
厚
農
通
運
郵
労
建
北
防
科
人
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
現
業
の
各
省
は
人
数
も
少
な
く
、
主
と
し
て
、
庁
舎
・
付
属
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
守
衛
・
管
理
人
・
用
務
員
で
あ
る
。
若
い
職
員
で
一
般
事
務
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
者
が
少
数
あ
り
、
と
く
に
労
働
省
で
は
、
職
業
安
定
所
職
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雇
用
促
進
事
業
団
職
員
と
し
て
相
当
数
が
活
躍
し
て
い
る
。

関
西
地
方
在
庄
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
・
川
端
）
　
　
　
二
一
九
（
七
六
三
）
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５
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基
家

内
給
）

管
任
％

局
初
１
２

道
た
～

鉄
め
８

京
定
の

東
の
俸

（
社
本

査
公
，

調
各
い

員
・
あ

職
省
ば

鉄
各
の

国
，
市

者
は
都

職
他
大

離
。
（

鉱
の
当

炭
も
手

た
の
定

つ
時
暫

な
用
に

行
採
か

が
式
ほ

労
正
　
。

炭
月
俸
　
。

，
１
０
本
才

は
年
て
３
８

鉄
３
９
べ
は

国
和
す
“

）注（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
七
六
四
）

　
職
務
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
鉱
員
出
身
者
は
少
な
い
。
鉱
員
身
分
で
あ

っ
て
も
、
職
務
内
容
は
労
務
係
で
あ
っ
た
者
、
労
働
組
合
役
員
の
経
験

を
も
つ
者
が
大
部
分
の
よ
う
で
あ
る
。
雇
用
促
進
事
業
団
管
轄
の
「
移

転
就
職
者
用
宿
舎
」
は
、
四
〇
年
度
末
で
一
四
八
ケ
所
、
二
一
、
一
五
八

戸
に
達
し
、
そ
の
管
理
人
は
二
〇
〇
人
を
こ
え
る
数
で
あ
ろ
う
（
大
阪

支
部
管
内
で
五
九
人
そ
の
後
さ
ら
に
ふ
え
て
い
る
）
。
管
理
人
は
、
当
初
、
事

業
団
正
規
職
員
及
び
委
任
契
約
者
で
あ
っ
た
が
、
四
〇
年
二
一
月
、
新

た
に
設
立
さ
れ
た
「
中
高
年
令
者
福
祉
協
会
」
職
員
に
新
た
に
身
分
替

え
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
確
定
し
た
採
用
条
件
は
、
五
〇
歳
以
上
人
生
経

験
の
多
い
こ
と
を
重
視
し
、
定
年
六
三
歳
。
厚
生
年
金
の
受
給
資
格
者

は
正
規
職
員
で
な
く
委
任
契
約
と
す
る
。
給
与
は
管
理
戸
数
に
よ
っ
て

若
干
の
差
を
っ
け
る
が
、
　
二
五
、
○
○
○
～
二
八
、
○
○
○
円
（
こ
れ

は
本
人
と
配
偶
者
と
七
対
三
で
分
割
支
給
の
形
に
な
る
）
。
配
偶
老
の
内
職
に

よ
っ
て
三
万
円
程
度
の
収
入
に
な
る
か
ら
、
高
令
者
の
就
職
先
と
し
て

は
有
利
な
方
で
あ
ろ
う
。

　
政
府
関
係
機
関
へ
の
就
職
は
、
安
定
感
は
あ
る
が
給
与
が
わ
る
い

く
１
１
Ｅ
ｉ
２
ｖ
。
ど
の
機
関
で
も
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
小
異
は
主
と

し
て
前
歴
加
算
の
ち
が
い
か
ら
来
る
。
最
初
に
炭
鉱
離
職
者
を
採
用
し

た
郵
政
省
で
は
、
初
任
給
最
高
制
限
を
、
炭
鉱
離
職
者
に
つ
い
て
は



「
全
逓
な
ど
組
合
の
判
断
と
き
り
は
な
し
て
、
個
別
に
特
夙
か
、
設
け
ろ

よ
う
」
に
す
ろ
方
針
を
と
り
、
組
合
も
こ
れ
を
認
め
一
、
前
歴
挨
算
を
一

〇
〇
％
と
し
た
。
　
　
炭
鉱
在
職
期
間
を
そ
の
ま
ま
郵
政
省
勤
務
期
間

と
し
て
み
と
め
た
の
で
あ
る
。
電
々
公
杜
は
当
初
、
組
合
と
の
協
定
で

炭
鉱
離
職
者
こ
つ
い
て
は
五
〇
％
と
し
一
、
い
た
が
、
の
ち
に
中
途
採
用

老
前
歴
加
算
方
法
が
、
同
種
前
歴
七
五
％
、
異
種
前
歴
四
五
％
、
／
－
て

協
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
炭
鉱
離
職
者
一
」
も
協
定
ど
お
り
に
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
国
鉄
の
ば
あ
い
に
は
就
職
者
の
大
部
分
が
軌
道
掛
と

い
う
重
労
働
イ
、
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
す
、
当
初
、
も
っ
と
も
不
利
で
あ

り
、
子
供
が
三
人
居
れ
ば
、
生
活
保
護
基
準
を
下
廼
る
ほ
ど
で
あ
っ

入
」
。
こ
の
た
め
、
炭
鉱
離
職
者
か
ら
炭
労
本
部
に
歎
願
書
が
寄
せ
ら

れ
、
炭
労
か
ら
労
働
省
及
び
国
鉄
労
組
に
、
申
し
入
れ
て
、
前
歴
加
算
の

改
善
、
試
用
期
問
の
勤
続
年
数
へ
の
繰
入
れ
、
鉄
道
官
舎
へ
の
入
居
、

　
　
　
　
　
＊

等
を
要
請
し
た
。
↓
こ
の
結
果
は
調
べ
て
い
な
い
。

　
政
府
関
斥
の
多
少
と
も
ま
・
ノ
一
ま
つ
た
数
の
就
職
の
な
か
イ
、
、

騎
老
自
身
一
」
よ
っ
！
、
比
較
的
に
有
利
な
状
況
こ
あ
る
と
感
じ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
地
方
自
治
体
の
清
掃
職
員
で
あ
る
Ｃ
公
務
員
関
係
の
枠
を
二

え
て
、
お
よ
そ
三
〇
歳
半
ぼ
以
上
で
、
職
業
上
の
特
別
の
技
能
を
も
た

な
い
炭
鉱
離
職
者
に
と
っ
て
、
自
治
体
清
掃
員
は
、
公
務
員
の
年
功
賃

金
体
系
の
関
係
も
あ
っ
て
、
職
業
選
択
上
む
し
ろ
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

ホ
国
鉄
職
員
と
な
っ
た
者
の
大
部
分
は
、
事
業
団
宿
舎
に
入
居
し
た
の
で
あ

る
が
、
通
勤
に
時
間
が
か
か
り
、
家
賃
一
、
五
〇
〇
円
、
か
つ
、
一
年
問

の
入
居
期
限
付
（
実
際
に
は
延
長
さ
れ
る
が
、
家
賃
が
三
～
四
〇
〇
円
高

く
な
る
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
賃
五
～
六
〇
〇
円
の
国
鉄
宿
舎
に
入
り

た
い
希
望
が
強
く
表
明
さ
れ
た
。
個
人
で
国
鉄
当
局
に
宿
舎
入
居
を
歎
願

し
て
成
功
し
た
事
例
を
引
用
し
て
お
く
。

　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状
態
に
関
す
至
詞
査
報
告
（
戸
木
田
．
川
端
）

一
三
一
（
七
六
五
）




